
中央社会保険医療協議会 診療報酬改定結果検証部会（第26回）  

議事次第  

平成21年11月10日（火）  

厚生労働省共用第8会議室  

議 題  

○ 平成20年度診療報酬改定の結果の検証について  

平成21年度特別調査について   



中医協 検－1  

21．11．10  

平成20年度診療報酬改定検証調査（平成21年度調査）一覧  

資料番号   調査名   主な調査項目   調査対象   調査実施時期   

○明細書の発行状況   ○施設調査   

明細書発行の一部義  病院、一般診療所、歯科診療所、保検薬局、訪問看護ステーション  
検 2－1  ○患者調査  

平成21年7～8月  

○明細書発行による患者の理解度及び満足度   施設調査で回答のあった各施設の患者   

7対1入院基本料算定   ○施設調査   

病棟に係る調査、亜急  「亜急性期入院医療管理料」、「回復期リハビリテーション病棟入院料」、「地域連携  

性期入院医療管理料  診療計画管理料」、「地域連携診療計画退院時指導料」の届出病院、「一般病棟入  
○各施設における患者の入院元、退院先  院基本料」の7対1及び10対1入院基本料の届出病院  

テーション病棟入院料  ○各施設における患者の状態   ○病棟調査  
検 2－2  施設調査に回答のあった病院の亜急性期病室、回復期リハ病棟、一般病棟  

平成21年7～8月  

並びに「地域連携クリ  ○算定患者数や連携医療機関数   ○病棟患者調査  
テイカルパス」に係る調  対象病棟を平成21年6月に退院した患者（亜急性期病室は、入院中患者含む）  

査  ○診療所調査  

「地域連携診療計画退院時指導料」の届出診療所とそれ以外の有床診療所   

○施設調査  

回復期リハビリテーショ  
「回復期リハビリテーション病院入院料」の届出保険医療機関  

○施設毎の入退院時の患者の状況  ○病棟調査   
検 2－3  ン病棟入院料において 「  平成21年7～8月  

導入された質の評価」             への、 
の効果の実態調査  

○退棟患者調査  
対象施設において平成21年6月の1か月間に届出病棟を退棟した「回復期リハビリ  
テーション病院入院料」を算定した患者   

○歯科外来診療時における偶発症等への対応状況   
歯科外来診療環境体  

「歯科外来診療環境体制加算」の届出保険医療機関  
検 2－4   制加算の実施状況調  平成21年7～8月   

査  員意識の変化  
○患者の安心感   

対象施設で「歯科外来診療環境体制加算」を算定した患者  

○施設調査  

ニコチン依存症管理料  
「ニコチン依存症管理料」の届出保険医療機関  

検 2－5   算定保険医療機関にお ける禁煙成功率の実態  

平成21年7～9月   

調査   ○禁煙指導の体制  
対象施設で平成20年6～7月の2か月間に「ニコチン依存症管理料」の算定を開始  
した患者  

○処方せん受付枚数、処方せんに「変更不可」と記さ  ○施設調査   
れた割合及び後発医薬品への変更枚数   保険薬局、一般診療所、病院  

後発医薬品の使用状  
検 2－6  ○後発医薬品の使用に係る患者の意思表示の状況  施設調査「病院」の対象施設に勤務する医師  

平成21年7～8月  

（「ジェネリック医薬品希望カード」の提示など）と医療  ○患者調査  

機関・薬局の対応   施設調査「保険薬局」の対象施設に調査日に来局した患者  
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2 1  11  10  

明細書の発行状況  明細書発行一部義掛ヒについての認知度  

明細書発行一部義掛ヒについての患者・暇員への周知  

明細書発行依頼頻度  

明細書の発行状況  

明細書の発行時期  

一部の患者のみに発行している理由  

1カ月間の明細書の発行状況  

領収証に占める明細書の割合  

明細書発行のタイミング／記載内容／様式／作成方法  

明細書の費用徴収の方法／費用  

明細書を発行するようになってからの変化  

DPC対象病院の状況  

明細書を発行していない理由  

明細書の発行依頼があった際の対応  

明細書発行に関する今後の意向  

診療報酬改定結果嶺証に係る調査（平成21年度調査）  

明細書発行の一部義務化の実施状況調査結果概要（速報）  

1．目的  

・保険医療機関等における明細書発行状況およぴその変化の把握  

・患者の明細書受領状況の把握  

・患者の明細書発行に関する意識調査  

2．鯛査対象  

■施設■査  

・全国の保険医療機関等から無作為に抽出された3．000施設絹院1．200施設、一般診  

療所800施設、歯科診療所600施設、保険薬局200施設、訪問看護ステーション200  

施設）。  

t患者鯛査  

・施設調査で回答の得られた施設の患者を対象とし、1施設につき無作為に抽出された  

患者、計叫000名（病院20名、一般診療所10名、歯科診療所10名、保険薬局5  

名、訪問者護ステーション5名）。  

3．調査方法  

■施投網査   

■ 自記式調査票の郵送配布■回収。  

・調査時期は平成21年7～8月。  

・施設の概況および明細書の発行状況等について調査した。  

■患者弔壬  

・自記式調査票を保険医療機関等から配布・郵送で事務局に直接回収。  

・調査時期は平成21年7～8月。  

・明細書の受領状況等について調査した。  

4．調査項目  

■施投網壬  

■患者蠣査  

患者属性項目   年齢、性別、かかりつけの状況、施設の利用状況／頻度、保険の種類   

明細書受領状況の  ・領収証の無料発行に関する認知度   

把握   ・領収証受領の有無  

・領収証の区分状況  

・領収証の分かりやすさ   

明細書発行に関す  ・明細書発行の一部義務化に関する認知度   

る意諸調査   ・明細書発行について知ったきっかけ  

・明細書発行に関する案内を見た経験の有無  

・明細書受領の有無  

・明細書の発行を依頼した経験の有無  

・明細書発行時の医療機関の対応  

・明細書の分かりやすさ  

・明細書を受け取ってよかった点／不満であった点  

・明細書の形式  

・明細書発行に係る手数料  

・明細書に対する要望  

・明細書が治療内容の理解のために役立つか  

・明細書発行の希望の有無  



（2）施設調査  

・1ケ月間の領収証の発行状況（図表2－1）  

5．結果概要  

（1）回収状況  

・回収状況（図表1－1）  筆潮整㌍ 1・＝ Tr  睾単軸較＝≡≡  ∴標準信書 

病院  （n＝420）   1．973  6．451．9  10．516．7   

一般診療所  （∩＝174）   846  1．069．6  943．3   
歯科診療所  （∩＝217）  420  468．8  325．6   

保険薬局  （∩＝87）  774  901．Z  747．2  

ステーシ】ン（∩＝67）   7   12．6   15．2  
久院≡＝≡＝1－≡ r木 凍央倭≡≡＝；三≡＝≡㌻  ≡≒‡ま車均直子′■二  二′：標準借着 

病院  （n＝420）   180   487．2  1．008．6   

一般診療所  （∩＝19）  10   18．0   29．9  
ー瑠常㌫：≦ざ：さ  ㌻痍突嘩喜  …≡こ≡≡瑠樹勘≡1  と‘標準偏差 

病院  く∩＝420）   1′773■  5′962．0  9′933．3   

一般診療所  （n＝174）   839  1．067．6  94之．9   

歯科診療所   （∩＝217）   4之0   468．8  325．6  

調査票  有効回収数   回収率   

施設調査票  1．039   34．6％   

！病院  445   37．1％   

竜一般診療所  189   23．6％  

歯科診療所   241   40．2％  

保険薬局  95   47．5％  

訪問看護ステーション   69   34．5％   

患者調査票  3．718  

病院・一般診療所   乙779  

歯科診療所   694  

保険薬局   143  

署訪問者護ステーション   102   

※外来部分に記載のある票についてのみ集計  

・明細書発行一部義務化についての認知度（図表2－2）   

※平成21年9月30日現在の状況  合計   
∩＝1．039  

病院   
∩＝445   

一般診療所   
∩＝189   

歯科診傭所   
∩＝241   

保険薬局  
∩＝95  

訪問着護  
ステーション  

n＝69  

0％  20％  40％  60％  80％  100ち  

ロ知っている  8知らない  ロ無回答   



明細書発行依頼頻度（図表2－5）  ・明細書発行一部義務化についての患者への周知方法（図表2－3）：複数回答  

0ヽ    tOヽ   20ヽ   30ヽ   10ヽ   50＼   60ヽ  病院 入院   
∩＝445   

病院 外来   
∩＝445  

一般診療所  
入院  

∩二21  

一般診療所   
外来   
∩＝柑9  

歯科診療所   
∩＝241   

保険業局  
∩＝95  

訪問看護  
ステーション  

∩＝69  

支払窓口に明記  

待合室にポスター掲示  

チラシの配布  

その他  

特に何もしていない  

無回答  
○ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  80＼  100ヽ  

口ほぼ毎日  日通に数回  日1カ月に数回  巳年に数回  

【＝まとんどない  ロわからない   口無回書  

※一般診療所は、入院については有床診療所のみ、外来については有床診療所、無床診療所を   

あわせた集計  

＜患者への周知の有無別にみた明細書発行依頼頻度＞  

その他の内容としては、「入院案内、契約時の重要事項説明暮に吉己覿」r口頭で説明」「今後対応予  

定」となっている。  

・明細書発行一部義務化についての職員への周知（図表2－4）   

特に何の周知も行っていな施設  何らかの周知を行っている施毀   合計   
n＝1．039  

病院   
∩＝445   

一般診療所   
∩＝189   

歯科診療所   
∩＝2■1   

保険薬局  
n＝95  

訪問看護  
ステーション  

n＝69  

1．5  

1．8  

1．1  

2．5  

0．0  

0．0  

1．0  

1．0  

0．0  

0．9  

5．5  

00  

0．0  0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

ロしている  Bしていない  ロー回答  0ヽ  50ヽ  100ヽ  

口ほぼ毎日 田遇に数回 日1カ月に数回 田年に政回 日ほとんどない8わからない □無回答   



明細書の発行状況（図表2－6）   ※開設者の内訳は以下の通リ  

国   厚生労働省′独立行政法人国立病院機穐眉立大学法人′独立行政法人  
労働者健康福祉機構等   

公的医療機馳  都道府県′市町村′地方独立行政法人′日赤，済生会．北海道社会事業協   会′厚生連．国民健康保険団体連合会等   
社会保険関係団体  全国社会保険協会連合会．厚生年金事業振興臥健康保険場合′共済細   合′国民健康保険錮合等   
医療法人  

個人  

その他   公益法人．学校法人′社会福祉法人，医療生協′会社等   

合計   
n＝l．039  

病院   
∩＝445   

一般診療所  
n＝189   

歯科診療所  
n＝241   

保険薬局  
∩＝95  

訪問者護  
ステーション  

∩＝69  

＜DPC対象病偏・DPC準備病院＞  

DPC対女病院・  
DPC準備病院  

∩＝116  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  0％  20％  401  601  80％   100l  

□全ての患者に対して発行田一部の患者のみに発行D発行していない口無回答  □全1の患者に対して発行日一部の患者のみに発行8発行していないロ無回   

＜開設者別＞  

国  
n＝15   

公的医療機関  
n＝94  

社会保険  
関係団体  

∩＝6  

医療法人  
∩＝250  

個人  
n＝21  

その他  
∩＝59  

0，i  20％  40％  601  80％  100㌔  

ロ全員の患者に対して発行広一部の患者のみに発行日発行していない□無固  



＜明細書の発行していない施設における明細書発行依頼頻度＞  

明細書の発行状況「発行していない」施設  

明細書の発行時期（図表2－7）  

＜合計＞  

l  

50ヽ  

ヰ0ヽ  

30～  

20≠  

10ヽ  

0ヽ  

病院 入院   
∩＝20ヰ  

病院 外束0．0   

∩＝204 0．0  
0．0  

一般診療所 0．0   

入院 00   
∩＝12  00  

一般診療所00   

外来  00   

n＝120  00  

－2006年3用2006年▲月 200¢年10月 2007年4月 200丁年10月；2008年4月 2008年10月  

：－9月 －200一年3月 －9月 ～2008年3月 ～9月   以降                   I l  

＜病院＞  
0
0
 
∩
∨
 
（
U
 
n
V
 
▲
U
 
 

歯科診療所   
∩＝151  

5仇  

40ヽ  

30ヽ  

20ヽ  

一肌  

8ヽ  

保険薬局0▼0  

訪問看護 0．0  
ステーション0．0   

∩＝45  0．0  

0ヽ  20＼  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

窃週に数回ある  日1ケ月に数回ある 日年に数回ある  
Bわからなし＼   □無回答  

□ほぼ毎日ある  

日ほとんどない  
ー2006年3用2006年4月 2006年10月 200丁年4月 2007年10月；2008年4月 2008年10月  

；－9月 －2007年3月 ～9月 ～2008年3J毒 ～9月   以降 Il  

＜一般診療所＞  

※一般診療所は、入院については有床診療所のみ、外来については有床診療所、無床診療所を   

あわせた集計  

50ヽ  

峨  

30ヽ  

20ヽ  

10ヽ  

0ヽ  

～2006年3用20粥年4月 2006年10月 200丁年4月 2007年10月 2008年4月 2008年10月  

王 ～9月 ～2007年3月 －9月 ～2008年3月 ～9月   以降  
l  

10   



＜歯科診療所＞  ・一部の患者のみに発行している理由（国表2－8）：複数回答  

0ヽ  201   40ヽ    601   80ヽ   100ヽ  5仇  

401  

30ヽ  

201  

1肌  

0ヽ  

依頼がある場合のみ発行  

治療上の理由等で   
発行しないほうがよい  

事務員担が大きいため  

その他  

無回答  

－2006年3用2006年4月 2006年10月2007年4月 2007年10月2008年4月 2008年10月  
エ ー9月 －2007年3月 －9月 －2008年3月 一9月   以降  
l  

＜保険業局＞  

5仇  

401  

3肌  

20ヽ  

l仇  

01  

・1カ月間の明細書の発行状況（図表2－9）  

末葉均僅某  湖陸稲  
病院  （n＝222）  0  150．7  1．475  ．1  

一般診療所  （∩＝52）   0  199．7  610  ．5  

歯科診療所   （n＝67）   0  158．6  279  ．4   

保険薬局  （n＝21）  0  109．1  370  ．4  

間看護ステーション（∩＝之2）   7．5   9．7   9  ．1  

・・・・仁  j≡裏挫摘距  ≡＝鴻錘海  

病院  （∩＝Z22）  0   16．7  12  5．6   

一般診療所   （∩＝8）  0   0．3  0．7   
薫喜瀬兵庫≡≡≡：≡≡  ：こ二二jと湖熊摘轟  ニ＝棟徳庵  

病l浣  （∩＝222）  0  134．0  1．35  9．1   

一般診療廟   （∩＝S2）  0  199．7  61  0．S   

歯科診療所   （∩＝67）  0  158．6  之7  9．4   

－2006年3瑚2006年4月 2006年10月2007年4月 2007年10月 2008年4月 2008年10月  

l－9月 －2007年3月 ～9月 ～2008年3月 －9月   以降                     l  

l  

＜訪問者護ステーション＞  

58％  

401  

30ヽ  

2仇  

10ヽ  

0～  

※入院もしくは外来部分のいずれかに記載のある票についてのみ集計  

l  

一之OO6年3用2006年4月 2008年10月200丁年4月 2007年10月2008年4月 2008年10月  

：－9月 －2007年3月 ～9月 －2008年3月 －9月   以降  
l  

11  12   



明細書の記載内容（国表2－11）  

＜病院・一般診療所・歯科診療所＞  

0ヽ    20ヽ   10ヽ    60＼   80＼   tOO＼  

・明細書発行のタイミング（図表2－10）   

合計   
∩＝404  

病院  
∩＝229  

一般診療所  
∩＝55   

歯科診療所  
n＝74   

保険業局  
n＝24   

訪問看護  
ステーション  

n＝22  

傷病名  

診療月日や入院期間  

診療報酬点敢の個別項目名  

診療報酬点数の  
個別単価・算定回数  

その他  

無回答  

＜保険薬局＞  

0ヽ  20ヽ  ●0ヽ  60ヽ  80ヽ  ＝）0ヽ  

ロ診察日・退院日・調剤日・訪問日   8次回来院（兼局・訪問）時  

日月1回まとめて  包その他  

□無回答  

0ヽ  20ヽ    10ヽ    60ヽ    80ヽ    tOOヽ  

保険業島名  

保険医氏名  

診療報酬点数の個別項目  

診療報酬点数の  
個別単価・件数  

その他  

無回答  

14   13  



＜訪問看護ステーション＞  

0＼  20ヽ    40ヽ    60ヽ    80ヽ   100l  

・明細書の作成方法（図表2－13）   

合計   
n＝404  

病院   
∩＝229   

一般診療所  
n＝55   

歯科診療所  
∩＝74   

保険薬局  
n＝24  

訪問看護  
ステーション  

n＝22  

傷病名  

訪問者護ステーション名  

主治医氏名  

訪問日  

利用日数  

加算の状況  

その他  

無回答  

O1  201  48％  601  801  100l  

□／くソコン等で自動出力 田パソコン等で随時作成 日手書きで作成  

葛その他  □無回答  

・明細書の様式（図表2－12）   

・明細書の費用徴収の方法（図表2－14）   
合計   
∩＝404  

病院   
∩＝229   

一般診療所  
∩＝55   

歯科診療所  
∩＝74   

保険薬局  
∩＝24  

訪問看護  
ステーション  

n＝22  

合計   
n＝404  

病院   
n＝229   

一般診癌所  
∩＝55   

歯科診療所  
n＝74   

保険薬局  
∩＝24  

訪問看護  
ステーション  

∩＝22  0％  20％  40％  60％  80％  100兄  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  801  100ヽ  ロレセプトと同じ様式  日自施設で独自に作成した様式  

由厚労省課長通知と同じ様式  口無回答  ロ1件ごとに定額徴収  田ページ数ごとに定額徴収ロその他  

匂徴収していない  □無回答  
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明細書の費用（図表2－15）  

＜費用徴収している施設のみ＞  

明細書を発行するようになってからの変化＜患者の医療内容への理解＞  

（国表2－18）  

≠ 最大値   最小値  中央値  平均値  標準偏差  合計        （∩＝98）   3′000  10  460．0  527．6  578．8  病院        （∩＝73）  2．100  10  50．0  452．2  385．4  一般診療所     （∩＝13）  3．000  100  500．0  675．8  785．3  一歯科診療所  3．000  】   30  307．5  849．5  1．171．9  保険薬局  1．050  360  705．0  705．0  487．9  訪問着護ステーショ  甜
棚
摘
刷
祀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〓
 
 

＜費用徴収していない施設を含む＞  

最大値  最小値  中央値  「二  標準偏差  合計  3′000  0  0．0  134．3  370．9  病院        （n＝229）  2，100  0  0．0  153．5  309．9  一般診療所     （∩＝55）  3．000  0  0，0  168．9  482．1  歯科診療所     （∩＝74）   3．000  0  0．0  114．8  504．8  保検薬局      （n＝24）  1．050  0  0．0  鋸．1  233．2  訪問者護ステーション （∩＝22〉     0  0  0．0  0．0  0．0   0ヽ  20ヽ  ■0ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

蒜  
った 、 

・DPC対象病院の状況＜DPC明細書への検査や薬剤名の付記＞（図表2－16）  

・明細書を発行するようになってからの変化＜患者との信頼関係＞（図表2－19）   
0＼  20＼  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

ロすべての患者に付記 田依輯があった鳩舎に付言己 日付記していない □無回答1  
合計   
n＝404  

病院   
∩＝229   

一般診療所  
∩＝55   

歯科診療所  
n＝74   

保険薬局  
n＝24  

訪問者護  
ステーション  

n＝22  

DPC対象病院の状況＜DPC明細書への検査や薬剤名の付記の依頼の頻度＞  

（国表2－17）  

0＼  20ヽ  40＼  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

tOOY 

盲年に数回  □ほぼ毎日  8週に数回  圧1カ月に数回  
巳ほとんどない  匂わからない  田無回答  

0ヽ  20ヽ  ●0＼  60ヽ  80ヽ  ＝）0ヽ  

「盲哀転嘉－ 田やや深まった  ロ変わらなかった  

白かえって浅くなった   ロよくわからない  □無回答  
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・明細書の発行依頼があった際の対応（図表2－22）：複数個答  

0ヽ  10ヽ   20ヽ   30ヽ   40ヽ   50ヽ   60l  

明細書を発行するようになってからの変化＜患者からの問い合わせ＞  

（図表2－20）  

甜
棚
捕
蒜
筈
潤
抽
祀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〓
 
 

先行する、依頼・希望があれば発行、説明する、発行する準備は整っている   

依頼がない   その他の内容    216件    81件  システム、レセプト、領収証で対応  22件  検討中、今後、発行していく予定  6件  何もしていない、対応策がわからない  3件   0％  201  40兄  60％  801  100■  

□大変増えた  8やや増えた  ロ変わらなかった  

圧かえって減った  己よくわからない  □無回答  

・明細書の今後の発行意向（図表2－23）   
明細書を発行していない理由（図表2－21）：複数回答  

＜合計＞  

0％  20％    401   601   80■   100㌔  

合計   
∩＝591  

病院   
∩＝20ヰ   

一般診嶺所   
∩＝120   

歯科診療所   
∩＝151  

保険薬局  
∩＝71  

妨間看護  
ステーション  

n＝45  

希望する患者がいない  

希望する患者が少ない  

発行する設備が整っていない  

事務員担が大きい  

その他  

無回答  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100l  

ロ発行する予定なし 田依頼があれば発行 口未定 田その他 口無回答  
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領収証について困った点   
領収証発行によるコスト増。  
DPCの診療費について説明を求められた際に包括払いと出来高払いの違いについて説  
明をする必要もあり、なかなか理解してもらえず、窓口で大変苦労した。  
患者からの項目の点数や料金（特に入院費用）の問合せや質問が増えている。  

請求内容が分かりやすくなった反面、内容についての問い合せ、クレーム等が増えた。  

l  

初診料、再診料の定義の説明を求められて、困った。  
領収証の控えの保管場所に因っている。  
説明の時間がかかる。  

時間がかかる。導入コストが大きかった約600万円  

亭難戦員の負担の増加。患者の待ち時間の増加。  
検査から、病理が分かれたりと、マイナーチェンジする度に医療機関にシステム整備負  

病院  
る。  

用紙が大きい。  

歯科などの50円未満の領収証でも発行しているので、「資源（紙）のムダ遣いだ」と患者  

さんに言われる。  

保険請求上、どうしても診察日より後に発生する料金（感受性検査等）があり、患者に対  
して改めて説明を行い理解して頂かなければならず、この点の改善を求めたい。  
毎回発行するか紛失されるため再発行等の依頼が増えた。  
項目が一般の患者には理解し難い。  
外来管理加算や医学管理料の費用請求について説明の求めがあった場合、説明をして  
も理解がなかなか得られず、不満の声が多い。  
わかりやすくなった反面、負担金に関して、シビアになった方も多く、窓口で質問される事  
もしばしば。その際に専門用語を使って説明しても、理解されず、説明に苦慮する事もあ  
る。   

小児科外来診療科の様な包括点数の場合、指導料区分の1ケ所のみで、内訳の説明を  
余計にしなければならない。  

子供が破ったり、紛失したりして再発行を年末に求められる場合。  
レセプト先行の時に内容の間違いがあった場合患者さんに発行した点数と正しい点軌二  
違いが出る  

患者が各項目の内容をよく理解できない。  
用紙代がかかる。手間もかかる。  

一般診療所                       公費で上限負担がある場合、明細書を発行できない。  
用紙が大きすぎる。  
紛失して確定申告前に1年分請求される点。  

複雑な診療報酬体系の中で名前をつけた項目名に説明を求められても事務員が説明に  
窮する場合があった。（何故、前回と点数が違うのか？など）領収証を受取らない患者が  

必ず何名かいる。  
患者さんに領収証を受け取って箕えないことがある紙が勿体無いとよく言われる。  
不要な方が多くゴミが増えた。   
受付の前のゴミ箱に捨てていく人が多い。必要な人のみでも良いと思う。  
用紙代がかかる。控をとっておくのに呈が多くかさばるためスペースに困る。  
事務員担が大きい。  

歯科診療所           行政が定める領収証なのであれば無償で医療機関に提供し徹底すべきと患う  
発行が義務づけになった当初、レセコンの入れ替えしなければならず、導入のための兼  
用がかかった。  

患者さんが領収証をなくされた場合の再発行の場合の対応。   

領収証・明細書の発行等に関する主な自由回答意見  
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領収証について困った点  
指導料、管理料など患者さんには理解しずらいと思う。月に1回だけ算定することころな  

ど患者さんに説明しにくいと思う。  
発行後、誤請求、請求漏れが生じた場合、領収証の金額、請求点数を実際の額、点数の  
間に違いが生じる。  
時間がかかるので診療時間が減った。  
受付対応時間が増え、待たせるようになった。  
再診料のみで終るケースや簡単な処置で終るケースではこの様式の領収証では紙が大  
きすぎるし不便です。  
未来院補疲物を装着した時、領収証の内容について説明の必要がある（前回未収金と  

印刷される為）  

必要のない患者積も沢山いて、紙インクetcの無駄にならないか、もったいないと思うこ  

とがある。   
薬学管理料について患者様に理解してもらことが難しい時があり、必要ないとの指摘を  
受けることが時々ある。  
基本調剤料や調剤料の内容が複雑で説明するのが難しかった。  
詳しい表示になったため一つ一つ説明を求められ、薬代以外は不当であるとクレーム付  

保険薬局              けられようになった。  
不要の患者様に対する対応と署名していただく時間理解していただくための説明に要す  
る時間が負担。  
薬局によって支払い金額が異なる事について理解が得られにくい。  
紡が大きい、1枚がB5の大きさ。   

実際には訪問料は高いんだと、回数を減らす希望があった。  
単位数＝金額にならない。  

訪問看護 ステ ーション  
様々な管理費や加算があり、領収証をみせられただけでは「何のことか判らない」と利用  
者家族に云われたことがある。  

明細書についt困った点   

患者への診断名の告知の有無についての確認が必要になった。  
診療内容から疾患名等もうかがえるので個人情報等の問題があり本人確認や同意に関  
して苦労している。  

医事会計システムが標準では対応していないため、実務的に繁雑lこなり体制、郵送料等  

も必要となるが、そこに対する兼用的な補償がされない。  
悪性腫瘍手術などのように、項目から病名や症状が推測できる内容を含んだ明細手を患  
看に手渡す軌こ、主治医に確認をとる必要があるなど、手間が増えた。  

病暁                       設備投資等で発生した兼用の回収（診療報酬上での評価を希望する。）  

診療報酬制度に対するある程度の知識がなければ容易に内容（名称や算定ルール等）  

を理解することは難しく、内容の説明が必要になり対応が難しい。  
保険請求の仕組みより説明しなければならないケースが発生しており、人手が取られ業  
務が滞るケースが発生している。  

外来管理加井や医学管理料の費用請求について説明の求めがあった場合、説明をして  
も理解がなかなか得られず、不満の声が多い。  
医科点数表に則って発行しているため、表現や言い廻しを理解されない。そのため、不  
当な請求をされているのではないか等、不信感を持つ方がいる。   
事務員担が大きい。  
用紙代がかかる。手間がかかる。  

一般診療所        患者が各項目の内容をよく理解していない。  
この2年で1件しか依頼がなく、あまリニーズがないようである。領収証がかなり細かく書  

いてある為と思われる。   

あまり興味がない人には紙ゴミがふえたと感じる。  
患者さんに渡しても、説明するのに、時間がかかり医院例の労力、時間が、沢山費やさ  
れた。患者さんも良く理解できなかった。  
点数がつかないのでサービス的な診療が増えた。  

歯科診療所              事務員担が大きく、患者さんを待たせる時間が長くなる。兼用がかさむ。  
①慣れた受付の看でないと書けない。②事務の時間が、増えて受付の負担が大きい  
事務処理儲力を超えた処理だと思う。レセプトの発行で良いと思う。  
依頼があればレセコンでいつでも発行できると患うが依頼は皆無。  
所定の様式があった方が良いと感じた。手間がかかるため。   
明細書があるのは知っていたのですが、一部あたりの料金の相場がわからず困ってい  
る。  

困った点は上記のように希望されたわりに、本物をおわたしすると個人情報の多さにいや  
保険薬局           がられる。「これを役所に出さねばいけないんですか？」とはよく質問される。  

レセコンがないので手書きで出すのは時間・手間がかかる。 
渡すだけではわからないため説明が必要。   
レセプトの計井は、むずかしい、遺草位での計算もある。相手にわかる様説明するのは、  
時間がかかる。  

訪問着護 ステーション        自己負担のない患者楓こもお渡しするようになってーこんなに公費を使っているなんて」と   納得してもらえない場合があり困る 
。  

制度や報酬が変わるごとに説明しないといけない。   

司
 
 

明細書について良かった点  
従来は明細を求められた時には、レセプト発行の手続きを取っていたが明細書発行によ  
り、手続が容易になった。  
患者さんに治療内容の説明をする際に点数含めて説明できる。  
診療内容について説明がしやすい。  
以前より患者様から依綺があれば手書きしていた。レセコンで発行できるようになり、すぐ  

病院                 対応できるようになったので良かった。  
患者が支払うー部負担金の金額に納得いただける。  
患者様の疑問点に対し説明しやすくなった。  
納得していただく事が増えた。  
自分の疾患に対する費用を自覚していただき、患者も医療者僻も信頼関係がつくれる。  
カルテ開示未満の患者さんの希望に添える。   

一般診療所  診療内容を理解してもらえた。   
歯科診療所  より詳細な内容を知りたい方に十分な情報提供を行えるようになったこと。   
保険薬局  患者さん白身が自分の医療費の総額を理解するようになった。（窓口で支払額が自分に   か 

かった医療費と勘違いしている人がいた。）   

訪問着護  自分が受けたケアについて納得していただける。不明な点についてはその都度説明し、   
ステーション  理解していただける。   
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その他、患者への情報提供に関して積極的に取り組んでいること  

・高級療事項限度額認定証の案内  
】  ト入院前説明にて、入院期間及び治療費負担額概算の案内  
芦  ・テレビインフォメーションシステムを導入し患者様への情報提供を行っている。（出来る   

l   限り掲示物を少なくし、必要な物だけ残したと考えます）  

院内で診療情報提供に関する規程を作成し、それに沿って情報提供を行っている。  
n 】病院  

【  患者からの問い合わせにはていねいに対応している。  
】  医療現場の電子化を推し進め、以前と比べて、より詳細な説明を行っている。検体検査   

ち   

の結果はプリントし患者へ渡している。  

自費負担領等、制度改変に合わせ説明する壌を設けたり、文書による連絡をとってい  

る。   

患者様より領収証について質問があった時は、くわしく説明している。  

l 芦  

検査の必要性をきちんと説明している。処方箋の点数の違いにより毎回の支払いが異な  

る場合は説明するようにしている。  

t   患者とよく詰ができるような雰菌気づくりにつとめている。  
】一般診療所 】  

と介護の会計の区別を解かりやすくエ夫している  
†  患者様には診察中に、当日の検査予定とその必要性について説明の上検査しているし、   

】   
検査結果についても正常値を含めてくわしく説明するよう心がけている。その結果だと思  

臨  
うが、明細書を要求されたことはない。  

治療計画と医療費の呈示を行っている。今まで明細書の請求がなされた事がありませ  

ん。  

ポスター、リーフレット等の自院による製作  
カルテの積極的な公開。  

写真など使ってビジュアルな説明を心掛けている。  

積極的ではないですが、会計の時、治療内容や費用の内容を聞かれたら、カルテを開示  
して、説明している。カルテの開示義務なら、費用がかからないので、明細暮の発行よリ  

実行しやすい。  

歯科診療所                          治療内容の説明、また金属の費用など高額（4000円以上）な場合には、前もって知ら  

せる。  

自費診療の患者様は、ほぼ毎診療毎に口腔内写真をプリントして漉している。写真を見  
せつつ、診療内容の説明を行っている。  
2大病気の説明などクリニカルコーディネーターが、予防や治療の相談にのっている。  

1日の治療内容を説明しながら領収証を渡している。  

領収証で医療費控除が受けられる事を説明している。  
カウンセリングシステムを導入し、検査儲果などを、時間をとって説明し、治療を行ってい  

る。   

印刷された薬剤情報以外に新しい情報は手書きで渡すようにしている。  

必要なクスリのみを医師に要求して余っているクスリや不必要なクスリを要求しないよう  
に雑談しながら話すようにしている。  

保険薬局           薬局独自のミニ情報書を作り、その都度内容を変えてお渡ししています。主に医療関係  
情報の提供。  

助成金などの種類や利用の説明。  

薬局改善の為患者にアンケートの協力をお願いしている。   

訪問者護  疾患・施設・福祉用具などの、問合せに対して、／くンフレット．ネット情報などを集め説明し   

ステーション  ている。   

く3）患者調査  

・性・年齢区分（図表3－1）  

＜男性＞ 平均 58．2歳  

合計  
∩＝1，585   

病院・一般診療所  
∩＝1．189  

歯科診療所  
n＝292  

保険薬局  
n＝54  

訪問看護  
ステーション  

n＝50  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60＼  80ヽ  ＝）0ヽ  

切40歳以上～50歳未満  □利）歳末満  ロ50歳以上～60歳末清  
880歳以上～70歳末溝  日70歳以上～80歳末溝 田80歳以上  

ロー回答  

＜女性＞ 平均 55．0歳  

合計  
∩＝2．12丁   

病院・一般診療所  
n＝1．585  

歯科診療所  
∩＝401  

保険業局  
n＝89  

訪問看護  
ステーション  

n＝52  

0ヽ  20ヽ  401  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

ロ40歳末溝  田40象以上←50鼓未満 田50歳以上  
β80歳以上－70歳末溝 870歳以上～80歳末溝 口80歳以上  

L旦型空軍 【 
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・公的負担医療による自己負担軽減の有無（図表3－4）  ・．施設の利用状況（病院・一般診療所のみ）（図表3－2）  

合計  
∩＝3．7柑   

病院t一般診療所  

∩＝2．779  

歯科診療所  
∩＝694  

保険薬局  
n＝143  

訪問者護  
ステーション  

∩＝102  

病院・一般診療所  
∩＝2．779  

0ヽ  20ヽ  401  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

白人院治療中 四入院していたが退院した 口外来治療中 Bその他 □無回答  

調査票を受け取った医療機関の利用頻度（国表3－3）  

＜病院・一般診療所、歯科診療所、保険薬局：1カ月あたりの利用回数＞  

合計  
∩＝2．494   

病院・一般診療所  
（外来治療中）  

n＝1．65了  

歯科診療所  
∩＝69ヰ  

薬局  
∩＝143  

0九  201  401  60兄  801  100l  

ロあり  切なし  ロ無回答  

領収証の無料発行に関する認知度（国表3－5）  

合計  
∩＝3．718   

病院・一般診凛所  
n＝2．TT9  

歯科診療所  
n＝694  

保険薬局  
∩＝143  

訪問書護  
ステーション  

n＝102  

0ヽ  20ヽ  101  60ヽ  801  100l  

ロ1回未満 田l回 ロ2－3匝l64←5回 自6回以上 可今回初めて □無回答  

＜訪問看護ステーション＝1週間あたりの利用回数＞  

訪問看護ステーション  
∩＝120  

0％  2（）≠  40ヽ  601  801  100％  

□知っている  B知らない  □無回答  

0ヽ  20ヽ  l肌   60ヽ  80ヽ   ＝】Ol  

ロ1回以下  田2～3回   B4～5国  包6回以上  口無回答  
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・明細書発行の一部♯務化に関する認知度（国表3－8）  ・領収証を受け取った経験の有無（図表3－6）  

合計  
∩＝3．718   

病院・一般診療所  
n＝2．779  

歯科診療所  
n＝694  

保険薬局  
∩＝143  

訪問看護  
ステーション  

∩＝102  

合計  
∩＝3，718   

病院・一般診療所  
∩＝2．779  

歯科診療所  
∩＝694  

保険薬局  
∩＝143  

訪問看護  
ステーション  

∩＝102  

0ヽ  20ヽ  ●0ヽ  60ヽ  80ヽ  100＼  

． □知っている  8知らない  口熱回答  

＜健康保険の種類＞  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

□受け取った   8受け取っていない   ロ無回答  

・領収証の分かりやすさ（図表3－7）  

合計  
∩＝3，718   

国民健康保険  
n＝1，409  

社会保険・共済   
（本人）   

∩＝1，125  

社会保険・共済  
（被扶養者）  

∩＝497  

後期高齢者  
医療広域連合  

n＝594  

その他  
∩＝48  

合計  
∩＝3．338   

病院・一般診療所  
n＝2．440  

歯科診療所  
n＝も71  

俣：険薬局  

∩＝140  

訪問看護  
ステーション  

∩ニ92  

0＼  20ヽ  ■0ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

□非常に分かりやすい  四分かりやすい  ロどちらともいえない  

区分かりにくい  日非常に分かりにくい  □無回答  
O1  20ヽ  ■0ヽ  60ヽ  80ヽ  100＼  

B知らない  □無回答  □知っている  
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＜公的負担医療による自己負担軽減＞   ＜病院・一般診療所＞  

施設内のポスター／掲示／′〈ンフレット  

施設側からの明細書発行  

施設側からの紹介（口頭）  

新臥インターネット等メディアから  

知人から  

その他  

無回答   

＜歯科診療所＞  

肌  l肌  20ヽ  301  40ヽ  50ヽ  
合計  

∩＝3．718  

あり  
∩＝1，320  

なし  
n＝2．106  

O1  201  40ヽ  601  80％  100％  

ロ知っている  四知らない  □無回答  

Ol 101  201  30～  401  50l  

施設内のポスター／鴇示／パンフレット  

施設鶴からの明細書発行  

施設儲からの紹介（口頭）  

新聞、インターネット等メディアから  

知人から  

その他  

無回答   

＜保険薬局＞  

肌  

施設内のポスター／掲示／パンフレット  

施設割からの明細書発行  

施設側からの紹介（口頭）  

新聞、インターネット等メディアから  

知人から  

その他  

無回答   

＜訪問看護ステーション＞  

明細書発行について知ったきっかけ（図表3－9）  

＜合計＞  

O1  18％  20ヽ  30～  40％  501  

施設内のポスター／掲示／パンフレット  

施設側からの明細書発行  

施設側からの紹介（口頭）  

新聞、インターネット等メディアから  

知人から  

その他  

無回答  

tO1  20ヽ  30ヽ  4仇  50l  

O1 10兄  201  30㌔  ヰ0％  50蒐  

施設内のポスター／掲示／′くンフレット  

施設側からの明細書発行  

施設側からの紹介（口頭）  

新臥インターネット等メディアから  

知人から  

その他  

無回答  
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調査票を受け取った医療機関での明細書発行に関する案内をみた経験の有無  

（図表3－10）  

＜健康保険の種類＞  

合計  
n＝3，718   

国民健康保険  
∩＝1．ヰ09  

社会保険・共済   
（本人）   

n＝1．125  

社会保険・共済  
（被扶書看）  

n＝ヰ97  

後期高齢者  
医療広域連合  

∩＝594  

その他  
∩＝48  

合計  
∩＝3，718   

病l完・一般診療所  

n＝2，779  

歯科診療所  
∩＝694  

保険薬局  
∩＝143  

訪問者護  
ステーション  

n＝102  

0ヽ  20ヽ  ▲0＼  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

去…帥た－とはない？！軍学l  口実内をみたことがある   
0ヽ  20＼  ●0ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

臼受け取ったことがない □無回答  

・明細書を受け取った経験の有無（図表3－11）  

合計  
∩＝3．718   

病院■一般診療所  
n＝2．779  

歯科診療所  
∩＝も94  

保険薬局  
∩＝】43  

訪問者護  
ステーション  

n＝102  

＜公的負担医療による自己負担軽減＞  

8
0
 
 

計
¶
 
リ
3
2
 
 

合
音
 
あ
斗
 
 
 
 
n
 
n
 
 

O1  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80＼  100ヽ  

□受け取ったことがある 日受け取ったことはない ロ無回答  
0ヽ  20ヽ  ■0ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

□受け取ったことがある 日受け取ったことはない  
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明細書の発行を依頼した経験の有無（図表3－12）  ・明細書発行時の医療機関の対応（国表3－13）  

合計  
n＝3．718   

病院・一般診療所  
n＝2，779  

歯科診療所  
n＝89ヰ  

保険薬局  
n＝143  

訪問者護  
ステーション  

n＝102  

合計  
n＝84   

病院・一般診療所  
n＝56  

歯科診療所  
∩＝22  

保険薬局  
∩ミ4  

訪問看護  
ステーション  

n＝2  

0蒐  20％  40兄  60％  80烏  100l  
0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100l  

□依頼したことがある  田依頼したことはない  ロ無回答  
□依頼した当日に発行された  四後日発行された  

ロ後日受け取る予定である  田発行されなかった  
D無回答  

※（病院・一般診療所については、r今回始めて依頼した」「今回も過去も依頼した」「過   

去に依頼したことがある」を回答したものをまとめて「依頼したことがある」に計上  

している）  

＜公的負担医療による自己負担軽減＞  ・明細書の分かりやすさについて（国表3－14）  

合計  
n＝991   

病院・一般診療所  
∩＝813  

歯科診療所  
n＝121  

保険薬局  
n＝21  

訪問看護  
ステーション  

∩＝36  

n  
8
0
 
 

計
7
1
 
り
3
2
 
 

合
識
 
あ
斗
 
 
 
 
 
n
 
 

20＼  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  0ヽ  

□依頼したことがある  8依頼したことはない  口無回答  

0％  20兄  40％  60％  80ヽ  100～  

□非常に分かりやすい  四分かりやすい  ロどちらともいえない  

臼分かりにくい  田非常に分かりにくい  □無回春  
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明細書を受け取ってよかった点（図表3－15）：複数回答  

＜合計＞  

0ヽ   ＝）＼ 20ヽ  30ヽ  40ヽ  50ヽ  60ヽ  

＜歯科診療所＞  

0ヽ   10ヽ   20ヽ   30ヽ   40ヽ   50ヽ   80ヽ  

治療／検査内容が分かりやすくなった  

医療費の内訳が分かりやすくなった  

歯科医師等に治療／検査について苦悶、相談しやすくなった  

歯科診療所を選択する際の参考になった  

歯科診療所への安心感、借榛感が増した  

その他  

なし  

無回答  

＜保険薬局＞  

治療／検査内容が分かりやすくなった  

医療費の内訳が分かりやすくなった   

医師等に治療／検査について質問、  
相談しやすくなった  

施設を選択する際の参考になった  

施設への安心感、信頼悪が増した  

その他  

なし  

無回答  

0ヽ    tOヽ   20ヽ   30ヽ   10ヽ   50ヽ   60ヽ  

治療／投薬内容が分かりやすくなった  

医療費の内訳が分かりやすくなった  

薬剤師等に治療／投薬について質問、相談しやすくなった  

薬局を選択する際の参考になった  

薬局への安心感、信頼感が増した  

その他  

なし  

無回答  

＜訪問看護ステーション＞  

訪問者護の内容が分かりやすくなった  

支用の内訳が分かりやすくなった  

看護師事に訪問看護の内容についてF同、相排しやすくなった  

訪問看護ステーションを選択する際の参考になった  

訪問看護ステーションへの安心感、信頼感が増した  

その他  

なし  

＜病院■一般診療所＞  

0ヽ   tOヽ   20＼  30ヽ  10＼  50ヽ   60ヽ  

治療／検査内容が分かりやすくなった  

医療費の内訳が分かりやすくなった  

医師等に治療／検査について質問、相談しやすくなった  

施設を選択する際の参考になった  

施設への安心感、信頼感が増した  

その他  

なし  

無回答  

0ヽ    tOヽ    20ヽ   30ヽ   ▲0ヽ    50ヽ   60＼   
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明細書を受け取って不満だった点（図表3－16）：複数回苔  

＜合計＞  

0％   20％   40％   601  80X lOOl   

＜歯科診療所＞  

ヽ
 
 

0
 
9
 
 
 

肪
 
8
 
 

ヽ
 
 

0
 
7
 
 

＿
一
 
 〇

 
6
 
 

ヽ
 
 

（
U
 
 

■
．
■
J
 
 

ヽ
 
 

0
 
4
 
 

ヽ
 
 

0
 
 

3
 
 

＿
乃
 
 0

 
 

ク
ー
 
 

ヽ
 
▲
U
 
 

l
 
 

【
U
 
 

治療／検査内容が分かりにくかった  

医療士の内訳が分かりにくかった  

歯科医師等に治療／検査について質問、相談しにくくなった  

歯科診療所を選択する際の参考にならなかった  

歯科診欄所への安心感、信頼感が減った  

その他  

なし  

無回答  

＜保険薬局＞  

治療／検査内容が分かりにくかった  

医療費の内訳が分かりにくかった  

医師等に治療／検査について質問、   
相談しにくくなった   

施設を選択する際の参考にならなかった  

施設への安心感、信頼感が減った  

その他  

なし  

無回答  

0ヽ 10ヽ 20ヽ 30ヽ 40ヽ 50ヽ  60l  701 801 90％  

治療／検査内容が分かりにくかった  

医療士の内訳が分かりにくかった  

薬剤師等に治療／投薬について賞間、相談しにくくなった  

薬局を選択する際の参考にならなかった  

薬局への安心感、信頼感が減った  

その他  

なし  

無回答  

＜訪問着護ステーション＞  

訪問書護の内容が分かりにくかった  

費用の内訳が分かりにくかった  

書護師事lこ訪問書護の内容について賞間、相談しにくくなった  

訪問書護ステーションを選択する際の参考にならなかった  

訪問書護ステーションヘの安心感、信頼感が裁った  

その他  

なし  

無回答  

＜病院・一般診療所＞  

0％ 10％ 20％ 301 40％ 50先 60㌔ 701 801 90l  

治療／検査内容が分かりにくかった  

医療費の内訳が分かりにくかった  

医師等に治療／検査について質問、相談しにくくなった  

施設を選択する際の参考にならなかった  

施設への安心感、信頼感が減った  

その他  

なし  

無回答  

ヽ  仇
 
9
 
 
 

仇
 
8
 
 

ヽ
 
 

0
 
 

7
 
 
 

仇
 
一
■
ウ
 
 
 

鍋
 
5
 
 

O
 
 

A
一
 
 
 

肌
 
3
 
 
 

仇
 
2
 
 …

 
 
 

肌
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明細書発行に係る手数料（図表3－19）  

＜病院・一般診療所＞  

・不明点があったときの対応（図表3－17）  

病院・一般診療所   
（入院）  

n＝813   

病院・一般診療所  
（外来）  

n＝813  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

□手数料がかかった  田手数料はかからなかった  
□分からない  8明細書を受けとっていない  
ロー回答  

＜歯科診療所・保険巣局・訪問者護ステーション＞  

∩＝21  ∩＝152  

※図表3－16で「なし」「無回答」以外のものについて集計  

・明細書の形式（図表3－18）  歯科診療所   
n＝121  

保険薬局  
∩＝21   

訪問看護  
ステーション  

n＝36  

合計  
∩＝991   

病院・一般診療所  
n＝813  

歯科診療所  
∩＝121  

保険薬局  
∩＝21  

訪問看護  
ステーション  

∩＝36   

0ヽ  20＼  40ヽ  60ヽ  80ヽ  tOO＼  

口手数料がかかったロ手数料はかからなかった8分からないロー回答  

0ヽ  20ヽ  ●0ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

l                         ‾‾  ▼  □／くソコンなど機械で出力されたもの田手書きのもの  

自分からない  召その他  
口無回答  
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手数料の金額（図表3－20）  

＜入院・外来別＞  

明細書が治療内容の理解のために役立つか（図表3－22）  

合計  
n＝3．T18   

病院・一般診療所  
n＝2．7丁9  

歯科診療所  
∩＝694  

保険薬局  
n＝143  

訪問者護  
ステーション  

∩＝102  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

ロ役立つと思う  8どちらともいえない  

ロ役立つと思わない  ロ無回答  ※回答のあったもののみ集計く∩＝18）  

※回答数が18と少なく、回答中には治療糞と思われる金額の記載があった。  

病院・一般診療所（外来）：平均値1．248．6円、中央値知0円  

（入院）：平均値5′912．3円、中央値1．000円  

手数料に対する感想（図表3－21）  

＜公的負担医療による自己負担軽減＞   

合計  
∩＝3．718  

あり  
n＝1．320  

なし  
n＝2．1別；  

0，i  20％  401  60鶉  80％  100l  

日非常に高い 8高い ロ妥当である 臼安い 日非常に安い ロ無回答  20ヽ  ヰ肌  601  80‡  100l  

ロ役立つと思う  田どちらともいえない  

田役立つと思わない  □無回答  
※図表3－19で手数料がかかったと回答したもの  
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＜公的負担医療による自己負担軽減＞   ・明細書の発行の希望（図表3－23）  

合計  
n＝3，7柑  

あり  
∩＝1，320  

なし  
∩＝2．106  

合計  
∩＝3，718   

病院・一般診療所  
∩＝2，了79  

歯科診療所  
∩＝694  

保険業雇  
n＝143  

訪問着護  
ステーション  

n＝102  

0ヽ  20ヽ  ▲0ヽ  60ヽ  80ヽ  tOO＼  

相 当であれば希望する  切実蔵   

田無料であれば希望する  心希望しない  
8分からない  □無回答  

1  

0ヽ  20＼  ヰ0ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

色 実♯相  当であれば希望する  口金額によらず希望する  

ロ無料であれば希望する  
白分からない  

＜過去の調査票を受け取った医療機関での入院経験（病院■一般診療所のみ）＞   

≡芸冨㌘い  」  合計   
2，779  

あり   
n＝了80  

なし  
∩＝1．937  

＜健康保険の種類＞  

合計  
∩＝3．718   

国民健康保険  
n＝1，409  

社会保険・共済   
（本人）  

∩＝1，125  

社会保険・共済  
（被扶暮春）  

れニヰ97  

後期高調者  
医療広域連合  

n＝594  

その他  
∩＝48  

0ヽ  20ヽ  ■0ヽ  60ヽ  80＼  100ヽ  

口金額によらず希望する  田実費相当であれば希望する  

ロ無料であれば希望する   8希望しない  

日分からない  口熱回答  

0＼  20ヽ  40＼  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

苧であれば郁由富1  口金額によらず希望する  田実費相  

ロ無料であれば希望する   8希望しない  

ロ分からない  ロ無回答  
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＜施設の利用状況（病院・一般診療所のみ）＞  ・領収証・明細書についての意見、要望  

領収証について   

保険内訳の項目のうちく医学管理等〉の意味がわからない。項目ごとの説明を領収証のどこかに  
明言己しておくとわかり易い。  
もう少し、字を大きくした方が見えない方にはよいのではないか？と思った。  

医碗・歯科医院、どの医療機屈でも保険点数のわかる領収証を発行してほしい。  
領収証明細書を一緒にした様式にしたら一目で全て理解出来ると思う。  
2度目に同じ領収証をもらう時、お金をとられる。く再発行）高齢者はなくすことがあるのでお金は  
とらないでもらいたいと思う。  

あとで必要になった時に困らないようにいつ取りに棄ても手にはいるように何10年も保管してお  

いてもらいたい。5－6年で廃棄処分をしないでもらいたい。  

過去は診療内容がわからなかったが、少しずつではあるが、診療内容が見える様になった。将  
乗、明細書が添付される事になれば、治療（診療）のプロセスがわかる様になり、患者も“治療・  

薬〝に対し理解度が向上すると思う。  
点数なので金額との関連がよくわからない。  

病院・  
一般診療所                                         で、 

項目について、説明したパンフ等を院内（受付等）に常時おいて欲しい。  

領収証は、かなり詳しいので明細書の必要を感じない。  
領収証としてあっても、明細書も兼ねている場合が多いので、現状で良いと患う。但し、薬局の領  
収証の内容は良く分らない。  
医療費は内容が煩雑でわかりにくい。詳細にわかる物があっても、医療制度そのものを理解出  
乗なければ、結局、病院の人に内容を聞く事になると思う。  
待ち時間が長くなることはやめてほしい。後日、郵送等とかで対応出来ないか（次回、来院時でも  

可）  

領収証だけでは、前回と金額が違う時に、何が今回、違うのかわからない事がよくある。  
各病院ごとに、フォームが違うので、一年分を集計する時に、ふべんな思いをする。  
診療内容が解っても、点数が妥当かの判断は出来ない。各診療内容、費用の一覧表があれば  
確認しやすい。   

医師や患者が、たまたま治療当日に領収証、明細書の受けとりや発行を行なわなかった場合に  
は、次回に要求することが出来るようにして欲しい。  
今の内容では、やはり細目がわかりません。必要に応じて、明細書の交付がされることを希望し  
ます。（ただ、例示されている→同封のパンフレットの例程度では余り役立たない気がします。）  

毎回は不用、月ごとでよい。  
この封筒にある領収証の例であれば分かりやすいが、以前、レシートの大きさの領収証をもらっ  
た辛があり、それは大へん見にくいものでした。一応、点数なども記載されていましたが、統一さ  
れた大きさ（今回の例のようなもの）ものの方が私は好ましい。点数なども記載→治療に関しての  

点は合算されている。分かりにくい。実際にしていたことが入っていても分からない。  
歯科診療所                             いつも、かかった時、領収証をいただいているので、わかりやすく、たすかっている。この節に（歯  

科疾患管理料に係る管理計画壬）（継続用）をいただいて、とてもわかりやすく安心した。  

今迄と異なり、細かく説明されていたので非常に良く解った。明細書は必要なしと思う。  
高額医療費に必要な場合があるので、すべての医療領収証が無償で発行される事はよいと思  
う。義務化必要。  
一般の人にもわかり易い書類だけでなく、医師からの説明も重要と思う。  
よりいっそう広報活動を願う。  
通常の診療ならばこれで充分だと思う。大きな手術などは別だと思うが。  
「評価療養」など難しい用語は注釈をつけること。   
確定申告の際に必要とするもので、あえて明細書を必要としません。  

保険薬局     現在の領収証形式で充分。  

合計   
n＝2．779   

入院治療中   
∩＝619  

入院したが  
退院した   
n＝310  

外来治療中   
∩＝1．657  

その他  
∩＝161  

0≠  201  401  60％  801  100％  

口金鎮によらず希望する   田実費相当であれば希望する  

田無料であれば希望する   ℡希望しない  

日分からない  口熱回答  nl 

DPCの医薬品t検査の名称の明細書への記載の有無（図表3－24）  

病院・一般診療所  
∩＝813  

O1  20％  40％  60％  80～  100l  

ロあった  四なかった  ロ分からない  ロ無回答  

DPCの医薬品・検査の名称の明細書への記載の希望の有無（図表3－25）  

病院・一般診療所  
∩＝8＿13  

0）i  201  40％  60％  801  100l  

□希望する 臼どちらともいえない 田希望しない □無回答  
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明細書について  
点滴の名前と効果も記入してあれば良。  
先生がきちんと診療の時、説明してくださる方なら、どの治療にいくらかかったか程度で良いと思  
う。分かりやすい用語を使うことが大事だと思う。医学用語は分かりづらい。  
お薬手帳のようにシールなどで、こちら（患者側）が管理しやすくなっていると助かる。もしくは、治  

療の結果（明細）にてらしあわせて、出された薬など一緒に記入してあると実用的だと思います。  

明細書を受けとっても、たとえば検査項目が書かれていてもその意味、何の検査であるかが解  
からなければ、何もならない。内容を説明してもらった上でいただくのであれば、場合によっては  
よい。  

内容を見たくない場合（抗癌剤など）もあり、本当に必要な方だけもらえばよい  

不正請求など、自分の受けた診療機関の行為を防止するためにも、明細がわかることは良いこ  
とだと思う。  

領収証では確認出来ない部分でも記載される為、病気等への対応の資料にもなるので常時発  
行が望ましい。  
必要に応じて希望すれば良い。無料にすると必要が無くても出すケースが増え、病院に無駄な  
負担がかかると思う。実費を負担するのが当然。   
書いてある治療内容の内訳を、もっと分かりやすく言葉で書いてほしい。  
信擁している病院で明細書の依頼はしにくい。領収証だけで十分です。  
選一ぐらいで通院している時、前回とほとんど同じ様な治療でも金額が違う暗があって、何となく  
納得できない時があり、明細書は絶対必要だと思う。全病院に徹底して欲しい。  
領収証発行でも、時間がかかるので、明細書は、もっと時間がかかるのではないかと思う。  
必要時、希望すれば有料で発行して頂ければ良い。  

歯科診療所                    特に使う辛が無いので、資源の無紋に思える。見てもわからない。紙がふえて困るので、ほしい  
人だけで良いのでは。  

保険対象外の費用の明細が余りアバウトで分りにくい。  
今回の治療で、どんな事をしたのか、きちんと説明を受けていたので、明細を見てより理解が深  
まった。何にいくら（何点）とられたのかが、解かりやすいので明細はあった方がいいと思う。  

明細書に、現在行っている治療の内容及び今後の日数がどの位かかるのか明記、又は、口頭で  
教えて欲しい。   
医薬、用量、用法の記録を診療の度ごとに薬局からもらっていますので、明細書は問題がありま  
せんので必要がありません。（重複する）  

明細書は発行の依接した時だけで良い。  
出す意味が全く分からない。それを出すことによって待ち時間が長くなったり、手数料がかかるな  
ら嫌です。  

保険薬局                 明細書が希望者に対し発行される事のPRが不足している。明細手発行に、経費がかかるとは  
思えない。自発的に領収証と一緒に出すべきである。  
専門的な文章や名称で記載されても一般には解りにくいと思う。  
孫の小児ぜんそく申請時に薬局に依頼した。すぐに出していただき、とてもたすかりましたが、細  
かい内容まで書いてあり、区役所の方が見ると思うと個人情報の漏洩などが少レb配になった。   

特に必要な時だけ発行して頂くと良いと思う。  
利用日、利用時間をくわしくしてほしい。  

訪問看護  
ステーション  

が良い。  
発行が義務付けられているとすれば、領収証と一緒の記載にして欲しい。   

領収証について  
必要  時、詳細のわかるものを発行で、通常は簡単なものでよい。  
毎回、  同じ薬で同じ金銀であれば、内訳のわかる領収証は一度もらえば、あとはレシート程度で  
金指  がわかればいいかなと思います。領収証に保険、名前、内訳があると、いざ捨てる時に気を  
使うの  で…。レシートなら金額にまちがいがなければ処分するのも気を使わないかな・‥。   
現在  の領収証の内容でもかなり詳しく記されているので安心している。  
点数  で表示されると計算が分かりづらいのではないか。医療従事者である為、ある程度の書は  

訪問者護  
ステーション  

しまうのか・・・。  
領収  発行してもらいたい。  

明細書について   
軽い病気の場合は必要ない。重い病気や入院・手術など記録としてあった方が良い。  
薬代の単価（注射の値段）などわかりやすいと助かる。（だいたいの治療費の目安になるので。）  

特に入院中だと－ケ月分まとめてなのでわかりづらい。  

明細書の存在は、今回初めて知った。自分の医療費を把握する為にも必要な物だと思う。しかし  
明細書の存在を知らない人が多いと思うので、領収証と共にもらえれば良いのではないかと思  
う。  
領収証だけでは、自分に対してどのような投薬をされ、どれぐらいの量、料金等が疑問に思われ  
る方に対して納得ができると思う。知ってる人は少ないと思うから、もっとアピールした方が良い  
のかもしれない。  

必要な患者のみで必要のない方へはいらないと思う。又病名により考慮がいると思う。  
明細書の発行の案内をもっとやって欲しい。  
明細書の内容にそって、処置や手術の説明を詳しくやってもらえれば明細書の発行は、有意義  
である。  
常時、発行するのが当然であり不要の場合のみ当時者が拒否すれば良いと思う（無料）  

領収証と同じようにいつまでも保管しておいてもらいたい。5、6年で廃棄処分しないでもらいたい  

医療に知識がないので、受け取っても良く分らないのが実情だ。  
病院をかえると・セカンドオピニオンを受ける際にも、明細書があることでどんな治療を受けてい  
たのか教える時に使えるという点も私的にはよいものである。  

病院■  
一般診療所  

をしてくれると受け取る方はありがたい。  
専門用語で記載されてるのが多いので、もっと細かく内訳して欲しい。（例）薬の効きめや名称等  

は外来時にもらうが、退院時にも念の為病院側から改めて説明を加えてもらいたい。  
自分がどういった治療を受けているか、コンピューターの画面だけでは仲々、理解できない。明  
細事は安心のためにもほしい。  
手術、入院の場合は、より明細があった方が良いと思う。  
①高鎮の場合は出す。  
②希望があれば出す。→患者や家族に分り易く説明する辛が大切。明細書で判断せよは不親  
切。  
診療明細書は請求しなくても発行してもらいたい。一般人は、診療時には解らない為、自主的に  
発行して下さい。  
素人（医療関係者意外）が見ても、わかる内容であってほしい。  

治療内容がわかるので、病院診療所であっても発行してほしい（必ず）  

告知の問題もあるので、全面発行は慎重に検討したほうが良いと思う。  
受診後にだまされて多く請求されたのではないかという疑念が残る。医療事務や病院関係者だ  
けがわかればいいというのは時代遅れだと思う。明細書は希望者に、というのでなく、全ての患  
者に渡してもらいたい。たとえ、100円の手数料がかかったとしても、少なくとも医療不信にはな  

らないで済むだろう。   

①
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中 医 協 検【2－2  

2 1  11  1 0  

診療報酬改定結果検証に係る調査（平成21年度調査）   

7対1入院基本料算定病棟に係る調査、亜急性期入院医療管理料   

及び回復期リハビリテーション病棟入院料井定病院に係る調査、  

並びに「地域連携クリテイカルパス」に係る調査 結果概要（速報）  

・「病棟患者綱査」は、一般病棟では平成21年6月の退院患者24名（対た6病棟、各病棟4名）   

を封書とする。亜急性期病室では平成21年6月の入院中・退院点者の全てを加査対たとする。  

・r診療所加重」は、地域連携診療計画退院時指導料の届出診療所とそれ以外の有床診療所からk作   

▲抽出した計1′000施設を対象とする。  

■調査方法  

・自記式■査票の郵送配布・回収とする。   

t「病棟点者■査」は各病院においてとりまとめの上、「施設■壬」と併せての♯送回収とする。   

■なお、回せ期リハビリテーション病捜入援料の届出病院については、■査客体の負担軽減の観点   

から、l回畿期リハビリテーション病繰入院l削＝おいて書入されたr★の評■」の効果の実應■暮』   

の■査票において■査を行う。  

3．網査項目  

（1）施設調査  

1．目的  

・以下の医療機関における機能分化・連携の状況や患者像専の把握   

一息憧劇入険医療を行う7：1入院基本料算定病院   

一息性期治■を経過した患者に対し医■を提供している亜急性期人民医■管理料暮夏痍院及び  

回t期リハビリテーション病擁入院料暮定縮   

■一也♯連携クリテイカル′くス」に係る点数を算定している医療儀爛における連携状況等の杷書  

く■l壬のねらい〉  

（1）7：1入院よ本科暮定病♯に係る■査  

・7：1t隷■羊を満たす病棟lこふさわしい患者が入院しているか  

（2）亜急性期入随■管理料及び回復期リハビリテーション榊入餅暮夏痍侯に係る■暮  

・▲看の能治■榊、入院元、退院先はどのような状況にあるか  

・入院時、退院時の患者はどのような身体の状態にあるか  

・患者の退院までの経ヰ（計画通りか、退院が延びた事情があったか 専）  

（3）「地域連携クリテイカルパス」に係る鯛査  

・算定患者数や連携医療機艶数はどういった状況にあるか  

03つの相互に関連した■壬を1つの調査の下で実施するのに併せ、■壬対象医女機関における   
退院爛整部門の設t状況や、自院の地域での必要に応じた機能分化や連携に関する考え方など、   
地域における医■機能の分化・連携に係る一般的な■壬も行う。  

・黙殺看、承認尊の状況  

・診■報酬に係る届出状況・病床数  
施設■性項目  

・外来患者延数、入院点者延数、全身簸酔手術数、患者紹介比率  
・■■数  

・地域連携診療計画管理鯛、地域連携診療計画退院時指導料の届出状況  

・計画管理病兢、連携保険医療機関の施設数、会合の状況  

・地域連携診療計画管理料、地域連携診＃計画退院時指導料の算定患者数  

・大腿書類群書折及び脳卒中の点者の平均在院日数  

・退院■蓋部門の有ホと■■数  

t臣絨能に係る今後の方針  

・他の医♯機覇との連携に憫する意向  

■一般病棟の新規の入院尊慮有数、退院尊慮有数、平均在続日数、   

病床利用辛の状潔  

・一般病♯における重症度・看護必要度の益羊を鳶たす亀有の割合  

・Aモニタリング及び処t尊に係る得点、B患者の状況等に係る得点の  

平均tと鼻得点ごとの入院患者延敷  

t一般病♯人民▲木精を井雇している病床を有する病柵  

・病棟別の患者状應tのiいと王症腐・書護必辛度の暮準を満たす  

点者の割合   

2．駒査対象t方法   

■■董対■  

・■査栗は、「施設■査」r病棟■査」「病棟患者■壬」と診■所に対する「鯵徽所■査」からなる。   

いずれの■董異についても、上記（1）から（3）の■壬について■董書体毎に■成し暮したも   

のである。   

■搬に対する†搬■暮」は、以下の縮から■作為欄此した計3．500搬を対■とする。（た   

だし、亜急性期入鮒理科の届出病院（1．174施設）及び固★期リハビリテーション銅線入院料   

の届出病候（1．011施設）については全数）  

①急性期入院医療を行う医療機朋として、一般病棟入院▲本欄の7対1及び10対1入院▲本欄  

の届出病院及び地墟連携診療計画管理料の届出病院  

②急性期偲膚を経過した患者に対し医療を提供している医■機関として、重患性期入院医療管  

理料及び回復期リハビリテーション病棟入院料の届出病院、並びに地域連携診療計画退院時  

指導料の届出病院   

イ病磯■壬」は、「施設鋼玉」に回答のある病院の亜急性期病室、回復掛ノハ病棟、一般病棟、r病   

棟患者■壬」は当該病棟の患者を対象とする。なお、一般病棟に関しては、暮症農・書雄必要度   

の基準を満たす患者割合の高い病棟及び低い病棟より各3病棟を選択し、計6病棟を■圭対たと   

する。  

1  

■ 査項 目  



Aモニタリング及び処覆等に係る得点、B患者の状況等に係る得点  

・遺棟年月日  

・退院支嬢計画書の策定の有兼  

・退棟後の居場所、転帰  

∵遇棟日のAモニタリング及び処置等に係る得点  

・退棟日のB患者の状況等に係る得点  

・退棲までの経ヰ  

（2）癌棟調査（一般病棟用）  

彗＝亡＝‖無ゴこ責▲＝′  

・診療科目  

属憧 項 目     ・算定している診療報酬  

・届出病床数   

・H21年6月時点の入院中の人数、入院前の居場所用人数  

■平均在腐旧教、病床利用率  

・看護詳、麓看護紆、看護補助者の人数  

・専従・専任している職種別の職人数  

害l主 項 日              ■退院患者の退院一転院・転機先別の人数  

・重症度・看護必要度の基準を満たす患者の割合  

・Aモニタリング及び処置等に焦る得点、B点者の状況等に係る得点の  

平均橿と各得点ごとの入院患者延農  

・院内の他の病棟と比較した場合の状況の認識   

（5）患者調査ノ（亜急性期病室用（入院中））  

こ ニ＝－Y＝、ヒ      と＝壷鯨量弓、く  ミ；’J≒1：と、ご   
・発症年月日、入棟年月日、主傷    病、診療科  

属 性 項 目         ・性別、世帯構成、入棟期同ヰの算定状況  
・院内クリニカルバス、リハビリ、透析の実施状況   

・入室中のモニタリング及び処置    等の状況  

鋼 壬 項 目         ・入室中の患者の状況等   
（3）病棟調査（亜急性期病室用）  

ミ分 至≡∃ふこ＝イ ⊥こ■Yぺ  

・算定している診療報酬  

・届出病床数  
属 性 項 目        ・看護師、准看凛層、書護補助者の人数  

■専従・専任している職種用のヰÅ数   

・在宅復帰支援担当者の人数とヰ橿  

t平均在院日数、病床倒用事  

・H21年6月時点の人尿中の人数、入院粛の居場所欄人数  

・亜急性期病室の入室患者の在室中の人数、7対1入院基本料等から  

調 査 項 目              転床または転属してきた入院患者数  

・入室患者の入室理由、入室前の居場所別人数  

・退院患者数、他の保険屋療機関へ転院した者等を除く割合  

・過重先別の人数   

（6）患者調査（亜急性期病室用（退室））  

一発痘年月日、入棟年月日  

・主傷病、診ま科  

属 性 項 目        ・性用、世帯構成、入棟期間中の算定状況  
・兢内クリニカルバス、リハビリ、透析の実施状況   

・入室前の居場所、入室した背景、入室中の患者の状況等  

・過重年月日  

・退院支援計画書の作成月、作成者  

こ＝■L r二 圭           ・退室先、転帰  
・退室時の日常生活機能評鏑、バーセル指数  

・退室までの経緯   

（7）診療所調査  （4）患者調査（一般病棟用）  

‡二三  1ち1二くノく」ンぺン∵＝・ちて～一少＝え＝ゝ＝  ：；：＝・＝くず：＝、ミ   

・開設者、診療科月  

施設属性項目     ・診療報酬に係る届出状況  
・医師数、稼動病床数、平均在院日数   

・外来患者延数、入院患者延数  
・外来患者美人数、病院からの紹介患者数  

■新規入院患者の実人数、病院からの転院慮者、紹介患者敢など  

調 査 項 日           ・退院点者の美人数、退炭先別の人数  
・紹介・逆昭介の実績がある保険医療機関数  
・大腿骨頚部骨折及び脳卒中に係る地域連携診療計画退院時指導料の  
届出状況  

・発症年月日、入棟年月日  

・主傷病、診療制  

属 性項 目        ・性別、世帯構成、人様期間中の井定状況  
・院内クリニカル／くス、リハビリ、透析の実施状潔   

・入棟前の居場所、人様した背景、入株した理由  
・人種日のAモニタリング及び処置等に係る得点  

・人様日のB患者の状況等に係る得点  

調∴査 項 目           ・入捷時の患者のその他の状況等  

・入嫌中の状況（手術の実施、侵襲性の高い検査・処遭の実施）  

・一般病棟の重症属・看護必要度に係る評価某の合計点が最高点の時の  



・計画管理病院数、計画管理病院とのカンファレンスの頻度、算定▲手数  

・地域連携診療計画退院時指導料の算定患者の8常生活機能辞す点数や   

平均在院日数など  

・医療機能に係る今後の方針  

・他の医療機関との連携に関する意向  

4．結果概要  

（1）回収状況  

■壬種別   発 送 敵   有効回収数   回 収 車   

7対1入院暮本科施政綱査票   1．060件   413件   38・9％   

10対1入院基本料施設鯛壬黒   1．891件   507件   26．8％   

亜急性期入院匡■管理料施設綱壬累  1．174件（896件注   325件  27．7％（36．3％注）   

地域連携鯵■計画書理料専施投■査某   2．058件   744件   36．1％   

鯵■所■重篤毅■査黒   1，000件   200件   20．0％   

欄徽（7対1）■暮  

ー鵬徽（10対1）■童  

亜急性期病■■暮  

一世病棟（7対1）■者■査栗  

一般病撫（10対1）丘者■査某  

亜急性敵病皇（入院中）上着■査某  

重点性期病室（退圭）患者■董某  

※平成21年9月30日現在  
注）「回復期リハビリテーション病棟入院料において導入された「tの騨優」の効果の実懸■壬」にて   
回復期リハビリテーション病棟入院料の届出病院全数への発送を優先させているため、本■暮では、   
当駄届出病儀との重複を幹く亜急性期入院匡■管理料届出病院の全数896件を発送対■とした。   



（2）7対1入院基本凋凛雇回答病院   

■施設調査概要   

0 設置主体く国表2－1）  

○ 診療報酬に係る届出状況（国表2－5）  

［撤回筈】 （●考）10対1入院基本糊定回答病院（国表2－6）  

（Ni413）  0％ ZO％ヰ0％ 60％ 88％100％  （N＝507）  0％ 20％ ヰ0％ 60％ 80％100％  

暮   
書■上書書理加暮  

鯵離縁t理休耕加暮  

医t安全対策加暮  

後期書齢書遺銑鋼量加■   

i床研■痍隣人脚痍加事1  
（■独里・t理髪）  

退疾調書加事  

88・4％  書オ上書t環加   

1  

87・4％  診療鑓■理体綱加嘉  

匿■安全対策加■垂】3．7％  

・l・1・：ヽ  後期丁齢看過院調整加事  0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

臨床研♯病宗雷‡諾ご戸－18・ヨヤ  
温験讃虚血∫函37．5％  

■鴎 □公的医療機潮 田社会保険関係団体 8医療法人 ■個人 □その他  

く参考）10対1入㌫：基本料算定回答病院（国表2－2）  ト I l  
重師事清作集積助体粥加算匹国21・3％  E鯵雷冴作蛸助体綱加暮：  

卜 】  
超急性期脳卒中加＝国10．8％  

ト l  
柵■ハイリスク丑書ケア加■臼7．5％  

用量性期6手中加事   

汁■ハイリスク量肴ケア加■  

入院精露宇▼理加事  入快晴匿攣t理加嘉  

1床研繕痛快入院8■加■2  
（協力型）  

縫和ケア診療加霊  

九回答  

血丘礪鬱病鏡人陰診療加  0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■国 口公的医療機関 8社会保険関係団体 8医療法人 ■個人 ロその他  

○ 医師事務作業補助体制加井に係る届出状況く国表2－7）  ○ 承認等の状況（国表2－3）［複数回答］ （蓼考）10対1入院基本料算定回答搾（国妻2－4）  

0％ ヱ0％ 40％ 60％ 80％  （N＝507）  0％ ZO％ 40％ 60％ 80％  

災写拠点病院  
がん診療運搬点病院  がん診療連携拠点痛快  

％
 
 

瑚
 
 

ト     絶域匿■支援痍鏡 ヰ15．0％  
ト      救命救急センター 由1】8％  

地朋産期母絹まセント』ヨ11－．9％                 ト  
DPC準■病院 正≡plO．ヰ％  

卜        特定稚篭病瞳四9．2％  
総合月産期礪子鹿療センター』遭7．コ％  ト  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  
地積医療支践熊』．．5％  

■25対1補助体制加暮 ロ50対1補助体制加井 臼75対1補助体制加算 臼100対1補助体制加算  救命救急センター  
地域用度期母子匿環七ンクーロコ．0％  

DPC掌編縞躊  

特定機能病院  
総合周盛期母子医療センター  

小児救急医i一拠点病峡  

高度救命救急センター  
専∩病院  
無直答  

○ 許可病床凛（国表2－8）…平均387．7床  ※有効回答318件で集計  

小児救急医■拠点細P3▲6％  

高度救命救急センター  
■∩病鏡  

無回答 区コア．5％  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■99床以下ロ100－299床8300～499床ロ500－699床t700床以上□無回答  

く蓼考）10対1入院基本料算定回答病院…平均202．8床  ※有効回答388件で集計   



（●考）10対1入院基本料算定回答病院（国表2－12）  

0 診■報酬に係る届出状況（図表2－9）  

【複数回筈］ （●考）10対1入院基本料算定回答病院（国曇2－10）  

（Nニ318）  0％10‘粘 20％〕0％ 40％ 50％  （帖コ88）  0％10一輪 之椚も】0％40ヽ 50ヽも   

病 床 覆 別  1脆毅当たり 床  割 合   
病数  

一般病床  167．7床   82．7％   

一般病棟入院基本料のみ算定している病床   127．2床   62．7％  

救命救急入院料   1．0床   0．5％  

特定♯中治■圭管理料   0．7床   0．3％  

l  

ハイケアユニット入院医療管理料   0．1床   0．0％  

単年中ケアユニット入院匡■管理料   0．1床   0．1％  

新生児暢定♯中治■主管理胴   0．2床   0．1％  

総合周藍併走■中治■重曹開   0．2床   0．1％  

小児入随■管理網1   0．6床   0．3％   

■緋床（医鵬挨適用）  18．7床   9．2％   

■♯病床（介腰侯検適用）  4．4床   2．1％   

｛＊病床  6．3床   3．1％   

その他（さ染病床・転機病床専）  5．6床   2．8％   

合   計  202．8床   100．0％   

E l   職命救急入院料牽176％  救柵鳥人院料  

特定集中治■主管理科  4之5く粘  特定暮中治療室管理料   

％
？
川
％
％
 
0
ユ
ヨ
j
j
 
 

ト
ト
「
ト
「
丘
ト
■
1
卜
1
■
1
「
 
 

ハイケアユニット入≡諾寧り％  

躍中ケアユニット人言諾匹3・5％   

新生児特定簾中治■室書理科ヰ17・0％  

齢触期特耕中書…言寧75％  

小児入院臣■讐聞1声＝％  

．霊輌床（医鵬掴用，甲声12％   

療暮病床（介簑保験■用）lヱ・ヱ％  

ハイケアユニット入屍医■  
管理料   

i卒中ケアユニット入l完医よ  

管理料   

新生児特定1中治■主管理料  

鞋合同i神職定義中岩■皇  
t閥  

／ト児入l家臣■管理料1  

■義貞床（医絨験納） 
戸車アヤ「‘肌  

B■い l  痍t病床（介書保険i用）  

蘇有効回答388件で♯計  
01施設当たり届出病床数の病床種用積層（国表2－11）  

病床種別  1施設当たり   割 合   
病床数  

一般病床  ヨ62，0床   93．4％  

一般病♯入院基本胴のみ暮定している病床   289．0床   74．5％  

救命敷島入l完料   5．3床   1．4％  

特定集中治■圭t理科   4．1床   1．1％  

ハイケアユニット入l完医療t理科   0．6床   0．2％  

脳卒中ケアユニット入院匡■t理科   0．2床   0．1％  

新生児特定■中治■室管理料   1．3床   0．3％  

総合月産斯特定♯中治療室管理料   1．3床   0．3％  

小児入院医■t理科1   6．3床   1．6％   

■暮病床（匪賊扶養用）  5．7床   1．5％   

■t病床（介＃俣換適用）  1．0床   0．3％   

｛♯病床  13．6床   3．5％   

その他（虚染病床・削病床専）  5．4床   1．4％   

合  計  387．7床  100．0％   

01施設1日当たり入院患者赦   

…［H20．6］平均3tL9人 ［H21．6］平均316．8人   ※有効回答297件で★計   

（蓼考）10対1入院基本料算定回答病院  

…［H20．6］平均m 【H21．6］平均16m  ※有効回書316件で■針  

01施投1日当たり外来患者数   

…［H20．6］平均F相月人 ［H21．6］平均590．0人  ※有効回書297件で井計   

（●考）10対1入院基本料算定回答稀  

…［H20・6】平均291・0人 〔H21．6】平均29M  ※書勤回書316件で♯計  

01施政当たり全身麻酔手術件数   

…【H20．6］平均134．5件 ［H21．6】平均152．7件   ※有効回答297件で1計   

（●考）10対1入院基本料暮定回苦病院  

…［H20．6】平均35．2件 ［H21．6］平均39．4件   ※有効回答316件で▲針  

01施設当たり他の保険医療機関等からの紹介串  

・■・［H20．6］平均43．6％   ［H21．6】平均44．8％  好有効回筈297件で1針   

（●考）10対1入院基本料暮雇回答病虜   

・・・【H20．6］平均25．5％ 【H21．6］平均26．6％  ※有効回答316件で集計  

＃有効回答318件で■計  

10   



ローÅ配量   

○ 職員数（常勤換算人数）（国表2－13）  

ロ病院における他の医療機朋との連携体制  

○ 退院調整lこ関する部門の設置状属（図表2－15）  

暮  穫   
1施設当たり  

■員数   

看  ≡l 師   323．1人   78．0人   

准 ■ 護 師   12．4人   5．7人   

書護補助者   之2，0人   7．1人   

医  師   114．9人   22．6人   

薬  剤  師   17．1人   4．3人   

理学■法士   7．2人   2．3人   

作業覇l浅士   2．9人   0．9人   

富男＝匿寛士   1．5人   0．4人   

診療放射線技師   17．1人   4．3人   

臨床検査技籍   24．5人   5．9人   

鑑床工学技士   5．8人   1．S人   

ソーシャルワーカー（社会権社士等）   2．9人   0．9人   

事務♯員   53．8人   14．9人   

計   605．3人   148．9人   

1施設当たり病床数   394．5床  

一般病♯における看護職且（看護詳・准看護師）   218．2人   75．3人   

1施設当たり一般病棟入院基本料のみ算定病床憑   333．8床  

・当該部門に従事する職員数（美人数）（国表2－17）  

1罫書当たり  

＋  種  ■ Å 数  
専 従   専 任   合 計   

医   師   0．01人   0．2人   0．2人   

看 護 評・保 健 師   0．6人   0．7人   1．3人   

ソーシャルワーカー（社会祷祉士等）   1．4人   1．1人   2．5人   

事務書員   0．3人   0．3人   0．5人   

そ の 他   0．03人   0．01人   0．04人   

計   2．3人   2．3人   4．6人   

※有効回答274件で集計  

く蓼考）10対1入院基本料井定回書病院（図表2－14）  

書  種   
1施毀当たり  

■員数   

看  護  師   114．1人   49．1人   

准 看 護 師   15．8人   10．9人   

看召＝甫助看   19．7人   11．7人   

医  師   30．9人   14．0人   

一   ・＝■■■■に   6．9人   3．5人   

理学膚＝法士   4．9人   3．0人   

作業♯法士   2．0人   1．1人   

官記＝臣寛士   0．9人   0．5人   

診■放射線技師   6．9人   3．4人   

臨床検査技層   8．9人   4．0人   

箆床工学技士   2．4人   1．3人   

ソーシャルワーカー（社会樽祉士等）   1．5人   0．7人   

事務職員   24．4人   14．3人   

合  計   239．4人   117．5人   

1施設当たり病床数   208．5床  

一般病棟における看護書員（看護師・准看護摩）   76．1人   49．7人   

1施設当たり一般病棟入院基本料のみ算定病床数   153．0床  

※有効回書323件で集計  

（讐考）10対1入院基本料算定回答病浣（図表2－18）  

1部書当たり  

■  橿  暮 員 数  
専 従   書 任   合 計   

医   師   0．00人   0．2人   0．2人   

■ 護 評・保 健 師   0．3人   0．6人   0．9人   

ソーシャルワーカー（社会権社士等）   0．8人   0．6人   1．4人   

事務■員   0．2人   0．3人   0．5人   

そ の 他   0．02人   0．04人   0．06人   

合  計   1．3人   1．8人   3．1人   

※有効回答312件で集計  

※有効回答3之1件で集計  
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・当該部門に専従の職Å配tをしている施設数（国表2－19）  ■当該部門に書従するソーシャルワーカー数（図表2－23）   

平均書従  
■  穫   施設数  割合 （対全施設敵）   l己t人た （夫人敵）   

り．眉．．．．。ト．．．．軒．…‖…………………．‖………‥‖…．  ‖………．ヨ．絶敗．   0．7％   1．33人   

看 護 師・保 健 師   109施設  26．4％   1．73人   

ソーシャルワーカー（社会欄欄士零）   176施設  42．6％   2．59人   

…●純綿…………………‖…‖………●……●……  ………■第■施好■   10．4％   2．12人   

】そ の 他   8施股   1．9％   1．25人   

総  

退院爛整に関する部∩の投暮している施設数   

専従の暮員をi巳tしている施設数   219施設  、   ＼  、   ＼   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

00人  口1人  口2人  口3人  ■4人  口5人以上   

・当該部門に書従する看護師・保儀廟敬（図表2一之4）  

．6％  

1S．4％ 3．0．3％  

・当該部門に専従するソーシャルワーカー触（国表2－20）   

0％  10％  20（池  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

ロコ人  ■4人以上  82人  ■0人  口1人  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％  
・当ま部門に書任の■■配tをしている施設数（国表2－25）  

平均専任  

暮  鍾   施設数  割合 （対全施設数）   l己t人数 （美人数）   

医   師   47施設   11．4％   1．51人   

■ 離 師・保 ♯ 師   107施設   25．9％   2．03人   

ソーシャルワーカー（社会権社士等）   144施設   34．9％   2．53人   

事叢■A   53脆投   12，8％   1．55人   

そ の 他   2島牧   0．5％   1．00人   

総  お【   413施毅   100．0％  

退院■整に関する部門の毅tしている施設数   323施毅  、   ＼  、   ＼   
書任の暮Åを配tしている施設数   222施設  、   ＼  、   ＼   

■0人   口1人   訟2人   口3人   ■4人   D5人以上  

・当該部門に専従する看護師・保健師数（国表2－21）   

0％  10〔粘   20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％  

■0人  口1人  臼2人  口3人  ■4人以上  

（●考）10対1入院基本料算定回書病院（国表2－26）  

曹l合  
平均専任  

■  1   二－1i・  モt人緻  
（村会蔦畿触）    （異人敷）   

医   師   51施投   10．1％   1．43人   

書 離 師・保 鍵 師   109施投   21．5％   1．68人   

ソーシャルワーカー（社会橋祉士等）   116施毅   22．9％   1．70人   

事♯暮員   62施設   12．2％   1．55人   

そ の 他   8施設   1．6％   1．75人   

総  数   507施設   100．0％  

退院■整に関する部∩の投tしている施設数   312施設  

専任の書Åを配■している施股数   198施設  、   ＼  、   ＼   

（●考）10対1入院基本料暮夏回答病頼（飼養2－22）  

平均専従  

暮  鴨   施枚数    割合  （対全槻）（≡で：，   
医   師   0施投  0．0％  0．00人   

■ 技 師・保 土 師   63施投    12．4％  1．40人   

ソーシャルワーカー（社会楕祉土筆）   158施設    31．2％  ‾‾‾‾‾‾▼‾‾‾  
1．60人   

事務■Å   う云嵩振  6．5％  1．42人   

そ の 他   5施設  1．0％  1．00人   

総  数   507施設  100．0％   

退院綱整に関する部門の設暮している施設数   312施設        ＼     、   ＼   
専従の■Åを紀■している施股数   194施設        ＼         ＼   
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口癖偏の医療機能に係る今後の予定   

○ 医療機能に係る今後の方針（国表2－27）  

（暮雪）10対1入院基本料算定回答病院（国表2－32）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

ロ導入、拡充する予定がある   ■導入、拡充する予定はない   田無回答  

□病院の今後の医療機関との連携に関する意向   

○ 他の医療機関との連動こ対する意向（国表之－33）  

0％  1D％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

ロ特に他の医療機関と連携するつもりはない  
■同一法人内の他の医療機爛と連携をとる  
四国一法人か否かは問わす、地域の他の医療機瀾と連携をとる  

巳熟回答  

■1  

（●キ）10対1入院基本料井走回書病院（国表2－34〉  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

□特に他の医療機関と連携するつもりはない  
■同一法人内の他の医療横間と連携をとる  
8同一法人か青かは問わす、地域の他の医療機周と連携をとる  

白熱回苔  

・今後、亜急性期医療機能を導入、拡充する予定の有無（図表2－31）  

10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  0％  

P導入、拡充する予定がある  ■導入、拡充する予定はない  8無届筈  
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○ 連携する医療機関数lこ対する意向（図表2－35）  

（●考）10対1入院基本料算定回答病院く国表2－38）  

－‾  （N＝＝Z9Z）  

． 去去∴ ／   
【急性期医■機能】   

（帖94） 0％  20％  40％ …％ 80≠  

■1に十分lこもも           5勺．0ヽ  

■≠こ十分にない了 ：．＝．7≠   

絶叫に全くないl2．1％  

．． 
≡；ご：・ごj  包徽期リハビリ▲艦  

l■暮■艦  

【重患性期医徽機能】   

（N＝60） 〃％  28％ イ¢％ 石0％ 〃○≠  

地■に十分にある ii；二3㌃丁T 、「  
明に十分に¢し、  71．7ヽ  

ノ  

ー摘空空空≡≡空7㌣  

地竃に全くない■6・｝？  

不明■5．0叫  

：－－二  
■3．3％  ■回答  

【図義期リハビリ靴】  【■触】  
（N＝119） 0％  20％ ●○≠ 60％ 80％  

，‥ 

・連携先として増やしたい医♯機能（図表2－37）【離散固昔］  
（N＝82） 0ヽも  20％  ヰ0％ 60％  80％  

棚こ十分にある軒：蒜丁T「 「  
暮■」こ十分lこない  占コ．ヰヽ  

L   

地域に全くない塵渾I12．Z％  

【急性期医■機能】   

（N＝76） 0％  20t‰  ■0％  60％  叩％  

（N＝307） 0％10％ 2D％ ヨ0％ 40％ 50％   

急性期医丘牡艦  

豊島性期医療書能  

回復期リハビリ■艦  

■tt■  

地域に十分にある   

地疇に十分にない  

地域に全くない  

不明  

■回答  

い  

J   ／  地壌に全くな  

不明  

・8％ j J  

⊥⊥」  
不明Iz・4％  

一日－ －・・叫   
」＿】＿」】＿＿」▼」  蝿書l竺竺   

臣」 1   

† 

亜鳥性期医療欄傭】  

（N＝糾） 0つも  ヱOth ■0％ 机％ 8¢％  

TⅥ■‾【［  地域に十分にある   

地蠣に十分にない   

絶批全くない 
P7・1㌣  

不鯛■3・6％  

■厨蒼t2．ヰ％        」㌧  

【回書欄リハビリ牡能】  

（N＝12も） ○％  ZO％ 仙％ 60％ 80％  

【♯暮嶋t】  

（N主131） ○％  20％  ㈹％ 60％ 的％  

棚こ十分にある 声て1；蒜「 「】「   地蠣に十分にある  

地域に十分にない  ■■に十分†こない  77．－■■  

地ヰに全くない■4・0％   

不明巨2％   

■回答邑竺   

㈹
 
摘
 
 
 

2
 
 
L
 
 

卜
＿
＿
L
L
■
■
 
 

地域に全くない  

不明  

■回苔ト4．8％  
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ロー般病棟用の重症度・看護あ要度に係る調査票による評価状況  

○ 重症度・書護必要度の基準を満たす患者の割合（図表之一39）  

＝・【H21．6】平均16．9％  

■病棟調査社章   

0 病棟の診療科日（国表2－40）【3つまで選択可】  

（N－1，7Z5） 0％ 10％ 20％・30％ 48％ 58％  ％ ∧U  ■ヽ－  

ヽ
 
0
 
 ヽ

 
咄
 
 
 

％
 
0
 
 

％
 
0
 
 

％
 
0
 
 

（N享1．7之5）  

■人科  
リウマチ科  
麻酔科  
産科   

リハビリテーシgン科  

小児外科  
神経科  

アレルギー科  
こうM科  

■科  
＃手l科  

心療内科  
気管食道科  
小児さ精  
美容外料  
嬢正義料  
性■科  
九回書  

※有効回答392件で兼計  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■9％以下  ロ10－19％  820－29†も  ロ30％以上  ■無回答  

（参考）［H20．6］平均17．2％  

（●考）10対1入院基本料算定回書病院・・・〔H21．6】平均19．1％  

【H20．6】平均21．5％  

※有効回答313件で集計  

※有効回答76件で集計  

※有効国事48件で集計  

O Aモニタリング及び処置等に係る得点の平均値…［H21．6］平均1．41点  

※有効回答335件で集計  

（●考）10対1入院基本料暮定回答病院…［H21．6】平均2．68点  或有効回答77件で集計  

O B患者の状況等に係る得点の平均値・・・【H21．6］平均3．98点  

○ 重患性期入院医療管理料の算定状領（国表2－41）  

0％ 10％  20％ 30％  40％ 50％ 60％  70％ 80％  90％ 100％  
※有効回答335件で集計  

※有効回書77件で集計  
■豊熟性期入院匿■t理料1   口重土性鋼入験匿■t書欝2   8■重なし  

（暮雪）10対1入院基本料算定回答病院…［H21．6］平均7．27点  

（■考）10対1入院基本料算定回書病棟（図表2－42）  

0％ 10％ 20％ 30％ ヰ0％ 50％ 60％  70％ 80％ 90％ 100％  

●靂1性購入扶正膚t理＃1   口重亀性期入鳥医療t理科2   ロー定なし  
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ロー定病床の概況   

01病棟当たり1ケ月間の一般病棟入院▲本料算定病床在腐膿眉（図表2－45）  

…〔H21．6】平均75．1人  ※有効回筈1．120病撫で義椚  

01病棟当たりの病床数（図表2－43）  

・・・［H21．6】平均46．5床 再掲：一般病床平均45．3床  

（再々掲：亜急性期病重病床平均0．69床 生魚性期病圭以外の特定人院熱病床平均0．39床）  

私有勤回答1．567病撫で集計  1病棟当たり（一般病床一輪定入院料届出病床）病床数  
・・・［H21．6］平均44．4床  ※有効国事1．086病棟で■計  

0％ 10％ 20％  30％ 40％  50％  60％  70％ 80％  90％ 100％  0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

⊆－39人以下口40－79人a80－119人B120～159人・上里些主旦型画  献上 Ⅷ繕  ■29床以下 ロ30－39床 臼40－49氏 ロSO－S9床  

（●青）10対1入院墓♯精算定国榊・＝【H21．6】空均68・6人  減有効回答686貞義で♯鮒  
【榊：1剛当たりの一般病床数】（骨壷2－ヰ4）  

1病韓当たり（一僻床一や定入朋出病床）病床触  
…【H21．6］平均44．4床  ※有効回答662榊で■計  

0 在侯鳥層の入脚の居■所（月表2－16）   0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   
入鮒の長■所  人 数   徽l食   

自  自院の急性期病床   4．15人   5，5％   

院  自院のその他の病床   6．87人   9．1％   

他  他病院   3．10人   4．1％   

扶  有床診療所   1．26人   1．7％   

介霞老人保健施設・介憬毛人相杜絶股   1．18人   1．6％  

そ         その他居住系サービス等の施設   0．35人   0．5％   

の  
他  在宅   55．26人   73．6％  

その他   2．93人   3．9％   

合  計  75．09人  100．0％   

■29床以下 □∋0－39床 ¢40－49床 850－59床  

（義孝）10対1入院基本料暮定回書病♯  

1病棟当たりの病床数・・・【H21．6】平均49．7床 再掲：一般病床平均47．5床  

（再々縞：亜急性期病室病床平均1月6床 亜急性期病圭以外の特定人院熱病床平均0・58床）  

※有効回書906病棟で集計  

※有効周層1．120貞義で♯計  
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01病棟当たりの一般病棟入院料算定病附こ配置している看護職員数（図表2－49）  
く非常勤♯則ま常勤換算人数）  0 病床利用率（国表2－48）   

1・・〔H21．4－6月］平均79．8％  
減有効回答1．708病棟で■計  

【H20．4－6月］平均80．0％  
※有効回答1．693病♯で▲針  

［H21．4～6月］  

（帖1．725）0％10％ 20％ コ○％ ヰ0％ 50％  

○ 平均在院8数（図表Z－47）   
・‥［H21．4－6月］平均16．7日  

※有効周層1．708病棟で集計  
［H20．4－6月］平均1M  

※有効回書1．693病棟で集計  
［H21．4～6月】  

（N三1．725）0％10％ 20％ 30％ 40％ 50％  

1病棟当たり一般病棟  一般病棟入院  
人尿科暮定病床配t  科井定病床  

暮  覆  書 護 ＋ 人 数  SO床当たり  

常勤・非常勤    常 勤  非常勤  合 計   
■講■‖l数  

■ 珪 辞   25．5人  0．6人  26．2人  32．5人   

瀧書護許   0．9人  0．1人  1．0人   1．2人   

著護補助者   1．5人  0．6人  2．0人   2．5人   

1病棟当たり（一般病床一特定入院胴  
届出病床）病床数   

44、4床  

（●考）1病穣当たり一般病床数   45．4床    、、－ ＼  

※有効回答1′551病棟で集計  
（義考）病床利用率‥・【H21．4－6月〕平均79．7％ ※有効回答1．542件で集計  

01病棟当たりの一般病棟入院料手長廟偏に専従∵専優している職i放く図表2－50）  

（専任＃月は常勤嶺真人数）  
1病♯当たり一般病棟  一般病棟人尿  
入院睾＝■定病床  料算定病床  

♯  穐  従 事 書 且 数  50床当たり  

専従・専任    専 従  専 任  合 計   
暮員数  

薬 剤 師   0．09人  0．39人  0．48人  0．58人   

理学療法士   0．05人  0．34人  0．39人  0．57人   

作兼■法士   0．01人  0．13人  0．14人  0．19人   

ソーシャルワーカー（社会橿祖士等）  0．01人  0．13人  0．14人  0．20人   

事務■Å   0．S7人  0．16人  0．72人  0．89人   

1病棟当たり（一般病床一特定入院料  
届出病原）病床数   

44．4床  

（讐考）1病棟当たり一般病床数   45．4床    、  ＼   

［H之0．4－6月］  

（N事1．725）0％10％】0％ 30％ 40％ 50％  

［H20．4－6月】  

（N…1．725）0％10％ ZO％ 30％40％ 50％  l青  

※有効周儀1′551病棟で集計  

（参考）10対1入院基本料井定病棟の一般病床50床当たりの常勤・非常勤看護職見放  

（国表2－51）  

（●考）10対1入院基本料暮定回答病欄   

‥・［H之1．4～6月］平均76．6％  
※有効回答1．099病糠で集計  

【H20．4－6月】平均77．6％  

※有効回答1．074病棟で集計  

（嚢考）10対1入浣基本凋算定回答病♯  

・・・［H21．4－6月】平均1M  
※有効回答1．099病棟で集計  

［H20．4－6月】平均20■8  

※有効回答1．074病棟で集計  

暮  穫   一般病棟入院料算定病床50床当たり  
常勤・非常勤書護書見数   

看 護 許   24．8人   

准書護師   2．4人   

看穫補助者   3．5人   

1病♯当たり（一般病床一特定人庚窮屈出病床）病床数   4S．6床   

（雷考）1病棟当たり一般病床数   47．5床   

洋有効回答887病棟で集計  
く蓼考）病床利用率…［H21．4－6月】平均77．3％ ※有効回答8S8件で集計  
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（暮雪）10対1入院基本料算定病棟の一般病床50床当たりの書徒・書任書■数  

（国表2－52）  

□退浣患者の状況  

01病棟当たり1ケ月間の一般病棟入院基本料暮定病床退院患者数（国表2－53）  

・・・【H21．6］平均M  ※有効同等1．145榊で▲肘  

1病棟当たり（一般病床一緒定入院料届出病床）病床数  
‥・［H21．6］平均44．9床  ※有効回答1．108病棟で♯計  

■  櫨   一般病牡入牌暮定病床50床当たり  
書従・書任暮■牡   

豪 州 師   0．76人   

理学■法士   0．65人   

作業■法士   0．26人   

ソーシャルワーカー（社会楕祉士専）   0．23人   

事務●■   0．80人   

1病牡当たり（一般病床一特定入院料届出病床）病床■   45．6床   

（●考）1繊当たり一般病床数   47．5床   
0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 1【）8％  

叢書勤回答887病■で♯計  
■39人以下  840－59人  860－79人  ロ80・－99人  ■100人以上  ロー由嘗  

（●専）10対1入縫柵暮夏回榊…【H21．6】平均6山   菜有効回筈784病徽で♯針  

1榊当たり（一般病床一特定人院料届出病床）病床触  
…［H21．6］平均45．3床  ※有効回答750病徽で■射  

0 遇l険■者の退院・転院・転欄鷹（図表2－54）   

退  院  先  人 数   割 合   

自怯の回せ期リハ病棟   0．00人   0．0％  

自院の亜急性期病室   0．74人   1．0％  

自  
自院の回せ期リハ病棟、亜急性期病室以外の一般病♯   5．28人   7．4％  

院  
自院の回復期リハ病棟以外の■暮病棟   0．17人   0．2％  

自院のその他の病棟   1．00人   1．4％   

他  他病院   4．33人   6．1％   

続  有床榊所   0．60人   0．8％   

介＃老人保義絶投・介♯老人批施設   1．00人   1．4％  

そ  0．27人   0．4％   
の  
他  在宅   53．52人   75．2％  

その他   4．24人   6．0％   

合  ■†  71．16人  100．0％   

※有効回答1′145病撫で1肘  
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ロー般病♯用の重症度・看護あ要度に係る調査票による評価状況  

0 重症虐一看護必要度の基準を満たす患者の割合（国表2－55）  

…［H21．6】平均17．6％  ※有効回書1′648病棟で集計  

○ 重症度■書護必層度の基準を満たす患者の割合別の一般病棟入院料算定病床50床当たり看護   

職員数の状況（50床当たり看護職A（看護腐・准看護師）は常勤換算人数）く国表2－56）   

（N＝1．495）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■9，も以下   □10・－19I1  820・一之9I1  ロコ0％以上   ■■国書  

（参考）［H20．6】平均17．6％  ※有効回答1，277病♯で集計  

（●考）10対1入院基本料算定回答病棟…〔H21．6】平均19．0％  ※有効回答266病棟で集計  

［H20．6コ平均2LO％  ※有効回書124病♯で集計  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■19人以下  □20－29人  白30・－39人  口40人以上  

（義考）10対1入院基本料暮重囲苔病棟（国表2－57）  

（N…237）   O Aモニタリング及び処置等に係る得点の平均値・・・【H21．6］平均1．87点  

※有効回書1．477病棟で集計  

（義考）10対1入院基本料算定回答病棟…［H之1．6］平均1．95点  ※有効回答250病ヰで暮計  

O B患者の状況等に係る得点の平均値…【H21．6】平均5．00点  

※有効回答1′477病♯で集計  

（事考）10対1入院基本料井定回答病隷…【H21．6】平均5．15点  ※有効回書250病棟で♯計  

9％以下   

N＝；75  

10・－19，も   

N∃76  

20・－29％   

N＝47  

30†も以上   

N＝39  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■19人以下  ロ20－29人  ロコ0－39人  口40人以上  
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○ 院内の他病棟と比較した場合の1症虔・看護必要度の暮準を満たす患者の割合（国表2－60）  ○ 一般病棟入院料算定病床50床当たり看護暮■数別の1症度・雷離必辛度の一準を満たす患者   

の割合の状潔（50床当たり看護職■（著複層■准■護師）は♯勤換算人数）（図表2－58）  

【割合が低い傾向にある理由］  ［割合が高い傾向にある理由］  

0ヽ    ～Dヽ   ■0ヽ   も0ヽ   80ヽ   

＋「‾、‾▼十 「 ‾【＋  

（N＝577）  （N＝714）  

二：云「一「「  手輌が少ない  一転科・載撫が多い  

ヰ暮が多い  入退転廿少ない車囚奉迎・】8・1％  

手鞘が富い靂牽47・5≠  転科・転♯が少ない  

1   

（雷電）10対1入院基本料嘉定回答病♯（国表2－59）   

（N＝237）  

（●考）10対1入院基本料暮定回書病棟（国表2－61）  

19人以下   

N＝23  

20～29人   

N＝159  

30－39人   

N＝35  

40人以上   
N＝2（】  

［書l合が低い傾向にある理由］  【割合が古い■向にある理由］  

0ヽ    こ0ヽ   ■○ヽ   も0ヽ   lOヽ  

Ⅷ▲ 1十、 T＋  
（N＝も3）  （N；88）  

手網が少ない岳ニ；㌃1「  
】   

餅・転♯が多い申l之・5％  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％ 90％ 100％  
入退転が少ない 暫46・0％  

開が少ない国7．9％   

□20－29†も  ●9％以下  018－19サも  

1症度■書護必要度の基準を満たす患者の割合  

…［19人以下】平均17．8％  

…［20～29人】平均17j％  

…［30（ノ39人〕平均18．6％  

■・・［40人以上】平均217％  

薗22・Z％  ※有効回答23病撫で集計  

※有効回答159病♯で■針  

葉有効回書35病棟でt針  

※有効回答20病棟で集計  

捜査が少ない   

榔書が少ない牽Z8・6％  

処tが少ない車コテ・3％  

入退院が多い  

脚多い寧平翠46■も  

－回答9  
・回聖二」」一＿＿【⊥一」  
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0 重症度・看護必要動＝係る評優其の各得点ごとの一般病床50床当たり入院患者層ぺ数  

（国表2－62） ※有効回書1′352病撫で▲計  FJ 
養  
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Ln  
怯  

し0   壕  

鞘  蛍  

国  促  
召 嘩  

＃  亥  
堰   

紬 回  
■く  
囲  

囲  蒙 付  
｛  
慈  壁  
♯   壕  

悶 饉  
望   

く  
ヽ．一′  

登 ▼－l   

夜  ＝ト 吏  

⊂） ▼・■  

柵 ●   

B患者の状況等に係る得点  合 計  

0－2点   3点以上   （iべ牡）  

≧±・ にミ  

係ミ 萱■r・   

合 計  
（羞べ数）  709．与  作ク．∫％ノ  483．3 （40．5％ノ  119之．9 〃〟．¢瑚   

※1病＊当たり（一般薪床一特定人炭料届出病床）病床数 平均朋．3床  

（●考）10対1入院基本料算定回書病♯（国表2－63）  ※有効回答之02病♯で暮計  

B■者の状況等に慮る得点  合・書十  

0－2点   3点以上   （iべ数）  

て1±：▲・ にこき  

係ミ  

萱∵・   
合 計  
（iべ緻）  487．ユ （ちス5％ノ  360．ユ  〃2．∫％ノ  847．4 「Jル．のらノ   

瀬1病棟当たりく一般病床一特定人謝届出病床）病床数 平均44．7丘  
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■患者調査概要  0年l舌（国表2－68）…平均 65．6■  

□患者属性  

○主t病（国表2－66）（N＝6．821）  

順位   傷病名   割合（全体）   

■  その他の消化器系の疾患   7．5％   

2  その他の悪性新生物   6．3％   

3  骨 折   5．0％   

4  肺 炎   4．5％   

5  虚血性心疾患   4．1％   

6  脳梗塞   3，5％   

7  気管．気管支及び柿の悪性新生物   3．3％   

8  その他の心疾患   3．1％   

9  胃の悪性新生物   2．7％   

10  その他の循環器系の疾患   2．6％   

0％   10％  20％  30％  40％   50％  60％   70％   80％   90％  100％  

5－70■ 

□HO■代  田50▲代  ロ60－65■東鶉  

兼濱   口70－75■末弟    ロ75－80■兼1   880－85▲乗蔦  

5－90■未満   □90■以上  口不明  

（●考）10対1入院▲本科算定・■・平均 66．7▲  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80【姑  90％ 100％  
（●考）10対1入l良基本鞘算定（N＝4．493）  ■4伽■象糞  ロ40▲代  850t代  860－6封■未満  

●65－70▲未満  070－75▲末濃  ■75－80▲乗薫  880－85■未満  

●85－90■末i ロ90▲以上  8不明  割合（全体）  

肺 炎  

甘 折  

脳梗塞  

その他の心疾患  

糖尿病  

その他の筋甘格系及び結合組織の疾虎  

脊椎障害（脊椎症を含む）  

その他の損≠及びその他の外凶の影℡  

脳内出血  

関節症  

○世帯♯戚（国表2－69）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

ロ同居有り世精  白不明  

○鯵■科（国表2－67）（N＝6．821）  

腋阻 働合（全体刃   

0％  10％  20％  30％  ヰ0％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  
■  

tヰ独世事  □同居有りせ事  8不明  （●考）10対1入院暮本科暮定（N＝4．493）  
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0井走状況（国表2－70）  

（●考）10対1入院よ本精算定   

（N＝6，821）  0％   10％  20％  30％ 0％   10％  20％  30％  

巳入棟時の患者状況   

○入棟前の居場所（図表2－72）  

（帖6．821）  0％  

（書考）10対1入院基本胴算定  

30％  60％  90％％  】0％  60％  90％  

．へ1エ  

匠国  国                                                      二・“  ．        ′  
卜  

自院の急性期■床ロり．0％  

自続の回復期リハビリテべ／】ン痍棟  

上記以外の自民の一般病床  

上屯以外の自浣のオ暮■床  

上紀以外の自院の他の痍床  

他院の回復期リハビリテーション病棟  

上記以外の他扶の一般■床  

上紀以外の他快の■1鋼床  

上監以外の他院の他の■床  

介覆老人保健施設（毛人保健施設）   

介護老人福祉施設（特別糞王l毛人毛ーム）  

グループホーム   

有精老人ホーム・粍★老人ホーム（ケ7ハウス）  

高♯曹書用才貰住宅  

■青書支繍施設  

その他  

不明  

0院内クリニカルバス、リハビリ、透析の実施状況（国表2－71）  

（参考）10対1入l露基本料算定   

0％    10％    20％    30％ 0％    10％    20％    30％  
（N＝6′821）   

院内クリニカルバス  

リハビリの実施状況  

透析の異施状況  

弼
 
隅
 
 

1
 
1
 
 

〇
．
 
〇
 
 

■
巨
L
l
l
l
L
 
 

0．1％  

0．2％  

0．6％  

0．7％  

0人様した背景（図表2－73）  

（参考）10対1入院基本凋算定  

（N＝6．821）  0％  30％  80％○％  30％  60％  

50．5％   

疾■の（1性）彙丘（ヰいを書む）のため  

痍■の（1性）糟暮のため  

ま■の■1生M状！8が安定したため  

鞭絨的な罵魔の圧■t】tが必羊なため  

纏絨ポlなリハビリが必雷なため  

在宅でも対応できるが書換讐の受け入れ体Ilが養  
わないため  

介腰保険施故事でも対応できるが空きがないため  

本人・青簾が希望す■るため  

その他（自由た入1■  

不明  
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○入棟8rA．モニタリング及び処t尊」、rB．患者の状況等」の分布（国表2－77）  

（N＝5．9■丁）  

B    ．上看の状況等  

書蓋リ  起き上がリ  藍色保持  移t  ロた漬＃  t暮摂取  衣1の暮悦   

4．89％  536   6．12   5．26％  375％  6，ユ4  
A  

g3：l％  10．12％  11，40   955％  5，11％  11．18  モ  
タ  
リ  11．67  11．33  12．22％  14．2ヰ  1266％  6．51％  1345  ン  
グ  
及  11．08  1110％  11．96  1■．23  1248％  636％  14．鋸  

ぴ  処  
264   1．53％  2．54  t  

等   

○人捜した理由（国表2－74）  

（蓼考）10対1入陵墓本科傷虐  

（N＝6．821）   0％ 10％ 20％ 30％ ヰ0％0％10％ 20％ 30％ 40％ SO％  

「〟1伸一欄い  状態が安定したため匹5．6％  

桟査が必璽なため  

率6・S％  抗がん¶投与が必雷なた♂）   

2  

「  
、放州冶儀が必雷なためlo・9％  （参考）10対1入最■本網暮夏 rA．モニタリング及び処t等」、r8．亀有の状況等」の分布  

（裾2－78）  

（N＝り14）  

B．亀有の状況等  

儀遁り  起き上がり  虔色毎樽  桝  口腔★ま  食◆摂取  衰■の■職   
5．98％  G，25   69ヰ   5，g8％  5．28   7．11  

A  

モ  g98   998％  11．01  1319  1118‘k  8．49  13，1g  

4，76  タ  
リ  1084  11．07％  1147  12．67  11．93％  877  12．g¢  ン  
グ  
及  906   9．35％  1021  1164   9．g8％  648％  11．5：l  

ぴ  処  
247  ■  

零   

手＃が】ら妻なた」わ  

その他率11・7％  
⊥＋一⊥   竪二誓＿】⊥⊥」  

○入韓日「A．モニタリング及び処t等J得点、rB．血書の状況等」得点の分布（図表2－75）  

B患者の状況等  

（N＝5．947）  0－2点   3点   4点   5点   6～12点   合I十   

A  58．0％   2．8％  2．1％   1．8％  11．4％  76．2％  
モ  

2点   5．1％   0．6％   0．4％  0．3％   3．8％  10．3％  

リ ン  1．9％   0．3％  0．2％  0，2％  2．4％   5，0％  

ケ 1  0．7％   0．0％  0．2％  0．2％  1．9％   3．0％  

ぴ  
処  0．2％  0．2％  0．2％  0．1％  4．9％   5．8％  
■  
■   65．9％   3，8％  3．2％  2．7％  24．4％  100．0％   

0入棟時の患者のその他の状況等（図表之－79）  

（蓼考）10対1入院基本料■定  

10％  20％ 0％  10％  之0％  （N＝6′821）  0％  
「  

‾■【 「  （N＝4．493）   

●液ポンプの慶用  

勤厳正jH定（動脈ライン）  

中心■事i圧■定（中心鋼儒ライン）  

人工l呼せ響の裳■  

床上安静の指示  

1 弼
 
 
弼
 
 
摘
 
 

召
し
」
甲
ト
」
P
 
 

1 

1  

（参考）10対1入院よ本科暮走 A得点■B得点の分布（囲豪2－76）  

B患者の状況等  

（N＝1．714）．       0－2点   3点   4点   5点   6－12点   合計   

A  55．5％   3，5％   1．8％  1．5％  13．5％  75．8％  
モ  

2点   5．5％   0．1％   0．3％  0．3％  4．0％  10．2％  
タ  
リ ン  2．5％   0．3％   0．2％  0．2％  2．4％   5．6％  

グ  
及  0．9％  0．2％   0．1％  0．2％  1．3％  2．6％  

処  1．0％   0，0％   0．2％  0．2％  4．4％   5．8％  
t  

■   65．4％  4．1％   2．6％  2．4％  25．6％  100．0％   
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□入棟中の患者状況  

0手術、侵襲性の高い検圭、侵襲世の高い処tの実施（国表2－80）  

（蓼考）10対1入院基本料算定  

（N二＝6′821） 0％  10％  20％  30％  40％0％  10％  20％  30％  40％  

○最高点時「A・モニタリング及び処覆等」、「B．患者の状況軌の分布（国表2－83）  

（Nニ5，，10）  
8．患者の状況等  

ヰ遁り  起き上がリ  ヰ位昆檜   移■  口栓清ま  食事摂取  衣膿の■枚   

A モ  ■■書t  1655  1596％  1660   185（〉％  157 ％    18．87†も   血l王測   
2803  21IOO％  290g％   3212  2  5％  定  

タ   1101  10（〉3％  56  
リ  3138  28ヰ8％    29．88  ン  
グ  1113  1029％  
及 ぴ  
処   

481％  5ヰ9   
t 専   

20．0（I   

手術の実施  

検査の実施  

処量の実施  

（事考）10対1入院基本料算定 rA・モニタリング及び処置等」、「B．患者の状況等」の分布  
（図表2－84）  

（N＝1．1，0）  
B．患者の状況等  

寝王リ  起き上がリ  慮位民穐  ♯t  □膣i書ま  食事摂取  衣膿の着脱   

479％  ヰ08％  3  

○最高点時「A．モニタリング及び処t等」得点、rB．患者の状況等」得点の分布（図表2－81）  

B患者の状況零  

（N三S，9ヰ0）  0－2点   3点   4点   5点   6■－12点  合計   

A  28．5％  2．4％  1．9％   1．8％  12．2％  46．8％  
モ  

2点   7．0％   1．1％  0．6％   0．6％  6．9％  16．1％  

リ ン  3．9％  0．5％  0．4％   0．5％  6．3％  11．6％  

ケ  
及  1．6％  0．2％  0．4％   0．4％  5．4％  7．9％  
ぴ  
処  
t  

1．0％  0．4％  0．4％   0．3％  15．6％  17．6％  

●   41．9％  4．5％  3．6％   3．5％  46．4％  100．0％   

（参考）10対1入院基本凋凛定 A得点・B得点の分布（国表2－82）  

B愚書の状況等  

（N＝1，690）  0－2点   3点   ヰ点   5点   6－12点  合計   

A  34．4％  2．8％  2．1％   1．3％  11．7％  52．2％  
モ  

2点   7．1％  0．8％  0．5％   0．3％  6．4％  15．1％  

リ ン  4．0％  0．5％  0．5％   0．6％  5．8％  11．4％  

グ  
及  1．7％  0．1％  0．2％   0．2％  3．8％  6．0％  
ぴ  
処  丑  1．6％  0．4％  0．5％   0．3％  12．5％  15．3％  

讐   48．8％  4．5％  3．8％  2．7％  40．2％  100．0％   
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0転帰（国表2－87）  

（拒も，821）0％  20％  

D退棟時の患者状況  

○退院支捜計画暮の策定（国表2－85）  

▼一 【 
「十‾  

く参考）10対1入院墓本科算定   

40％  60％  80％ 0％  20％  40％  60％  

ヒコ・・・  （Nニ4．493）  

ト  
不変国11・3定  

悪化lo・6％  

国8・8％  

l・1％  

寧50％  

ロー・・、・  

国】・7％  

0％  10％  20％  30％  ヰ0％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■策定有り  □覿定書し  臼不嘲   

（●キ）10対1入院暮本科暮定  不明p2・2％  

0遇♯8TA．モニタリング及び処t専」得点、r8．患者の状況等」得点の分布（図表之－88）  

B患者の状況等  

（N＝t＝03）  0・－2点   3点   4点   5点   6■－12点   合計   

A  68．3％  2．6％  2．4％   1．7％   g．7％  84，6％  
モ  

2点   4．3％   0．3％  0，2％   0．2％  2．0％  7．1％  
タ  
リ ン   1．0％   0，2％  0．1％   0．1％   1．4％   2．8％   

ケ  
及  8．3％   0，1％   0．0％   0．1％   1．1％   1．7％  

ぴ  
処  0．0％   0．1％  0．0％   0．0％   3．6％   3．8％  
■  
●   74．0％   3．2％   2，9％   2．1％  17．8％  100．0％   

10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

○簾定■し  ヱ聖L…」  

0退檀徒の居場所（国表2－86）  

く蓼考）10対1入院よ本科暮定   

0％ 10％ 20％ 】0％ 40％ 50％ 60％ 70％ 88％ 0％ 10％ 20％ 】0％ ■8％ 50％ る0％ 7（）％ 8（）（粘  

％
 
ト
∴
 

一
：
∴
】
．
．
∵
 
 

自帥…■床寧1・8％  

脚回抑ハと佃叫。2％   

上m外の自即一般■床臼4㌫   

上巳以れの自侯の一義■床卜吋   

上巳以外の自観の他の■床lol％   

他即掴抑州テーシ】膚韓日－4％  
ト   

上餌柵峨の一触■床四5・？％  

－   

上巳】外の憾明t■床Pl・6％   

上払外の懐の世の■床IM％   

介■七人鎮仙毅｛象人震血栓）81る％  

（●キ）10対1入院墓本科算定 A得点・B得点の分布（図表2－89）  

8患者の状況等  

（N＝l，808）  0－2点   3点   4点   5点   6～12点   合計   

A  68．3％  2．0％   1．4％   1．4％  12．0％  85．2％  
モ  

2点   3，9％   0．2％  0．1％   0．2％  2．5％  7．0％  

リ ン   1．2％   0，1％  0．1％   0．1％   1．1％  2．5％   

ケ  
及  0．2％   0．0％  0．1％  0．1％   0．7％   1．0％  

ぴ  
処  0，3％   0．1％  0．1％   0．1％   3．8％  4．4％  
t  

■   74．0％   2．4％   1．8％   1．8％  20．0％  100，0％   巨、・  介暮モ人権祉■投（嶋鋼義雄七人象－ム）  

グループホームト9％  

…人…一臥拙けハウ小ヰ  

“嗣”用＝住宅lo・2％  

■糾支攫▲股臼37％  

その他l“％  

不明ロ1・6％  
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○退棟日rA．モニタリング翠び処置等J、rB．患者の状況等」の分布（図表2－90）  （3）亜急性期入院医療管理料井定回書病院  

■施設調査概要  

○ 算定している診療報酬（図表3－1）  

＼   

（N＝8．1旧）  
B．患者の状況等  

覆遁リ  起き上がり   塵仕度持  捧t  口腔；■ま  食■細Ⅷ  衣慮の曽根   

500％  1月7％  ユ83  A モ  ■■是■  4．80％  ヰ23％   437  
6．01％      S82   646   S96％  34  ▲圧よ走            ■  

時間尿■定  2．26†ら      221  229  2201鵜  169  
吋l■ケγ   8．59％      8ぢ8   9.09K 9   565  

点濃ライン同時3本以上  288％      288  288  292，も  165  
心t可モニター   6．70％      6丁8   7.72X 729％  ヰ03  シンン   
リジポプの土用  3．01，も      298  388  308％  179  

198   18S，も  143  ヽ血や▲蔵＃★lの使用  1．82％      184  

（参考）10対1入院基本料算定「A．モニタリング及び処置等」、「B．患者の状況等」の分布  
（国表2－91）  

（N＝1．8（帽）  
B．愚者の状況等  

痩遮り  起き上がり  匪位保縛   移彙   ロ塵清書  食事摂取  衣慮の着脱   
2   ヰ32†l  3■9   53丁  A モ  鯛≠処置  4．26％  ヰ21％  ヰ32  

7．53   770ウも  526   血圧瀾虐    7．0弼  8糾  

332  暗闇慮薫定  3．10  305％      321   310  238  
中電Lケア   8．80   8．86％          914†も  831   95  

点濃ライン同時3本以上  2．99  2g9％          293％  †鋸  316  
心t句モニター   6．26％  6．15％  ¢281絡  382   6丁6  シ   
リンジポンプの使用  3．10％  31ti％          31t；％  194  33  

155％  133   1閉  

ヰ血や血蔵製鋼の使用  1．66％  1．66％  

○退棟までの経緯（国表2－92）  

（参考）10対1入院基本料耳雇  

0％ 10％ ヱ0％ 30％ 40％ 50％ 60％ 0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％  
（N＝6，821）  

入院診療計画書にある   
推定入院期仰より早く退棟  

入院診療計画書にある  
推定入院期間どおりの追攫  

・亜急性期入院医療管理員2における設置主体（図表3－4）  

入所・転院する施設の都合で．  
退棟が延びた  

退榛先である在宅で．手旗等の  
受入れ体積が養わす、退檎が延びた   

退躊先である在宅での介護保険サービスの   
利用開始待ちのため、退繍が延びた  

その他  

0％  10％  20％  38％  40％  50％  68％  70％  80％  90％ 100％  

■西 口公的医療機関 8社会保険関係団体 8医療法人 事個人 口その他  

・亜急性期入院医療管理料2における入院基本胴（図表3－5）  

0％ 10％ 20％  30％ 40％ 50％ 60％  70％ 80％  90％ 100％  

■‾般病棟7対1入浣よ本欄（準7対1）  8一般痍繍10対1入院暮本科   D上記以外の人尿暮本料  
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○ 許可病床数  

・亜急性期入院医療管理料1（国表3－6）…平均M  ※有効回答218件で集計  01施設1日当たり入院患者数  

・亜急性期入院医療管理料1…［H20．6】平均181．3人  

・亜急性期入院医療管理料2…［H20．6］平均114．9人  

01施設1日当たり外来患者緻  

・亜急性期入院医療管理料1…［H20．6】平均29似  

・亜急性期入院長■管理料2…【H20．6】平均1841人  

［H之1．6】平均rけj人   

※有効回答215件で暮針  

【H21．6］平均111．3人   

※有効回答22件で集計  

【H21．6】平均299．0人   

※有効回書215件で♯針  

［H21．6】平均186．9人   

※有効国事22件で書計  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

．99床以下ロ100＿199床ロ200－299床ロ300～399床■400～499床□500床以上ロー回答  

・亜息性期入浣医療管理料2（図表3－7）…平均138．3床  ※有効回書22件で▲計  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■99床以下   ロ100－199床   8200－299床   8300床以上   ■無回答  

01施設当たり届出病床数の病床種別構戚  

・亜急性期入院医療管理料1（図表3－8）  

口軽員配置  

○ ヰ員数（常勤換算人数）  

・亜急性期入院医■管理料1く風表3－10）  

■  書   
1施設当たり  

暮■敷   

書  経  師   136．7人   54．5人   

■■ヒ■■‖■ド   17．5人   9．5人   

■醜補助者   21．1人   11．6人   

医  師   29．6人   12．2人   

薬  剤  師   7．8人   3．5人   

理学■法士   6．3人   3．5人   

作暮療法士   2．7人   1．3人   

雷雲＝匪＃ 士   1．1人   0．5人   

鯵♯放射線技師   7．7人   3．4人   

臨床検査抜顔   10．0人   4．2人   

塵床工学技士   2．4人   0．9人   

ソーシャルワーカー（社会＃社士書）   2．0人   1．0人   

■静■■   28．9人   13．9人   

合  計   273．8人   120．0人   

1施投当たり病床厳   234，3床  

病床種別  
1施投当たり   由 合   

【    病床数  

毒 一般病＝床  191．4床   82．4％   

一般病棟入院基本欄のみ暮定している病床   150．3床   64．7％  

亜急性期入院医血管理科   11．2床   4．8％   

と ■暮病床（医療保験適用）  19．1床   8．2％   

■霊病床（介簡保険適用）  5．0床   2．2％   

＃榊病床  8．8床   3．8％   

その他（感染病床・結穣病床零）  7．9床   3．4％   

合  計  232．3床  100．0％  

※有効回嘗218件で♯針  

・亜急性欄入院医■t理蛸2（図表3－9）  

病 床 t 別  
1脆毅当たり   書l合   
病床数  

一般病床  101．9床   73．6％  

一般病棟入院基本料のみ算定している病床   63．2床   45．7％  

亜急性期入院医膚管理料   16．7床   12．1％   

■糞病床（臣■保験適用）  24．S床   17．7％   

療養病床（介穫保険雇用）  5．0床   3．6％   

♯神病床  4．5床   3．3％   

その他（應染病床・結核病床専）  2．4床   1．7％  

合   計  138．3床  100．0％   

※有効回答195件で■計  

※有効回答22件で井計  
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・亜急性期入院医療管理窮2（図表3－11）  口癖院の医療機能に係る今後の予定   

○ 医療機能に係る今後の方針  

】亜急性期入院医療管理料1における医療機能に係る今後の方針（図表3－14）  

暮  橿   
1施設当たり  

暮員数   

書  護  師   60．1人   47．0人   

逢 書 護 師   18．4人   1S．0人   

書護補助者   之4．0人   1乱7人   

医  師   13．5人   11．0人   

薬  剤  師   4．4人   3．6人   

理学療法士   9．3人   9．0人   

作業■法士   3．9人  3．1人   

昔話せ覚士   1．7人   1．3人   

診療放劇線技詩   5．4人   4．4人   

臨床検査抜欄   5．5人   3．9人   

臨床工学技士   1．0人   0．7人   

ソーシャルワーカー（社会積複士等）   2．0人   1．5人   

事務■員   20．8人   16．6人   

計   170．0人  135、8人   

1施設当たり病床数   128．3床  

一今後、亜急性期医療機能を導入、拡充する予定の有無（図表3－16）  ※有効回答19件で集計  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

口癖院における他の医療機儲との連携体制  

○ 退院調整に関する部門の設正状況  

・亜急性期入院医療管理胴1（図表3－12）  

ロ導入．拡充する予定がある   疇導入、拡充する予定はない  田無回答  

・重患性期入院医虞管領胴2における医療機能に係る今後の方針（国表3－17）   

0％  10％  20％  コ0％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

ロ設置していない  ■設tしている  辺無回答  

・亜急性期入院医ま管理料2（国表3－13）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

ロ設正していない  ■設tしている  田無回書  
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■今後、亜急性期医女機能を導入、拡充する予定の有♯（国表3－19）  ○ 連携する医女機関数に対する意向  

・亜急性期入浣医■管理料1（図表3－22）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

口中入、拡充する予定がある   ■キ入、拡充する予定はない   の魚回答  

□病院の今後の医療機関との連携に関する意向  

0 他の医絨覇との連携に対する意向  

・亜急性期入扶医療t理科1（図表3－20）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

ロ特に他の医療機関と連携するつもりはない  
●同一法人内の他の医療機関と連携をとる  

田岡一法人か否かは問わず、地域の他の医♯機関と連携をとる  

8未回答  

■・．も   ヽ・・．、ヽ   

0％  10％  20％  30％  40％   50％  る0％  70％  80％  90％  100％  

ロ特に他の医細と連携するつもりはない  
■同一法人内の他の医療■I胃と連携をとる  

8同一法人か否かは問わす、地域の他の医■儀欄と建換をとる  

ロー回書  
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■病棟調査概要  （参考）［H20．6］（図表3－30）  

病 床 橿用   1病棟当たり 床  割 合   
病数  

重急性期入院医療管理料届出病床   9．6床   22．3％   

1病棟当たり病床数   43．0床  100．0％   

○ 算定している診療報酬（国表3－26）  

※有効回答251病棟で集計  

・亜急性期入院医療管理料2  

［H21．6］（図表3－31）  

病 床 種 別   1病棟当たり 病床数  割 合   

亜急性期入院医療管理斜雇磯病床   13．5床   40．5％   

I病棟当たり病床数   33．4床  100．0％   

※有効回書27病穐で集計  

0％ 10％  20％ 30％  40％ 50％  60％  70％ 80％  90％ 100％  
・亜急性期入院医療管理料2における入院基本料（図表3－28）  

■4床以下 □5－9床 ロ10－14床 B15－19床 020－29床 □30床以上 ℡女包筈  

く参考）【H之0．6］（国表3－32）‾  

病 床 種 別   1病棟当たり 病床数  書I合   

亜急性期入院医療管理料届出病床   8．3床   30．0％   

1病棟当たり病床数   27．5床  100．0％   

0％  10％  20％  30％  4（）％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■一般病棟7対1入院暮本線（肇7対1）   ロー般病棟10対1入院暮本科    凸上記以外の人馬暮本科  

※有効回答8病棟で集計  

01病棟当たりの亜急性期入院医療管理料届出病床  

■亜急性期入院医療管理銅1   

［H21．6］（国表3－29）  

病 床 種 別   l病棟当たり 床数  畜 舎   
病  

亜急性期入院医療管理層届出病床   9．2床   21．5％   

1病棟当たり病床数   42．6床  100．0％   

※有効回答307病棟で集計  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■4床以下 ロ5－9床 010－14床 □15－19床 ■20－29床 ロコ0床以上 8簾回答  
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ロ亜急性期病室の概況  

○ 在宅せ帰支援担当者触  

・亜急性期入院医療管理料1く国表3－37）…平均1．7人  ※有効回書336榊で集廿  

01病棟当たりの配置している書護義A敵（非常勤■■は常勤換算人数）  

・亜急性期入院医療管理料1（国表3－33）  
【  1病★当たり  病棟病床  

■  穫  
t隷書■数  50床当たり  

一・】  
常 勤  非精勤  合 計   

看 護 師   19．9人  0．9人  20．7人   20．7人   

：i二・   2．7人  0．3人  3．0人   3．2人   

事穫補助者   2．7人  0．6人  3．2人   3．2人   

1病棟当たり病床数   Sl．4床       ＼   
0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

※有効回書223病棟で■針   

・重患性期入院医■管理料2（図表3－34）  

O一人以上  ■■回苫  ■1人  口2人  ロ〕人  

‾■‾¶ 
1病徽当たり  病義貞床  

Pt ■腰暮■敵  50床当たり  

l  

，」  

・・   常 劃l  葬常tl  合 計   

弓 ■ 離 師   15．1人  0．4人  15．5人   22．8人   

准■‖一節   2．6人  0．1人  2．8人   4．3人   

響ヰ補助者   3．0人   0．3人   3．3人   4．8人   

；1病♯当たり病床数   37．5床    、→－－－ ＼  

・亜急性期入続医■管理料2（国表3－38）…平均1．3人  蘇書動向替33榊で書針  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

白3人  04人以上  ■撫回答  ■1人  口2人  

※有効回答17病棟で集計  

01病棟当たりの専従・書任している♯■数（専任書■は常勤換暮人数）  

■亜急性期入浣医療管理料1（国表3－35）  

○ 在宅復帰支援担当者の書種  

・亜急性期入院医療管理料1（国表3－39）   ，亜急性期入院医療管理胴2（国表3－40）  
（N＝34） 0％  50％  100％  （帖361） 0％  50％  100％  

‘ト T′▼「  

、 

．三．  ・・、‥・  

－■…■・E＝コ・・・・  

事柵■寧11・9％  

医♯1…％   

－  

その他卜6％  

書醜℡6・9％  

1病棟当たり  病雛病床  

書  穫  
書 Å 敵  50床当たり  

専従・専任  
暮A数   書 抜  書 任  合 計   

薬 剤 師   0．05人  0．53人  0．58人   0．65人   

0．05人  0．66人  0．72人   0．93人   

l理学■法士          ・作業■應士   
0．01人  0．25人  0．27人   0．35人   

ソーシャルワーカー（社会橿社士鴨）  0，06人  0．25人  0．31人   0．37人   

事務書■   0．37人  0，29人  0．66人   0．76人   

1病♯当たり病床数   51．4床    「、＼＼＼   

ソーシャルワーカー  
（社会Il址士鴨）  

t靂繍・優t♯車35・3％  

戸  
事務■■   

医輌l2．9％  
「  

その他由5・9％  

－  

舶答I2■9％  
※有効同音223病♯で井針   

・重患性期入院医療管理料2（図表3－36）  

」  

書    種   
1病撫当たり  病ト＊病床  
暮 ■ 敷  50床当たり  

専従・専任  
ノ   書 従  書 任  合 計   

0．12人  0．61人  0．73人   1．07人   

理学療法士   0．00人  0．81人  0．81人   1．02人   

作業♯法士   0．00人  0．18人  0．18人   0．19人   

0．39人  0．39人   0．52人   

事務IlÅ   0．12人  1．93人  2．05人   2．28人   

！1病棟当たり病床数   37．5床       ＼   

※有効回答17病棟で集計  

54   53  



○ 平均在院日数  

・重患性期入院医療管領朋1（図表3－41）  
…［H21．4～6月］平均34．5日  

※有効回儀343病棟で集計  
［H21．4～6月］  

（N；361）0％   ZO％   40％   60％  

ロ在室患者の状況   

○ 在室患者数  

・亜急性期入院医療管理料1（国表3－45）・・・［H21．6】平均16．7人※有効回答314病棟で集計  

・亜急性期入院医療管理料2（図表3－42）   

・・・［H21．4－6月】平均冊  
※有効回書32病棟で1計  

【H21．4－6月］  

（N＝34）0％   20％   40％   60％  

19日以下  

20－29日  

30－39日  

40－49日  

50－・59日  

60－69日  

70－・79日  

80日以上  

兼回答  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■4人以下 ロ5－9人 ロ10－14人 ロ15－19人 ■20－29人 口30人以上 ロ■眉筈  

（参考）【H20．6］平均1捌 ※有効回答256病棟で集計  

【7対1入院基本料等から転床又は転院してきた入院患者数の割合】く図表3－46）  
…【H21．6］平均62．8％  ※有効回答285病棟で集計  

（参考）［H20．4－6月】平均36．5日  
※有効回答289病棟で集計  

（参考）［H20．4－6月］平均2乱心日  
※有効回答23病棟で集計  甥  0％  10％  20％  30％  40％  SO％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■】9Iも以下  ロ40－59％  匂60－79％  □80－99％  ■100†も  ロ無回答  

く参考）［HZO．6］平均64．1％  ※有効回答235病棟で集計  

・亜急性期入院医療管理料2（国表3－47）‥・［H21．6］平均14．5人※有効回書31病棟で集計  

○ 病床利用串   

一重急性期入院医療管理料1（図表3－43）  
…【H21．4～6月】平均77．2％  

※有効回答343病棟で集計  
［HZl．4～6月］  

（N＝361）0％ 10％  20％  30％  40％  

・重患性用人院医療管理料2（国表3－44）  
…［H21．4－6月］平均81．3％  

※有効回答32病棟で集計  
【H21．4－6月】   

（N＝3ヰ）0％ 10％  20％  30％  4（〉％  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

t4人以下 □5－9人 dlO－14人 口15－19人 ■ヱ0－29人 口30人以上 D■同等  

（参考）【HZO．6】平均11．4人 ※有効回書19病棟で集計  

【7対1入院基本料等から転床又は転院してきた入院患者数の割合】（図表3－48）  
…【H21．6】平均77．7％  ※有効回答28件で集計  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  98％ 100％  
（参考）［H20．4－6月】平均83．3％  

※有効回答23病棟で集計  
（参考）［H20．4～6月】平均77．2％  

※有効回答289病棟で集計  
■39Il以下  ロ40－59％  臼60－79I～  ロ80－99％  ●100％  ロ■回書  

（参考）［H之0．6】平均81．5％  ※有効回答16病棟で集計  
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○ 在室患者の入院理由  

・重患性期入院医療管理料1（国表3－49）  

・重患性期入続医■甘理科2（図表3－52）  

入株制の居■所  人 数   書l合   

自  自院の丁対1入l良基本科零を嘉定している病床   12．52人   86．2％   

院  自院のその他の病床   1．55人   10．7％   

他病院の丁対1入院基本料尊を算定している病床   0．13人   
他  

0．9％  

他病院のその他の病床   0．06人   
院  

0．4％  

有床鯵■所   0．00人   0．0％   

介離老人保儀施設・介腰老人櫓杜絶投   0．13人   0．9％  

そ  0．00人   0．0％   
の  
他  在宅   0．13人   0．9％  

その他   0．00人   0．0％   

合  I十  14．52人  100．0％   

入 院 理 由   人 牡   割 合   

急性期治欄を鞋遺した患者   16．3人   97．3％   

在宅・介護施設等からの丘看であって症状の急性増悪した患者   0．2人   1．4％   

その他   0．2人   1．3％   

合  計   16．7人  100．0％   

※有効回答314病棟で集計  

・豊島性期入院医★t理科2（月表3－50）  

入 碗 理 由   人 牡   割 合   

息性欄治■を鮭遇した血書   13．7人   94．2％   

在宅t介書換毅尊からの血書であって丘状の急性■忘した■者   0．3人   2．0％   

その他   0．5人   3．8％   

合  I十   14．5人  100．0％  

減有効回書31織で暮計  

※有効回答31病撫で▲肘  

○ 在室血書の入室前の居場所  

■重患性期入院医療管理料1（図表3－51）  

入韓前の居場所  人 数   割 合   

自  自院の7対1入院基本料等を算定している病床   11．04人   66，1％   

l完  自院のその他の病床   5．05人   30，3％   

他病候の7対1入院基本料尊を霊宝している病床   0．09人   

他  
0．5％  

他病院のその他の病床   0．02人   
院  

0．1％  

有床鯵儀席   0．00人   0．0％   

介離老人保t施投・介■老人楕杜絶毅   0．03人   0．2％  

そ  0．00人   0．0％   
の  
触  在宅   0．44人   2．6％  

その他   0．04人   0．2％   

合  計  16．71人  100．0％   

媒有効回答314病棟で▲計  
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ロ退室患者の状況  

○ 退重患寺数   

一亜急性期入院医療管理料1く図表3－53）…［H21．6】平均M※有効回答316病棟で集計   

○ 在室患者の退室先  

一亜急性期入院医療管理料1（図表3－57）  

退  室  先  人 数   割 合   

自院の回復期リハ病棟   0．01人   0．1％  

自         自院の回復期リハ病棟以外の一般病棟   0．27人   3．9％   

院  自院の回復期リハ病棟以外の療兼病棟   0．03人   0．4％  

自院のその他の病棟   0．04人   0．6％   

他  他病院   0．37人   5．3％   

院  有床診療所   0．03人   0．4％   

介護老人保健施投・介護老人福祉施設   0．77人   10．9％  

そ         その他居住系サービス等の施設   0．19人   乙6％   
の  
他  在宅   5．24人  74．2％  

その他   0．11人   1．6％   

合  音十  7．06人  100．0％   

10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  0％  

■4人以下   ロ5・－9人   810・－14人   口15■－19人   ■20人以上   □■回書  

（参考）［H20．6】平均7．6人 ※有効回書248病棟で集計  

【退院愚老のうち、他の保険居療機関へ転院した者等を除く看の割合】（国表3－54）  

・・・［H21．6】平均90．2％  ※有効回答307件で集計  

N＝乏3615・0％．・12・2％  

※有効回答316病♯で集書十  

・亜急性期入院医療管理料2（図表3－58）  
10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■59％以下    □60－79，も    ロ80・－99Ii    ロ100％    ■■直答  

退  室  先  人 数   割 合   

自院の回復期リハ病棟   0．03人   0．2％  

白         自院の回復期リハ病棟以外の一般病棟   0．72人   4．6％   

院  自院の回復期リハ病棟以外の療養病棟   0．10人   0．7％  

自l完のその他の病棟   0，00人   0．0％   

他  他病院   1．52人   9．7％   

院  有床診欄所   0．00人   0・0％   

介護老人保健施設・介護老人福祉施設   1．24人   8．0％  

そ         その他居住系サービス等の施設   0．07人   0．4％   
の  
他  在宅   11．86人   76．1％  

その他   0．03人   0．2％   

合  計  15．59人  100．0％   

（参考）［H20．6】平均86．5％  ※有効回書之42病棟で集計  

・亜急性期入院医療管理料2（国表3－55）・・・［H21．6】平均15．6人※有効回答29病棟で集計  

10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  0％  

■4人以下   ロ5－9人  810－1ヰ人 ・B15－19人  ■20人以上  ロー回答  

（参考）［H之0．6］平均10．9人 ※有効回答18病棟で集計  

【退院患者のうち、他の保険医療機関へ転院した者等を除く者の割合】（国表3－56）  

・・・［H21．6】平均88．6％  ※有効回答28件で集計  
※有効回答29病棟で集計  

10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  0％  

■59ウも以下    □60－79％    ロ80－99†l   ロ1（】0†も    ■■回答  

（参考）【H20．6］平均76．3％  ※有効回答17病棟で集計  
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■患者調査概要   

口重急性期病室（入院中）の患者概況  

○主傷病（国表3－59）   

［亜急性期入院医療管理料1］（N＝2．552）  

割合（全体）  0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  
骨 折  
関節症  
脳梗塞  
その他の筋骨格系及び結合組織の疾患  
脊椎障害（脊椎症を含む）  
肺 炎  
その他の損傷及びその他の外因の影響  
脳内出血  
糖尿病  
その他の心疾患  

ロ同居有り世帯  

［重患性納入院長■管理料2】  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  
【亜急性期入院医療管理料2】（N＝414）  

▼¶  

空竺竺」  ▼  ■1■幾世需  8同居肴り世事  

割合（全体）  

骨 折  
関節症  
脳梗塞  
その他の筋骨格系及び結合組織の疾患  
その他の損傷及びその他の外因の影響  
脊椎障害（脊椎症を含む）  
肩の傷害＜損傷＞  
脳内出血  
肺 炎  
腰痛症及び坐骨神経痛  

○算定状潔（国表3－62）  

【重患性欄入院医■管理料1】 【亜急性期入院医療甘理科2】  

10％    20％    30％  

．（N＝414）  

（N＝2′552〉  0％  10％  20％  30％0％  

lo・Z％  地域連且珍書計卑官理科  

絶叫連携診療計画退院時指導料  

鶉■最古管理加事  

16．9％   

車 

」▼¶【〉  

25．5％  

○年齢（国表3－60）   

［重患性劇入院医療管理料1］…平均 75．18■  
琶国5・8％  

＋ ▼ 
換期ホ齢看過開塾加暮国選6・7％  

1Ⅶ 」」  

0院内クリニカルバス、リハビリ、透析の実技状況く図表3－る3）  

［重患憧欄入髄■管理料1】  【重患性期入院医■管理料2】  

（帖2．552） 0％  30％  60％  90％  0％  30％  60％  90％  

0％  10％  20％  30％  ヰ0％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   ‾ 
■4Dt未■  ロ40▲代  田50t代  盲盃宣童嘉一】「  
．65～7。…。7 

、■85－90t未i   ロ90■以上     ら不嘲   

［亜急性期入院医療管理料2】・・・平均 73．33蒙  
剛クリニカル′くス軒「丁′ル 1  

r  86．0％  

リハビリの実施状況  

斬の実桝況ヒ竺…J一  
0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

●40t未満  □40i代  田50t代  ロ60－65■末濃  
■65～70▲末1   ロ70－75▲未満   ロ75－80▲束＃   880－85鐘未糞  

■85－90t兼濱   口90t以上     B不明  
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運動着  ：73．5％  

6血管疾患等：27．3％   

・リハビリ種類→運動器  ：75．1％  

脳血管疾患等：25．0％  
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口現在（入院中）の状態  

○モニタリング及び処鷹等の状況（国表3－65）  

［亜急性期入院医療管理料1】  【亜急性期入院医療管理月2］   

（N＝2．552）  0％ 2％ 4％ 6％  8％ 10％0％ 2％ 4％ 6％ 8％ 10％  

○リハビリ提供（過当たり）単位数（図表3－64）   

［重患性期入院医療管理料1］   

10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  0％  

■51位以下    ロ6－10■位   ロ11■－151位   ロ16－20■位  
■21■－251位   ロ26－30▲故   山31▲位以上   田不明  

【亜急性期入院医ま管理料2】   

60％  70％  80％  90％ 100％  0％  10％  之0％  30％  40％  50％  

■5■位以下    □6－10▲位   匂11－15▲仕   口16一之01位  
d21一之5暮位  □26一っ0暮色  q31■位以上   口不明  
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O rA．モニタリング及び処t零J得点、rB．烏有の状況等」得点の分布（国表3－67）   

［亜息性期入院医療管理料1］  0烏有の状態像（国表3－66）  

【亜急性期入院医■管理料1】  

◇寝返り  

【重患性期入院医■管理料2】  
（N＝2388）  

B患者の状況専  

0～2点  ユ点   ■点   5点  6～10点  合音十   

0■－1点   66，7ヽ   4．8Ii   3．6l   2．5≠  12．3ヽ  89＋9ヽ  
A  

モ  5，1Ii   0つヽ   0．4ヽ   0▼2Ii   1，8ヽ   7．8％  
タ  
リ   0＋6ヽ   01ヽ   0＋1ヽ   0．0ヽ   0．7ヽ   1．5！i  

最  0＋1ヽ   0．0ヽ   0．01   0．仇   0＋3ヽ   ン グ   
ぴ  
亀 ■  0．3Ii   0＋0ヽ   0．0～   0．0ヽ   0＋0ヽ   0＋3ヽ  

蠣  72．7≠   5．2ヽ   tlヽ   2，8㌔  15．2ヽ  100．0ヽ   

亡ヽ  ：qヽ  謹ヽ  lrヽ  小｝ヽ  ヽ0ヽ  ■0ヽ   『ヽ  ■Pヽ  ■♪ヽ  ：【Pヽ   「一 i蒜面垂こ二二］  
0≠  10ヽ  20¶， ）0％  ◆0¶コ  1〕≠  bO％  70％  80‘b  90（b l（乃 

■でせも      口早も、につか1れほで書る      Rでモぢい  

◇起き上がり  

【重患性期入院医徽t理科2】  eヽ  llヽヽ  Jlヽ  I亡ヽ  ●Jヽ  t）・ヽ  Wヽ  I℃ヽ  ■）ヽ  Wヽ  ＝Ⅹ〉、  

tT替る  ロで倉ない  L  

0％  10ヽ  ヱ恥 】0％  ●0％  50■ん  も0≠  70％  80ヽ  90ヽ■ 10α  

tて一里   旦竺聖二＿＿ 」  

◇座位傑裾   

8患者の状況蠣  
（N＝朋心  

0－2点  8点   ●点   5点  ¢－柑点  含書†   

○～l点   72．3ヽ   3＋■ヽ   3．1ヽ   ト3ヽ  10．21  聞．31i  
A  

モ  3．9ヽ   0．3ヽ   0＋8ヽ   0．31i   2．61i   7．91  
今  
リ  0★5ヽ   0＋0ヽ   0．0ヽ   0．0％   0うヽ   1．0ヽ   
グ  
■  0．0ヽ   0．01   0＋0ヽ   0．0≠   0＋5ヽ   0．5，i  
び  
亀 t  0．肌   0＋0ヽ   0．0～   0．01   03ヽ   0．3ヽ  

ヽ   
合計   76，7％   31ヽ   3＋9ヽ   ト6ヽ  14．1ヽ  l00．01   

Jヽ  lJヽ  Jヽ  rヽ  ●Jヽ  勺、ヽ  椚  ヤヽ  ■：、  ●○ヽ 】（り  

■でせも  ローlが▲れば■Fせろ  ロで曾なし 
8≠  10ヽ  加≠  ｝01b  ●○％  又）○■  鵬  TO≠  鳥0ヽ  90ヽ  100一ヽ  

【  ㌧ 、   

■で曹る  〉 1                 □責え〟b九l∫でさる  ㌧ 

0％  10％  28％  事）≠  ●8％  冥l％  肌  TO％  肌  90■も 1（カ  ■ 
日大利■州が㌫仰、「   」」！ヂる  ゝ  

◇ロ酎潔  

0ヽ  10ヽも  ス）％  ユ○％  ●8％  知ヽ  肌  70％  001■  90ヽ 1（泊％  

⊂三重阜二＝：＝亘≠亘2：車重二．：：＝薫こ：］   （蓼考）7対1、10対1、亜急性期（入院中）のA得点及びB得点の状況（図表3－68）  

7対l入院基本料算定   病院   10対1入続1本科算定病院    亜急性期入続  

A書点            医学t理科1  重入 医学書軸2   入棟時  t幕点日  退♯堵  入糠喀  ■轟貞日  迫棟峠   

Nな   5．94了  5．940  6，103  1．744  1．690  1．806  2，383   382   

平均■   l．01   2．31   0．7l   1．09  2，11   0．76   0．35   0．35   

■準t蓋  

■小■   0   0   0   0   0   0   0   0  

eヽ  lCヽ  よlヽ  lCヽ  ヾヽ  lJヽ  h）ヽ   六〉ヽ  －ヽ  Ⅷヽ l鷹）ヽ  

「 一i㌫二一∵ノ▼盲蒜こ「一「1  
uヽ  「√ヽ  ホ「ヽ  tlヽ  ●ヽヽ  ～Jヽ  t小ヽ  ’l■ヽ  ■yヽ  叫ヽ ：（℃  

■でせる                ロできぐい  

◇全書摂取  

7対1入純綿算定病院  lO封l入鎚本科算定銅院    重患性期入瞳  

8書点           医学t理科1   医学t理科2   入撫特  t蔦点8  道義欄  入★特  t蔦点8  遭棟ヰ   

N畿   5，947  5，940  6．103  1．744  1．690  1．806  2．383   382   

平均儀   2．79   5．∝I   2．10  2．94  4．49   2．34   2．14   l．91   

蠣準t蓋  3．893  4．370  3．594  4，174  4．588  4，∝I5  3．23了  3．204   

t／ト1   0   0   0   0   0   0   0   0  

eヽ  ll、   入）ヽ  lホ  ～†ヽ  加ヽ  肌  －0ヽ  drヽ  00ヽ il▲）ヽ  

「「i示ふし√「＝＝享【【「：＝二＝：毒蚕亘＝］                         q－■介■  

0－h lq¶． ～0ヽ  ざ）ヽ  ◆0ヽ  5わ≠  も0％  70一ん  80¶， 恥 1α） 

■介一札  ロ■介■   □量竺L」  

◇衣農の着脱  

注）亜急性期入院医学管理料の欄は、患者票（亜急性期病室用（入院中））の値である。  ○≠  1（〉ヽ一  計〉（b  ｝0ウ0  40≠  50くヽ  も【〉％  70く■  80t■  90％ 100≠  

う垂を二二丁二二重杢幸二二二三享垂二二］  
、）ヽ  l亡ヽ  ｝亡ヽ  ゞヽ  ■ニヽ  ゞヽ  bl）ヽ  ヤヽ  ●h t）ヽ  こ血｝  山 

－介畔」  。■介■ 口全州 1  
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（蓼考）7対1、10対1、重患性期（入院中）のA得点平均値及びB得点平均値（国表3－69）   

O A得点平均値  

0・0  1．0  2．0  3．0  

○退棟日rA・モニタリング及び処置等J、「B■患者の状況等」の分布（国表3－70）  

［亜急性期入院医療管理料1】  

仇＝伽）  
8▲事の鮨事  

寝iり    点き上がり   量血胃  ■  捧■    白書薫1  ▲事繍  t  衣■の  薫よ   

鉢  乙8計1   J、1†ヽ   ◆＋‡●ヽ   1㌫は  ュIlヽ     4？仇  

A                              ▲圧1壬                  0．肌   α55l          モ  
0．18ヽ  タ  

り  ■m  

ン グ  008  
1  

ぴ  0肌  
1■  

■                                                                                                                                    プのよ  8【柑ヽ  事   
■■や▲■  事謂卿 004  

〔  

料  

〔  

入礫時  
（N三5947）  

暮高点日  
（N＝5940）  

退繍時  
（N＝6103）  

入棟時  
（N＝1744）   

1高点8  
（Nニ1690）  

過様時  
（N；こ1806）   

重患性期1  

（N＝2383）   

重患性期之  
（N＝382）   

7対l入院基本月  

算定病院  

10対l入院基本  

暮定病続  
［重患性期入院医療管理料2】  

（和之〉  
8▲‘■の賊讐  

疇層化   鳶き上が  り  1仕餅   ・ ●●     口上簾；■   暮■」lt  衣tの書■   

貴■1■  0．丁箔   8．丁  I■    乙コ古■   l．05ヽ     23飢  

▲ モ  
tj  Ⅱ  

リ          ユ．8         3きユヽ   383t  
○月  n        ○   ○鵬  量  

ぴ、  】．3  ll            t5Tl  」■  
t  0．0              ○∝粍  ▼  

■▲や▲朋州のt」書  0．5  2ヽ    052ヽ   O」5～l       052～  

亜急性期病室  
（入l亮中）   

O B得点平均値  

○・0   1・0    2．0    ユ．0    ●．O S．0   ‘．0  

入捜堵  
（N＝5947）  

最高点8  
（N＝5940）  

遺捜時  
（N＝6103）  

入捜晴  
（N＝1744）   

1書点8  
（N＝16≦〉0）  

退捜時  
（N＝1806）   

重患性期1  

（N＝之383）   

重急性期2  

（N＝382）  

（参考）7対1、10‘対1、亜急性期（入院中）のA得点及びB得点の項目別平均点数（国表3－71）  

7対1入院基本料  

算定病院  

10対1入院基本欄  

算定病杭  

】対1入鹿峯本＃暮夏■t  10対†入鴨i本欄■壬■疇      重急性期入牧童急性期人t  
慶事冒可削古筆管1嘱2  
、（N＝2如〉 仙司82ト  

旭リ n↑－   07，   032   0伯    コ  0  

B  

1 書 の 状 況 ■  

注）亜急   

亜急性期病室  
（入院中）  
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ロ亜急性期病院（退室）の患者状況  

○主傷病（国表3－72）   

［亜急性期入院医療管理料1】（N＝2，355）  

○年齢（国表3－73）   

【亜急性期入院医療管理朋1】…平均 74．8▲  

」＿＿．＿1＿－ 

O％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  
■40t未よ  040i代  ロ50t代  ロ60－65▲兼糞  

■6ト70t真裏  ロ70－75▲東■  ■7ト80丘未満  880－85▲未よ  

■85～90▲乗■   890t以上     8不明  

【亜熱性期入随徽管理料2］・‥平均 7之．1■  （蓼考）主な■病別にみた発症から入院までの椚  
彙短から入院までの期¶  

■仕   書●弓名  

1ケ月象■  t一之ケ月 乗■  2～ユケ月 集濃  3－○ケ月 象■  l－1ケ月 乗■  サー・t2ケ月乗  ■   

t 折（N＝722）   8231  2：I，7ヽ  tlヽ  1．－ヽ  0，ヰヽ  0．3ヽ   

2  開椚丘（N＝226）   11‘ヽ  190ヽ  12lヽ  8仇  1jヽ  〕うl   

3  ■i梗塞（N＝180）   167ヽ  2515ヽ  4．4～  8．3ヽ  221  0Ol   

l  その他の筋t格系及び結合欄暮の疾患（N＝119）   一帖2ヽ  22丁ヽ  6．7ヽ  3．4～  十†ヽ  0．Ol   

5  椚臭（N＝10り   455ヽ  33．1ヽ  5，9ヽ  3．0ヽ  0．（〉l  0仇   
30％  ヰ0％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

84叫代  850暮代  860－6S▲未満  
070－75雛未満   ℡75－80■兼濃   臼80－85▲禾1  

0％   10％   20％  

■40▲乗濃  
■65－70t未濃  
■85－90■末礪  

集金から入官までの爛¶  
■位   書ホ名  合針    t2－t8ケ月 ★■  18－24ケ月 乗1  2■－ぺ川ケ月 朱鷺   38ケ月以上  不明   

■ 折（N＝722）   0．3～  0．0ヽ  0，0ヽ   0．1ヽ  6．6ヽ  1（氾．Ol   

2  関節症（N＝226）   tlヽ  1．8ヽ  27ヽ   6．2ヽ  28．】ヽ  l00．Ol   

3  脳梗塞（N二180）   0，6l  06ヽ  0  ヽ  221  8．9ヽ  100．仇   

4  その他の筋t格系及び鍼冶朋儀の疾患（N＝119）   08＼  0（〉ヽ  0  ヽ  25ゝ  15．1ゝ  100，仇   

5  箭炎（N＝10り   l．0ヽ  00ヽ  00ヽ   0（：h  10，9ヽ  1（泊．Ol   

ロ90義以上     8不明  

○せ帯★成（国表3－74）   

［亜息性期入院医■管理料1］  

【亜急性期入院医療管理料2］（N＝528）  

骨 折  
関節症  
その他の筋寸描系及び結合欄ヰの疾患  
その他の損傷及びその他の外国の影事  
情梗塞  
その他の消化難系の疾患  
肺 炎  
脳内出血  
♯鞭辞書（脊擁症を含む）  

その他の脊柱障害  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■ヰ独世帯  □同居有り世帯  8不明  

［重患性劇入坑医療管理料2］  

（事キ）主なt病別にみた発症から入院までの榊  
発症から入  圭までのI■■l  

●也   傷ホ名  
lケ月末■  t－2ケ月 乗薫  Z－3ケ月 東鶉  3－○ケ月 未■  8－，ケ月 東鶉  9－12ケ月集  ■   

t 折（N  ●4）  81ユ～  8．3ヽ  3．5ヽ  2．8ヽ  0．7ヽ  0，（粍   

2  関節症（N  52）  23．1ヽ  9．6ヽ  5．8ヽ  丁．7ヽ  96ヽ  0Ol   

）  その他の筋書格系及び鋸冶個欄の疾患（N   39）   6tlヽ  128ヽ  103ヽ  10，3ヽ  0仇  0．Ol   
4  その他の損傷及びその他の外因の影書（N   33）   48．5ヽ  †5iヽ  8．1ヽ  与1＼  0．0ヽ  0．仇   

5  6i梗塞（N＝32）  引＝は  18．8ヽ  ユ．1ヽ  0仇  0．0ヽ  0．仇   

一⊥ ＋  
0％  10％  20％  30％  40％  SO％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■ヰ独世帯  □同居者り世帯  口不明  

集症から入室まで   の期間  
■位   t病名  合計     t2－t8ケ月 乗濃  柑一之◆ケ月 乗1  2■－3もケ月 東鶉  36ケ月以上  不明   

書 折（Nニ1朋）  00ヽ  0．肌  ○7＼  0，（h  2．8ヽ  1（×）（n   

2  関節症（N＝52）  5．8ヽ  0．0ヽ  0．0ゝ  0．0ヽ  38．5ヽ  1α）．（h   

3  その他の筋書格系及び鋸冶欄欄の疾患（N  39）   00ヽ  00ヽ  0．0ヽ  0Ol  2．8ヽ  1（カ．（粍   

1  その他の損傷及びその他の外因のた書（N  33）   3．Ol  30ヽ  3．0ヽ  0．0ヽ  15．2ヽ  1（旧．仇   

5  駐機塞（N＝32）  0．0ヽ  00ヽ  00ヽ  0．0ヽ  94ヽ  1∝l，（粍   
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（参考）主な傷病別にみたリハビリの実施状況（図表3－78）  

［亜急性期入院医療管理凋1］  
0算定状況（図表3－75）  

［亜急性期入院医療管理料1］ ［亜急性期入院医療管理胴2】  
貞位   傷病名   リハビリの実施状況   合計    薔  

口   
骨：折（ト巨699〉   96．9l  3，1蒐  1【氾．0≠   

2  関節症（N＝2柑）   98．6l  ト1ヽ  100．0％   
3  脳梗塞（N＝H鴫）   92．6X  丁イヽ  100．肪   

4  その他の筋骨枯系及び結合組ヰの疾患（N＝112）   92．01  8．仇  †00．0％   

5  肺 炎（N＝98〉   48．Ol  52．0～  100．0％   

0％    10％    20％    30％0％   10％    20％    30％  （N＝2．355）  

地域連携診療計画管理料  

地ヰ連携診療計勇退院時指導料  

穐■ま看管理加算  

後期高齢者退院調整加算  

○院内クリニカルバス、                         リ 

［亜急性期入院医療管理料2］  

貞位  傷痍名  リハビリの実施状潔   合計    宥  暮  ロ  サ 折（N＝143）  94．41  5．61  1（X〉．Ol  2  関節症（N＝5り  98，0ヽ  2．肪  100．（鵬  3  その他の筋骨格系及び結合組織の疾患（N＝38）  8丁．1l  1乙9㌔  100，0％  ヰ  脳捷毒（N＝32）  100，Ol  0．肪  100．肪  5  その他の損傷及びその他の外因の影響（N＝3り  9丁．4l  2．61  100，0％   ハビリ、透析の実施状況（図表3－76）  

【亜急性期入院医療管理料1】   【亜急性期入院医療管理料2］   

（N＝2．355） 0％   30％  60％  90％ 0％   30％  60％  90％  

○リハビリ提供（遇当たり）単位数（図表3－79）   

【亜急性期入院医療管理料1】  

院内クリニカルバス  

リハビリの実施状潔  

透析の実施状況  
305％  13．1％芳S．5％  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％  
■5■位以下   ロ6－10■位   ロ11－15斗位  臼16－20単位  

・リハビリ種類→運動署  ：76．5％  

脳血管疾患等：之3．6％  

運動暑  ：72．4％  

脳血管疾患等：26．8％  

■21一一25単位  田26－30■．位   印31単位以上  

［亜急性期入鹿医療管理料2】   

（参考）主な傷厨矧こみた院内クリニカルバスの実施状況（国表3－77）  

【亜急性期入院医療管理料1］  
0％  10％  20％  30％  ヰ8％  50％  60％  70％  80％  90％  100％   

順位   傷病名   院内クリニ  カルバス  合計  
有   

骨 ＝折（N＝703）   21，9l  78．1％  100．01   

2  関節症（N＝22り   57，5l  42．5％  100＿0≠   

3  脳梗塞（N＝175）   5．7X  94．31  100，01   

4  その他の筋骨櫓系及び結合組縫の疾患（N＝113）   14．2先  85．8ヽ  】00．0㌔   

5  肺 炎（N＝98）   7．1l  9乙9ヽ  100．0ヽ   

■5単位以下   □6－10■位   巳11－15■仕  口16－20■位  

■21－25単位   臼26－30斗位  皿31■位以上   8不明  

［重患性期入院医療管理胴2コ  

順位  傷病名  院内クリニ  カルバス  合書十    書  ■  ■  骨 折（N＝】40）  211ヽ  77．汎  】00，仇  2  関節症（N＝51）  68．6l  31．4ヽ  100．0㌔  3  その他の損傷及びその他の外因の影響（N＝32）  46．9～  53．tヽ  100．01  ヰ  駁梗塞（N＝32）  53．1！l  46，9％  100，01  5  その他の筋骨格系及び結合組織の疾患（N＝29）  13．8％  86＋～l  10（）．01   
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□退室患者の入室時の状況  （蓼考）傷病大分類別にみた院内クリニカルバス、リハビリ、透析の実施状況（図表3－80）  

［亜急性期入院医療管理料1】  

扶内クリニカルパスの便用実篤状況   リハビリの  集t状況   遼析の実■状況  
納金   N最   ■阜   Nt   網合   N緻   

蚤染虚数び書生虫丘  0  01       18  813～  匹  0仇  16  新生■  川  J＼       19  58仇  知  0仇  lT  
▲漉1び遭▲暮の痍上蓋びに集塵書ヰの杜書  0  （h     t珊（h  60（h  ttX粕【れ  0（h  l㈱仇  

5  51  内分泌集暮よび代H艦上           55  129l  鶉  0仇  58  
■｛1び行勤の■書  0  帆        16  438l  柑  ○（h  柑  

払  柵耀集の痍■  萱          5l  808l  52  0仇  
ユ3  Jヽ  

●  ■  
大  
分  
■  

8  （h  皮■及び皮下■■のよ■            25  5ヱ仇  25  ○仇  25  
％8  病書嶋黒土び艦舎≠■の点■  3ユ  7ヽ       5，7  I4．仇  5引  0：h  

ユ  仇  露良生■絨t            ユ3  8之5l  ユ2  ＆n  諏  
症状t饅讐で亀l‾分義されないもの  0  Ol       11  ！拍動  t5  0仇  15  

lヽ  7％  儀書 中暮員びその他の外由のセ■  匝         －9l  95Il  711も  05l  
不覇   a  89．Tl   ：拇   0．仇   35  

合†十   t8  ．8ヽ  2卸   83肌   2．295   05l   乙3）1   

○入室前の居場所（図表3－81）  

［重患性期入院医療管理層1］   ［亜急性欄入浣医■管理料2】   

（N＝2，ヨ55）  0％10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％0％10％20％30％40％50％も0％70％80％  

在宅÷－－「Ⅶ－「－－一三7．叫  ←十王ヱ・5％（Ht∃28）  

693％  

自院の急性期ホ床匡ヨ9・0％  

自院の回榊り′、どリテーション叫0．1％  

r  

上l己以・外の自院の一般病床  

上一己以外の自l完の療暮■床0．0％   

％
 
 

蟻
 
川
 
3
■
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㍑
 
㌣
弼
 
 

匪
「
ト
「
臼
「
け
卜
〇
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L
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上t己以外の自院の他の■床   

他院の回書期リハビリテーシ】ン病♯  

上t己以外の他院の一般■床  

上記以外の■地院の触手ホ床  

上l己以外の他l昆の他の■床  

［憂患性劇入院医■t理料2】  

瀾
㍑
 
㈹
 
弼
ヤ
弼
隅
？
読
ふ
 
 

∵
 

匝
 

l
′
「
ト
「
1
 

験内クリニカル／くスのt用臭■状況   リハビリの稟■状況  遺折の実篤状況  
tl合   H曹   向合   N暮   ¶合   N徽   

丘及び書生  虫i  0  0ヽ        2  l00  仇        2  ○肪  2   
鮪生≠    0  0ヽ        6  80  肌         5  0仇  も   
▲漉及び遁▲■の  焦■暮びに集塵●■の■書  

内分泌 巣暮及び  代れ痍1  0  O1         5  00．  
100   

檜縫象の痍t    33  J＼         9  80  01       10  00l  9   
暇及び付■艶の痍  t  0  Ol        ユ  0，  01        3  ○（h  3  ■耳及びれ縞突起  の疾■  0  0ヽ        1     00l  日  ■覆霊泉の康一    41  9～        74  司  ll        川  0（h  丁2   

1  1         0（粍  2l   
呼■讐系の焦土    8  Jl       三l  3  5       ヱ3  
洲ヒ膿系の痍象    6  うl       】l  29  81        之7  3訊  1t   
皮膚及び皮下≠  ■の虔t  0  〔≠         5  18  O1        5  200l  5   
筋甘櫓泉及び転  含北嶋の疾■  45  帥       116  糾  51       川5  0乃  t13   
T尿払生井茶の  鐘t  0  01         8  小  lヽ        9  0仇  
症状■願事で触  に分■されないもの  0  Ol        l  75  

9ヱ   

不明  51  t（旧．  （h  0．0l   

会計  2g  ．61  197   83．  11  502   0．仇   503   

介攫老人保健施設（老人保健施凱P  

％
 
％
 
％
 
6
 
 
之
 
 
′
b
 
O
 
O
 
 
（
U
 
 

介護老人福祉施設（特別t護老人ホーム）  

グループホーム   

有料老人トム・経文老人ホーム（ケ丁ハウス）  

高齢者■用賃貸住宅 0．0％ 

幹事看支撞施設lo・1％  

その他 0．0％  

（●考）僻大分類別にみた入室前の居■所（図表3－82）  

［亜急性期入院医■管理料1］  

人事下の居■蔵  
を毛  自瞳のt性   邑tの邑● hJ■■  台…の ■貞   脚司t 小■■  伽 l妹  介t鮎♯  書か   

刑眼   ■       ■  

撞よび葛生虫丘（H＝嘲  ほ劇  ‘濃  8仇    Jl  匹  ¢0l  蛭  】000l  
書生t（¶＝知）  18飢  乙【h  q0l      00t  tO仇  8れ  lq）仇  
▲i及び遁▲暮の痍■暮びに集塵●蠣の■曹（H＝；Ⅶ）  ▼＿■＿軍・聾  

1いl   

■札机怖■の■書（Nr絹）  11れ  00l  00l      l仇  ○仇  lh  1∝l仇  

● ■  

大  
分  
■  

○仇   
皮■及び皮下欄■の集t（N＝方）  21仇  1乙仇  00l      00l  ¢仇  uh  100仇  
筋I鴨集よび結合鐘■の艦上（N＝6鵬）  35飢  9鵬  02l      ○仇  ln  Oh  l00飢  
■相生i真の度量（H＝釧  用釣  塾  00l      00t  18ム  0仇  t00∬l  
一概t儀零で健に分tされないもの（N＝lS）  1ユ乱  1ユ3l  00l      0肌  ¢小  乱仇  l∝l仇  
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【重患性期入院医療管理料2］  

［重急性期入院医療管理料2】  

○入室した背景（国表3－83）  

［亜急性期入院医療管理料1］ ［亜急性期入院医療管理月2】   

0入室中の患者の状況（国表3－85）  

［亜急性期入院医療管理料1］［亜急性期入院医ま管理料2】   

（N＝乙355）  0％  2％  4％  6％  8％0％ 1％ 2％ 3％ 4％ 5％  

（N三2′355）  

急性期治■を糧遺し状麹が安定したため  

を宅・介三l施設鬱力ヽらの上書であり症状が  

急t生増悪したため  

リハビリテーションを行うため  

【＋＋   l l  〉  】 l  
YH｝メ址〉，Yh 615％  61之％   

l l l ト  I l l  ％
 
1
一
】
 
′
」
○
 
】
一
 
 
 
 
っ
‘
 
 

L
－
■
悶
＿
【
 
 中捕細事転云1子％          ト  

軽菅栄暮  
鶉瘡処膚  

輸液ポンプ、シリンジポンプの使用  

▼ろう・甘ろう専の処置  
ドレーン法・胸膿」監浅薄  

気管切開♭0．4％  
人工呼吸馨の碁着  
インスリン皮下注射  

体位ドレナージ  
輸血、血液＃剤  

放射線治■  
麻薬の使用  

内視■桟壬・内祝■的処t  

全身麻酔を伴う処薗  
床上安憫の指示  

（参考）牒病大分類別にみた入室した背景（国表3－84）  

【亜急性期入院医療管理料1］  

人王した青t  

急性■頴捌乱 畑安定したため  8宅・即か ■雷鴨扶がt 重したため  謡リハピ㌫】戎  封粗tの覆書のた  め  1暮・t暮に舞†る ●1の義一隻斎に ‘▼Tl・l●  】耶l先量礪1ナる壬 で一Il憫l：檜むt 事なため  本人・一義州lす  るため  モの■   

ま皇卓及び書生虫貞（N＝≡18）  丑肌    りI    11Jt  6∬  115l  Ol  ほ5  ーー■＿＿堅卸   
1仇  一隻■（N＝％1  8乙Ol    00I    310l  1仇  1鼠仇  柑，Ol  lOm   
血靂よび遥▲書の疾1蓋びに免慮■れの一書川＝10）  阻餌    ロ明     和∬l  】0仇  0  l山九  80l  】n   
内分ヰ賃霊泉び代i嫉鼻（Nミ5‘）  8＆1    161    経机  ユIl  ユゝ†l  ユ島  i4  lll   
榊1び吊研一㈹＝18）  †Ij    001    Z弧  1乙5  2且仇  1乙5l  匝  

栂加療t（H王立）  払飢    5∬1     5TTl  i  ：坤8l  柑n  匡    11び付■讐の痍■（H司）  知    081     ヨ】m  0仇  50  10l  垂  且仇  耳量び一般迂の疾t（N＝8）  弧仇    0れ     m  0仇  0餌  匡  1■丁  n椚   

書1書iの長一（N司叫  610l    り1    51！l  乙5  ，飢  14m  匪  t†l   
l†   靂職■如痍量（H＝1咄  ∝u    951    21－l  匝  11l  11外  4」  
lIl   凛た暮真の痍王【H＝95）  匹    ユ必     罰瓜    10淡  】5飢  IJ  

正一及びm■のまt（N‡門）  7L    1れ    ：10l  160l  1与ホ  1乙Ol  蛮  ーt＿＿＿！薫   
乱丁  誌★鳥裏及び烏合鎧鄭）疾1（N＝糾】  ～11l    り1   1I仇  0乃  l  11l  璽   
†尿8主籍夷の疲慮㈹王道）  臼    0（粍     訂Jl  ユ椚  21a  1乙】I  ほl  い   
i填中條零で働こ分tされないもの【N＝】5）  軋仇  E  ユJ     ：いl  0肌  0肌  ほ訴  孤  Ln  
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［亜急性期入院医療管理料2］  ○入室した背景「急性期治療を経過し状態が安定したため」にみる入室中の患者状潔（国表3－86）  

［重患性劇入院医療管理料1］  【重患性期入慌医■管理料2】  ■■大分t  

触症及び書生曳 i  ■書ヽ  ▲llUl■■ 事l慶びに集塵  

…噂   
中小■●亨t  0（h  0仇  ○   8仇  n  ○れ  0仇  0仇  8仇  
絆t東暮  0仇  丑乃      0仇  8仇  0仇  E  0仇  ヱれ  
榊姓t  0仇  0仇      0仇  ○仇  0仇  8仇  q小  勺  
暮濃ぬプリルジ紀′プ碓用  0仇  ○仇      0仇  0仇  0仇  0仇  0仇  乙  

0仇   

入  幸  
中  
の  

1れ  

t 書 の  

況  
t  

棚暮・棚由一  ○（h  
8仇   

床上紳の籠示   耶h   D仇   0巾   ○仇   0仇  ¢巾  小l  

大分■鶏舎針   
扶  

l00仇  1α）仇  1（巾  l00仇  1（カ．仇  l（船仇  I叫仇  1∝〉仇  l【旧仇  

雅弘  ㈹利  （嘲）   りtT）  （廿5）  （咽）  （H∃）  （kl）  （帖11）  

監急性職人鋏  蚤■性媚入糀  
t書の状況雫  邑膚t理科1  医療t】璽料2  

（H＝1〟は）   （N＝2g3）   

中心静脈兼暮   ○，18ヽ   0．68ヽ   

蛙讐栄養   2．28ヽ   0ユIヽ   

糟膚処暮   3．45ヽ   23軌   

簡裁ポンプ、シリンジポンプの使用   ○35ヽ   D．ユ4ヽ   

■ろう・tろう雫の処1   1．う2ヽ   ○，○仇   

ドレーン法・h鷹腔洗薄   0．83ヽ   0．0（）ゝ   

・4 二■・■   0．軌   

人工呼吸馨の躾雷   0，（X）1   0皿   

インスリン皮下注射   0．28ヽ            290ヽ   l．3丁ヽ   

体位ドレナージ   0．軌   0．0（）ヽ   

ヰ血、血蔵牡刑   0．引払   0．34ヽ   

放州法轟   0．（XIヽ   0．0仇   

麻藁の倭用   0●8ヽ   0．鵬   

内襖●検量・内州的処t   0．2烏ヽ   0．11ヽ   

全身麻酔を伴う処t   152ヽ   0．3●ヽ   

床上安≠の指示   5．も81l   1．02ヽ   

塾急性絶入事象  象息性欄入院  
t雫の状ヌ讐  医証書理科1  鑑■t理＃2  

（N＝川48）   （N＝ユ23）   

中心精一i某t   0，90ヽ   0∝h   

経書菓暮   ◆りヽ   1．551．   

■■処t   4，21ヽ   lご●ヽ   

書液ポンプ、シリンジポンプの使用   097ヽ   0．ユ†ヽ   

■ろう・下ろう零の処t   之も9ヽ   0，隅   

ドレーン法・折膿腔沃滑   l10ヽ   0m   

■ 気管切開   041ゝ   0ユ1ヽ   

人工岬吸艶の装書   0，（仇   

インスリン皮下注射   】．86ヽ   

体位ドレナ【ジ   0．D7ヽ      359ヽ      ！ 1・鎚ヽ   0】lヽ   

■血、血濠や書q   076ヽ   082ヽ   

放射ヰ冶疇   0肺   0．仰   

願集の使用   076l   0．肌   

内職■捜査・内襖■的一艇t   ト38ヽ   0．肌   

全身謄を伴う処■   ト17ヽ   03tヽ   

床上安｛の指示   7】8ヽ   t33ヽ  

■貞大分t  

■t暮黒の腰上  劃ヒ】嬢硝t  廣■1び皮下■l  瞭t  ■一般且び烏合 ■■の痍t  ニ7＝・・リ・  ●  t償、●貞一でt に分類き山九鴫  の  ■暮、坤よぴそ の棚■  不■  合計   
中t■書手t  1れ  8仇  ○  ¢仇  ○仇  ○仇  ¢仇  りIl  匹  

0仇   2Jl   手t  211  0（h  ○  0れ  1ち乃  ＿‥＿＿明   
0れ  

瀞把′プリJ、～▲ポンプのま用  も1l  0【h  Om  0Tl  0仇  ‥一■▼叫   
0仇  0【h   0仇   ○れ  02l  入  

t  

中  
の  
上  

肴 の 扶  
況  
I  

0」l  

全身腑を構う棚  0仇  0仇  ○れ  On  0仇  ○仇  8仇  0仇  ′＿＿‥岬   
床上安■の給示   1Tll   3飢  如   11l  58仇  ！う仇   32l   5．tl                   0仇  

■病大分嶺1合計   t00仇  100仇  l∞   事∞仇  】α）（h  100仇  t仙仇  l00仇  100仇  
く雉二抑  ‡りl†  眈朝  軒＝lユ5）  相席）  （靡1）  i一三1鴇）   t≠⇒）  l佃Ⅶ）   

（参考）鐘病大分類別にみた入室中の患者状潔（国表3－87）  

［亜急性期入院医療管理料1］  

■■大分t  

にt ■の■書   
鑑巣食lび書生空  症  書生鴨  血豪農びi血曇の 農l蔓び免疫   内分さ、果暮及び 代搬モ  tヽ及び斤■の十  書  ＃せ集の象最  疇員び付1■のよ  t  耳及び…架だの  嚢I  t軸黒味l  

中心Hi壬l  与1  11l  ○れ  8仇  屯  3恥  8仇  0（h  匹  
緑t葺暮  0仇  ウ小  抑  3れ  ロ爪  】7飢  D仇  0（h  13仇  
■暮処t  もれ  8n  用Ol  垣  Ⅸ  5汎  D仇  0（h  7八  

2Jl  ●電光ンプリJンジポンプのt免  匂仇  2仇  も仇  q仇  ○仇  つth  8仇  Q【h  
2仇   5桝  

lろうtろう零嫌1  0仇    8仇  コ仇  ▲◆，▼▼隻仇  0（h  11n  8仇  8仇     ル▼ン法…定量鶉  0仇  ¢仇  0【h  0（h   0仇  ▲′▼■1瓦  D仇  ○飢  
泉一切翻  Jれ  1†l  匡  0仇  D仇  2仇  ー ▼▼1瓦  8仇  匡  

0仇  人エ■一書の紳  0（h  8仇  0れ  d爪  ¢れ  0仇  0汎  8仇  
35l  インスリン皮下ま銅  0仇  4雫l  ¢れ  知Ol  Ⅸ  2（h  一仇  川ヽ  
○れ  

書生ルナづ  0【h  0仇  0仇  垣  ¢  3れ  0【h  8飢     ■ ■t■■  0肌  2仇  勧  D仇  8仇  D仇  0飢  0仇  0飢  

0九  

2仇   まれ  
鰍一浩t   0仇 ‾‾‾‾‾反仇  0仇  D仇  0仇  Ⅸ  0仇  0仇   0仇 ‾←一▼▼d五  0（h   頼経用   いl  匡  8仇  邑  3れ  0仇      棚量・用蜘■  0（h    匡  0仇  0爪  ○仇  ○れ  0（h     全身緋印うー暮  On  匹  0【汽  0仇  n  0飢  LHlふ  00l  06l  

床上要一¢籍示   α仇   8a   0〔れ   用l   001 2仇   0仇   ○仇  1h  

■l大分t諷食餌   】00仇  1∝l仇  1（0仇  100仇  】00帆  l00欄  】∝l仇  】帆仇  】∝l仇  
く腱t5）  川19）  く附刷  （N＝Sヱ）  川ニ15〉  （炬汗  （幌）   （購）  （H尋七）  

■病夫テ糟  

■■t榛昭  れ■l楕●  皮●よび皮下t■  の痍t  腑員び烏合 一唖t  ，∴・一一■・  t  丘状、l厳事‾稚 に分軌机ヰ の  鵬、ヰ■員びそ （別冊のセ■  不¶  合耐   
中心1H験刹l   2恥  岨  虹   8h  8  0仇  ○れ  0仇  1且   
鞭t筆t  ！6れ   g仇  I6 0れ  丘】  0仇  qれ  0仇  4訊  

匝  川l  ほIl  13乱  3れ  3a  l仇  
蔵ポニ′プソノンジポンプのt用  l入  3れ  0 0（h  巴  8仇  0仇  0仇  †1l  

入  0爪  い  0仇  仇仇  0仇  2仇  
▼  07l  8（h  匹  ln  0れ  lれ  
中  ○（h  た  0仇  8仇  ○爪  ○訊  
の  0仇   0仇 ‥‥－ 
l  ill   

垣  0仇  ¢れ  0飢   ¢仇 ‾‾‾‾－  ‖＿＿＿Lll  
0仇  

● の 嶽   

口  
●  

内tl臓蓋・柑脚■  3机  11n  匡  堕  3仇  D仇  On  8仇  】外  
D仇   一九  全身緋紳う艇l  0れ  臥  0仇  1I＼  8仇    包  8仇  

床上手書の給示   ，l1  9仇  4仇   8gl   3仇  封）仇   0仇  73l  

■病夫分類別合計   l00 】00仇   】恥（h  100（h  l00．仇  l00仇  l弧仇  1脚仇  lα）仇  
（肘駕」】   rN甥〉   庫拙  川＝％封  佃＝刃）  冊＝15  （N＝丁53）  （H∃り  （眠18丁）   
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□退室患者の退室時の状況  

○退室先（国表3－90）  

［亜急性期入院医療管理料1】 【亜急性期入院医療管理料2】  
0入室から退室までの期間（国表3－88）   

［亜急性期入院医療管理料1］…平均30．3日  
0％   20％   40％   60％   80％0％  20％   40％   60％   80％  

（N＝Z．355）  

在宅  

自続の急性期■床   

白味の回復期リハヒーリテーシ】ン病棟  

上一己以外の自陳の一般♯床  

上紀以外の白味のホ■痍床  

上記以外の自疾の他の痍庚  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 1DO％  

■1ケ月末蒲ロ1一之ケ月未満白Z－3ケ月末濱日3－6ケ月末濃■6ケ月以上口不明  

上記以外の他横の他の鋼庚Io．1％  
卜   

介護モ人保健施設（毛人保健施設）国7．9％  

」 硝‡：慧：慧ニE；：三：  

［亜急性期入院医療管理料2】…平均 24．5日  

0％  10％  ZO％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■1ケ月末濱口1－2ケ月末濱口2－コケ月末濾臼3－6ケ月未満■6ケ月以上□不明  高l春着書用貫ズ住宅  

陣書舌支援施設  

死亡  

その他  

○退院支援計画書の作成者（降表3－89）  

［亜急性期入院医療管理銅1】   ［亜急性期入院医療管理料2】  

（N＝1．466）  0％  20％  40％  60％0％  20％  40％  60％  80％  
（参考）主な傷病別にみた退室先（国表3－91）  

［亜急性期入院医療管理凋1】  

■位  Ⅱ病名   過重先        含汁     在宅  自虞  他蹟  介…一誌奴  死亡  その他  不明   
ロ  す  折（ト巨丁22）   78jヽ  3．為  ■，Tl  10．71  0，1ヽ  0，Tt  1．7t  100．0ヽ   

2  ■  ♯虚（N＝228）   I】．◆ヽ  3．1～  1．絡  1．3t  0．仇  00ヽ  0．◆ヽ  l00．0ヽ   

3  芯  横暮（N＝180）   58．9ヽ  8．3ヽ  8．汎  21．1l  0，8l  1，丁～  ○＋6l  TOm0l   

4  そ  の他の筋t格系及び烏合絶書の疾患（ト巨119）   88．2ヽ  ユ＋lヽ  0．猟  S．91  0．仇  ○∬l  1，Tl  100．仇   

5  肺  炎（N＝】○り   小．‘～  5．01  11．班  3イ．丁ヽ  5．0l  2．肌  08ヽ  100．Ot   

［重患性期入院医療管理料2］  

■せ   1鋼堰  il王先        合計    在宅  白l許  地検  介護施設  死亡  その他  不明   

書 折（N＝11■）   TO．1l  ●．2ヽ  112ヽ  10．1ヽ  0．Ol  0．01  i．1ヽ  100．0～   

2  騨打慮（卜占52）   88．5l  1．汽  1．鉢  1＋9I  0，仇  ○，0ヽ  5．8l  1（I0．0～   

3  その他の筋す格系及び総合組書の疾患（ト≠39）   87．之l  2．61  5Iヽ  16ヽ  0．仇  0．01  2．6l  100．0ヽ   

◆  モの他の損傷及びその他の外田の影響（N＝ココ）   ，7．Ol  0．珊  3．Ot  0．0l  0．Ol  0．0ヽ  0，0l  100．0ヽ   

5  おi梗塞（ト巨32）   5，＋lヽ  8．訴  15．8～  ，．1l  0．Ol  0．01  ｝，4l  l00．Ol   
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（参考）傷病大分類別にみた退室先（国表3－92）  

［亜急性期入院医療管理料1］  

（参考）年齢階級別にみた退室先（図表3－93）  

［亜急性劇入院医療管理料1］  

年齢   退室先  
合計   在宅  自院  他院  介護施設  死亡  その他  不明   

▲0■未濃（N＝83）   91．6ヽ  2．4ヽ  3．6ヽ  1．2ヽ  0．0ヽ  0．0ヽ  1．2l  100．0ヽ   

イ8■代（N；奄5）   92．3ヽ  3．1l  1．5ヽ  3．1l  0．0ヽ  0．0ヽ  0，0％  100．01   

50■代（N＝用5）   92．1ヽ  1．81i  3．6ヽ  1．2ヽ  0．6ヽ  0．6ヽ  0＋0ヽ  100．01   

80－¢5■禾■（N＝tO●）   87．5ヽ  ト9＼  1．9ヽ  7．7ヽ  0．0ヽ  0．0ヽ  1．0ヽ  】00，肌   

85－70▲兼濃（H＝t6さ）   81．8ヽ  1．81‘  8．3ヽ  臥3ヽ  0．0％  0．0ヽ  0．6ヽ  】00．0ヽ   

†8－75■未濃（N＝弼）   79．OIi  4．3ヽ  6．0ヽ  8．OIi  0．3ヽ  1．0ヽ  1．3ヽ  1㈹．肌   

丁5－80■未濃くN＝■30）   79．5†i  4．0ゝ  5．6l  9．1l  0．2ヽ  05ヽ  l．2≠  108．仇   

00－85丘夫濃（N＝■55）   68．8ヽ  5．3ヽ  5．51i  16．9ヽ  0．7ゝ  1．1ゝ  l．8ヽ  1（X〉．0ヽ   

85－80■末濃（N＝M）   59．5ヽ  6．9ヽ  5．8ヽ  24．9ヽ  1，為  0．9ヽ  0．9ヽ  100．0ヽ   

00■以上（N三224）   52．7ヽ  5＋lヽ  5＋1ヽ  3ヰ．4l  0．9ヽ  0．4％  8．9ヽ  1（氾．0ヽ   

不明（N＝15）   60．0ヽ  13．3ヽ  6．丁ヽ  20．0ヽ  0．肌  0．0ヽ  0．0≠  100．0ヽ   
合計   73，9ヽ  t4ヽ  5．ヰヽ  1tlヽ  05ヽ  0．6ヽ  1．1ヽ  108．0ヽ   

■■l  

在宅   白鷺   憾  介■▲鰹書  死亡  その亀  食れ   
83l   け5l   は5l   0仇   ≠生長よび書生虫藍（H＝1‘）  6且飢          0，仇  】（抑．仇  

102l   t63l   0【h   轟生れ（N＝噌）  612l  
0仇  20仇   川（h   沖れ   
3飢   †Hl   0．仇   内分遇、果暮1び代∬痍t（H＝濾）  祁訊  51l        18l  t（粗仇  

83l   0仇   Iiうl   針h   

2仇  三川l   ¢仇   欄裏の痍t（H三5】）  鱗几  g飢        0仇  t∝〉仇  
0仇   ○れ   0仇   t及び付■響の痍■（H＝3）  l∝l（h  0仇        0仇  t∝〉（h  

8仇   0仇   t6Tl   0仇   篭≡  
耳及び軋樽突起の長t（H三l〉  83れ          0仇  川吼m   ■1暮暴の疾t（H＝訳｛）  5Tll  ＝l  8机  217l  08l  1】l  l00仇   ■■裏の焦土（H三川丁〉  18れ  

4外  85l  32仇  34l  2仇  t（氾仇  
¢：h   ：lll   t仇   

川仇   t8仇   川仇   ○（h   芸  
ヱ：穐   5れ   00l   書簡黒鼠び烏合≠■碩t（H＝≒輌）  丁ゞ‘  2訊        0仇  t仙仇  
0仇   よ）仇   0仇   n  

0仇   0（h   ！lll   0仇   】   
51l   暮01l   ○ll   】  

嘲〔H＝調）   糾払   0仇   丁，椚   丁．Il   0．仇   ○，0l  暮00．仇  

二 ▲    －   7■Tl   t5l   51l   叫3l   0．，l   0飢  t（旧．仇   【亜急性期入院医女t理綱2］  

年l令   

退室先  
合計   在宅  自院  他院  介護施設  死亡  その他  不明   

咄■束濃（N＝3も）   91．？ヽ  2．8ヽ  2．8ヽ  0．0ヽ  0．0ヽ  0．仇  2．8ヽ  108．仇   

●0■代（H＝13）   92．3ヽ  0．0ヽ  丁．丁ヽ  0．0ヽ  0．0ヽ  0．仇  0．（Iヽ  100．仇   

幻■代（綽＝52）   84．6ヽ  1＋9ヽ  5，8ヽ  5．8≠  0．0ヽ  0．0ヽ  ト9ヽ  100．0ヽ   

00－85■禾■（N＝38）   86．8ヽ  丁．9ヽ  00ヽ  0，0ヽ  0．0ヽ  0．0ヽ  5．3ヽ  100．仇   

鮎－7場末濃（Nニ12）   95．2ヽ  0．0ヽ  2．4ヽ  2」ヽ  0．0ヽ  0．0ヽ  0．【Iヽ  1α：l．仇   

丁（〉一丁5♯禾糞（N＝■8）   89．6ヽ  2．】ヽ  6．3ヽ  0．0ヽ  0＋0ヽ  0．0ヽ  21ヽ  100．仇   

丁5－80土末濃（N＝88）   6g．3ヽ  80ヽ  13．6ヽ  5，7ヽ  0．0ヽ  0．0ヽ  31ヽ  1（X〉．仇   

80～85■兼濃（N＝92）   70，7ヽ  4．3ヽ  9．8ヽ  8．7ヽ  11ヽ  0．0ヽ  5．4ヽ  100．0ヽ   

85・一計0■未濃（N＝59）   50．8ヽ  8．5l  8．5l  28．8ヽ  0．0ヽ  17ヽ  1＋？ヽ  100．0ヽ   

90■以上（N＝Sl）   48．1ヽ  9．3ヽ  18．5ヽ  20．4ヽ  0．0ヽ  19ヽ  1．9ヽ  100．0ヽ   

不明（N＝6）   68．7ヽ  16，7ヽ  16．7ヽ  0．0ヽ  0．0ヽ  0．0ヽ  0．01  tOO．0ヽ   

合計   74．1ヽ  5．3Ii  8†ヽ  8．5ヽ  0．2≠  0＋lヽ  2．81  100．0ヽ   

【重患性欄入院医■管理料2］  

一事先  
在宅   Ot   七■  介雷■毅鴨  t亡  そのt   合計   

書生正員び書生虫卓（N＝！）  58仇  58仇  ○仇  D仇  00t  0仇  l00（h  

血濠及び蓋血■の長一lぴに貴慮■●の■書（N＝0）  0仇  0【粍  0仇  0仇  0．  ○（h  ○0l  
内分泌菜暮及び価t（H烹†）  l加飢  0仇  ○仇  0仇  ○仇  0仇  1∝l仇  

u j  
書せ菓の疾■（N＝柑）  ¢0仇  tO仇  

●  
■  
大  
分  

0仇  t∝〉仇  t  
皮膚及び皮下岨■の集t ㈹＝5）  80仇  0仇  20仇  0仇  n仇  0（h  l∝〉仇  
一書鴨最良び結合岨1の貞上（N＝川3）  g23l  itl  4a  t4I  8仇  0仇  l（n仇  
尾島生札稟の貞一（H芋†）  TT8l  ‖ll  0仇  ‖1l  ¢0l  0仇  t00仇  

t状■順一で他に分蠣されないもの（N＝4）  250l  50仇  ○仇  0（粍  0仇  25仇  t（0仇  
■t 中暮及びその触の外Bのt■（N＝‖8）  丁5仇  3外  
不明冊＝lの   80（汽  ○仇   10仇   0仇   川仇   ○仇  t（氾仇  

創汁 佃＝513）   丁82l   55l   9仇   8飢   0．2l   OJl  t00仇   （●考）世帯■成別にみた遇圭先（図表3－94）  

［亜急性期入院医■管理料1】  

世糟構成   過重先  
合計   在宅  自l完  他院  介護施設  死亡  その他  不明   

■独世事（N＝毛71〉   63．3ヽ  4．3ヽ  5うヽ  23．8ヽ  0．6ヽ  1．5ヽ  0．9≠  100．0ヽ   

同居事り世事帥＝t．827）   78劇  ■うヽ  5．2ヽ  10．2ヽ  0．5ヽ  0．3ヽ  1＋1ヽ  l00一○ヽ   

不明（N＝5丁）   丁3．7ヽ  3．5ヽ  8．8ヽ  1～＋ユヽ  0．0ヽ  0．01  1．飢  1α）．Ol   

合It   73．g兄  4．4～  5．4ヽ  14．1ヽ  0－5ヽ  0．8ヽ  ト1ヽ  100．0ヽ   

［重患性欄入髄■t理科2】  

せ帯蠣腐   退室先  
含雷十   在宅  自院  他院  介護施設  死亡  その他  不明   

＋独世事（N＝1ユ7）   55．5ヽ  8．0ヽ  15，3ヽ  19．0ヽ  0．（】ヽ  l．5ヽ  0†ヽ  tOO．0ヽ   

同居■り世事（N＝381）   80．1ヽ  4．5ヽ  6－6l  5．Ol  0．3ヽ  0．0ヽ  3了ヽ  tO8．0≠   

不明（N三10）   1000ヽ  0．0ヽ  00ヽ  0．0ヽ  0一（）％  0．0ヽ  00ヽ  108．0ヽ   

含■†   7ヰ．1ゝ  5．3l  8．丁ヽ  8．5ヽ  0．2ヽ  0－4ヽ  2．8ヽ  100．0ヽ   
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（参考）院内クリニカルバスの実施の有無別にみた過重先（国表3－95）  

［亜急性期入院医療管理料1】  

○日常生活機能評価とバーセル指数（図表3－98）   

【亜急性期入院医療管理料1】  

院内クリニカルバス   
退室先        合計   在宅  自院  他抗  介護施設  死亡  その他  不明   

有（N＝432）   79．6～  3．2l  5．8，l  9．丁ヽ  0．2ヽ  8．汎  0．5ヽ  100．0ヽ   

九佃＝1．888）   72．1％  4．鍋  51ヽ  15．5～  0．6～  0．鍋  1．2～  100．仇   

合王†   73．5，も  4．5l  5，4％  14．ヰl  8．5ヽ  0．†ヽ  1．0ヽ  1【氾．01   

日常生活機能評価（N＝2，355）  

バーセル指数（N＝2，355）  

［重患性劇入院医療管理料2］  
日常生話機能評価  バーセル指数  

床上安静の指示（N＝l．434）  

どちらかの手を胸元まで持ち上けられる（N＝1．426）  

寝返り（N＝1．520）  

起き上がり（N＝1．49ヰ）  

座位保持（N＝】．5柑）  

移 乗（N＝t，5t3）  

移動方法（N＝t．†64）  

ロ竣清潔（N＝り99）  

食事摂取（H＝l．5柑）  

衣服の着脱（N＝1．516）  

他者への意思の伝i圭（N＝1，43り  

診療・療養上の指示が通じる（N＝1．417）  

危l性行動（N＝＝．引8）   

食 事（N＝1．197）  

移 彙（N＝り氾）  

整 容（N正一．柑1）  

トイレ勤作（N＝1．194）  

入 浴（N＝1．168）  

平地歩行（N＝l．柑6）  

階段昇降（N＝1．H柑）  

実 衣（N＝t．柑3）  

彿優コントロール（N＝l．柑4）  

排尿コントロール（N＝l．柑4）  

院内クリニカルバス   
退圭先        合一十   在宅  自院  他l完  介護施設  死亡  その他  不明   

有（N＝川7）   1ヱ＋†ヽ  4．8ヽ  1壬jヽ  6．8ヽ  0．仇  0．01  ヰ．1ヽ  1（札0ヽ   

九（N＝ユ50）   74．0ヽ  5丁ヽ  7．7ヽ  9．4ヽ  0．3ヽ  D．6ヽ  2．3ヽ  100．Ol   

合計   73．4ヽ  51ヽ  9．】ヽ  8丁ヽ  0．2ヽ  0．4ヽ  2．8l  100．肌   

（参考）日常生活機能評債別にみた退室先（図表3－96）  

［亜急性期入院医療管理料1】  

日常生活機能評価  過重先        合書十   在宅  自院  他院  介護施設  死亡  その他  不明  0点（N三521）  B9．3％  l．9兄  1＋9ヽ  5．4ヽ  00ヽ  0．21  1．3兄  】08．仇  1～ヰ点（N＝35り  79．2l  3．1～  4．0～  12．0ヽ  0．3t  0＋9ヽ  0．6I  1（札肪  ＿5”9点（N＝l（氾）  49．Ot  15．01  10．肪  23，0％  8．（蔦  之．仇  1．01  1（カ．0ヽ  10－】4点（N＝85）  44．7≠  12．91  10．61  38．6ヽ  0．Ol  トヱヽ  0．01  】00，仇  1S－19点（N＝5り  17．6ヽ  15．7ヽ  29，4ヽ  31．4％  3．汎  2．肪  0．0ヽ  100．仇  不明（N＝1．2■7）  72．3≠  3．9l  5うヽ  15．9ヽ  0．7ヽ  0．6ヽ  1コヽ  100．Ot  合計  丁3．9≠  4．4～  5．4ヽ  14、1ヽ  0．5ヽ  0．61  ト1ヽ  1∝し01   （参考）傷病大分類別にみた日常生活機能評価点数とバーゼル指数  

○日常生活機能評価  

［亜急性期入院医療管理料2］  

日常生；舌機能評価  退三先        全書十   在宅  自院  他院  介護施設  死亡  その他  不明  0点（N＝り2）  90．8ヽ  2．8ヽ  2．81  1．4～  0．Ol  0．†ヽ  11ヽ  100．0ヽ  1－4点（N＝56）  51．8！i  8．9％  19．61  17，鍋  0．0ヽ  0．01  1．8l  108．【）ヽ  ＿5′－9点（N＝lヰ〉  2】．4ヽ  7†ヽ  4之．9％  21．4ち  0．0ヽ  0．0％  7．1l  100．仇  10－14点（N＝23）  丁83ヽ  8．九  t3ヽ  も．7！i  0．0ヽ  0．01  0．0ヽ  】00．肪  15－19点（N＝2）  0．0ヽ  1（氾，仇  0．0％  0．肪  0．Ol  0．0ヽ  00ヽ  100，仇  不明（N＝291）  72．91  4，8≠  8．2％  9．6l  0．3ヽ  0．3ヽ  3．8l  100＋0ヽ  合計  74．11  5．3l  8．丁ヽ  8．5l  0．2ヽ  0．4ヽ  2．8ヽ  100．0ヽ   
○転帰（国表3－97）  

［亜急性期入院医療管理料1】  
○バーゼル指数  

［亜急性期入院医療管理胴2］  

蕃染虚及び寄生虫症  
♯生輸  
血濱及び遥血さの疾1並びに免疫■初の陣書  

内分泌、兼暮及び代媚疾上  
精＃及び抒nの■亨  
神纏系の疾1  
■及び付属書の疾1  

耳及び諷樺突起の疾1  
暮環曇泉の疾土  
呼吸曇其の疾轟  
51化さ系の疾上  

皮■及び皮下絶■の疾鳥  
ホ書格黒及び精舎組■の疾1  

甲良遥生糧暴の疾五  
度ホ、書條雫で他に分耳さ九ないもの  
損t、中■及びその他の外国のた■  
不明  
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【至急任期入院医療管理料2］  ○退室までの経ヰ（図表3－99）  

亜急性欄入院  
医療管理料1  

（N＝2、355）   （N＝528）   

診療計画書にある推定入院期間より早く退室   20．0％   17．8％   

診療計画暮にある推定入院期間どおりの退室   45．5％   46．6％   

病状が安定せず、退室が延びた   12．0％   13．1％   

入所・転院する施設の都合で、退棟が延びた   51％   49％   

退株先である在宅で、家族等の受入れ体制が整わず、退捜が延びた   6．7％   4．0％   

退榛先である在宅での介護保険サービスの利用開始待ちのため、退練が延びた   1．5％   0．9％   

その他   50？も   59％   

ホ回答   4．2，も   6．8％   

蓼 合 軒   100．0％   100．0％   

日常生活■能評価（Nこ528）  

バーセル指数（N＝528）  

日常生活機†臼辛価  バーセル指数  
床上安静の指示（N＝279）  暮 事（N＝314）  

移 彙（N＝313）  

整 容（N二＝312）  

トイレ動作（N＝3り）  

入 浴（N＝312）  

平地歩行（N＝310）  

驚段井韓（Nこ312）  

更 衣（N＝3＝）  

緋康コントロール（N＝313）  

排尿コントロール（N＝3】2）  

農認諾元まで持ち上げられる（N＝266）  

起き上がり無＝276）  

座位保持（N＝288ノ  

移 彙（N＝3t8）  

移動方法（Nニ215）  

口腔鳶潔（N二27り  

貪■摂取（N＝ユ19）  

衣服の書穀（N＝3t6）  

他者への主恩の伝達（N＝266）  

診療・療養上の指示が通じるtN＝25り  

危険行動〔N＝2（，0′  

（参考）傷病大分類別にみた退室までの鮭♯（国表3－100）  

［東急性期入1騎医療管理料1】  

妻事fでの牡蠣  

■■▼■・ 量掩びた u  一■、 の●合で．鱒が且  ぴた  ●■lて－▲墳t で．■事■血t入h 傭■綱lわr」柑 職びた  l■t「■▲細▼T 虞疇t優■サーピ1 ・ 
・ 

■生t（H＝（8〉   川6l  50n  ‘n  ▲▲▲J叫  
10仇   

内分泌、束一員び代一條t（N＝盤）  封Ol  ユ9‘＼  塾  57l  11l  D仇  一←▼－＿墜  63l  ▲＿＿哩 1α）仇   ¶＃及び行動の■讐（Hこlち）  188l  弧劇  ほ5l  6れ  00l  D仇  
■鮭iの疾t（H＝5l、  21甘l  5乙汎  5汎  廿れ  7仇  00l  ¢0l  l（巾（h  

三．   
胆  

17訊   

漏化馨裏の疾■（H忘封）  31，l  廿劇    8仇  1a  00l  空  100仇  

＝l   
卓抜■ヰ鬱でtに分tされ払＼もの州＝刷  1ユ3l  210l  「＿…リp    l仇  

7飢   二二二二二重   
不明（H＝抑   ○仇   
合i十（Hニー！劇1   】   祁飢  17．5l  ほ5l  iJl   7仇   1机   5月  1∝】仇   

（参考）傷病大分類別にみた日常生活機能評鏑点数とバーゼル轍  

0日常生活機能評傭  

［亜急性期入院医■管理料2〕  

「■‾  l書手で○●■  

人＃■転任丁ふIlt  

紋ポ℡宇せ丁、1 雪がtぴた   ′－・■－ ぴた   
ポtぴた   

生t rl疇＝8）  16れ  ユ〇31  0h  0（h       用7l  100Ol   血濠貴びi血書の痍豪亜びにた慮●≠の■零（H＝l）  8【n  ▼■＿＿＿甲！  封）仇  ○仇  0仇       0（n  00l   1●  ・  1・  ▲・  1‘Tl   ユ3罰  00l       0（h  1∞（h   ■♯及び行■の一書 佃 

＝5）  鉛仇  側（h           00l  100払  
＃膿暴の疾■ 州＝lO）  【▼－▼や野   

0仇   0仇  100Ol  

8仇  11》  

綱紀馨泉の疾t（N＝毀1  

91＼   
†相生i臭の技量 肌三9J  訟罰        00l      1l  1の  

125＼  75仇  00l  00＼   ∃… 】  ！日経1び葛生虫丘（N＝2J  1小）仇  0【h  0仇  00l  8h      0仇  】∞仇                                                                                                   乃Dl           柑（h  1∞Ol   t及び付■tの痍t（H＝ヨヨ   1（船0l               互及び乳縞突起の疾量ざH＝，1  0（h  1∝）           8仇  ＿＿＿＿1野餌 l∝）Ol   t爛さ桑の疾t（H＝叫）  柑Il  581l           Sll   職重森の腰上（N＝‡5）  16Ol   ▼▼←，きり  5831                        りl      8二h  1∞0l   皮1及び皮下犠■の霧上州＝51  ○【h  ＿】←＿哩  12Tl      0仇      2勺仇  ，▼‥呼＿ 1皿飢   筋書鴨稟及び結合♯■の痍t（N＝1抑  169l       丁コ1      18l                          症状■候響で健に分■さ九青いもの（H＝1）  ▼－▼‾義弘  5001           司     Il中t及びiの他の外因のr■（N一り8、  こ5＼  18e＼          ち？l  1∝川＼   l不明（H＝8〕          亡れ十   仇  1：う＼  1∝＝h  
191l  500＼  11仇芦  53＼  I八I  仇   63l  1鳳仇   

0バーゼル指数  
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L鱒  生■  
蔵及び造血響の疾上並びに免疫■書の■書  
分泌．贅暮及び代撫痍t  ト芸  

■｛及び行動の■青  

書線素の疾t  

ヰ及U付▲暴の疾患  
耳及び乳稀突鑑の疾t  

書凛靡欄の疾1  

叶せ靂系の疾上 溝化馨暴の疾1 皮■及び皮下絶■の疾上 板書糟慕及び編合繊■の疾■  

下尿路生■系の疾t  
症状、■桟苓で他に分類さ九ないもの  
■q、中書及びその他の外殿のt■  
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（参考）年齢階級別にみた入室から退室までの期間（国表3－101）  

［亜急性期入院医療管理料1】  

（♯考）院内クリニカルバスの実施の有ホ別にみた入室から退室までの期間（国表3－103）  

〔亜急性期入院医療管領朋1］  

入重から退    圭まで期間  
年齢  合‡十   1ケ月未満  1－2ケ月 朱濱  2－3ケ月 東鶉  ユーヰケ月 未濱  ■一5ケ月 東鶉  不明   

ヰ0歳未満（I寧83）   54．2ヽ  30．川  10，8l  0．肪  0．仇  ●＋8l  100．0ち   

■0鐘代（ト巨85）   53．8l  20．〔粍  柑．5l  11ヽ  0．Ot  4．6ヽ  100．0ヽ   

50慮代（N＝1関）   54．5≠  27．9ヽ  】5劇  1．a  0，6l  0．¢l  108．仇   

80－65鶴来虞（Nニ104）   62，5l  29．肪  6．7l  0．仇  0．仇  1．0ヽ  100．Ol   

¢5－70■末1（ト巨168）   64．9ヽ  19．仇  12．5l  0．肌  0．6t  3、0ヽ  100．01   

70一－75i未満（N＝謝）   65．7％  21．3X  9．端  l．Ol  0．肪  2．7I  100．仇   

75－80義夫濃（Nニヰこ氾）   60ヱ％  25．6先  10．Tl  0．7l  0．01  2．8l  100．仇   

80一－8S▲未濃（N＝455）   56．5≠  27．5％  1之．1ヽ  ○★7ヽ  0＿2～  3．1ヽ  100．Ol   

85一一90鑓未満（N＝346）   56．6≠  26．0ヽ  1l∴1ヽ  0．9l  0．仇  l．7ヽ  10（I．01   

90塵以上（ト巨2ヱヰ）   59．8≠  2t；．8ヽ  11劇  0．9t  0．0ヽ  l．3ヽ  100，0ヽ   

不明（N＝ほ）   53．3鷺  33．3≠  6．7ヽ  6．Tl  0．01  0．0ヽ  100．0ヽ   

合計   59ヱ1  25．5l  11，9～  0．8l  0．1l  2．4l  180．仇   

入重から退    圭まで期間  
院内クリニカルバス  

合計   1ケ月末濱  l－2ケ月 未満  2－3ケ月 末濱  3－4ケ月 末葉  4－5ケ月 未満  不明   

有（N三▲32）   68．5％  19★lI  9．31  ト‡l  0仇  l．6ヽ  100．Ol   

★（N＝l朋8）   57．3l  26．5％  12．7％  0？ヽ  0．2％  2．6ヽ  100．01   

合計   59＋4ヽ  之5．a  12．仇  0．8l  0．1ヽ  2．4，i  】00．Ol   

［亜急性期入院医療管理料2］  

入重から遺夏まで期Ⅶ  
覆内クリニカルバス  合計   け月末1  l－2ケ月  2－3ケ月  ユーー4ケ月  ■－5ケ月  5～○ケ月  6－1Zケ月  12ケ月  不明    乗■  兼三萬  東鶉  乗算  未1  末瀾  以 

＿上   

書（N＝川丁〉   7丁，8ヽ  10．Ol  l．4l  0．丁ヽ  0．仇  0．Ol  0．乃  0．仇  0．7ヽ  l00．仇   

■（H…3即）   89．7ヽ  2さ．0ヽ  0．91  8．0ヽ  0．3ヽ  0，（札  ○＋れ  ○，3ヽ  0．3t  l00．（粍   

含l十   丁2．（〉ヽ  25．隅  t．（〉I  0．払  0．a  0．仇  0．2t  0．2ヽ  0．4ヽ  100．0l   

（参考）日常生活機能許すj削こみた人妻から退室までの期間（国表3－104）  

［亜急性期入院医療管理料1］  
［亜急性期入院医療管領朋2］  

入王から；1王まで期IT  
年■  

含什   lケ月末欄  l－2ケ月  2－ユ十月  ユー●ケ月  4－5ケ月  5－1ケ月  l－ほケ月  llケ月  不覇    乗1  末濃  乗1  兼j■  夫遍  兼礪  鼠上   

40▲未満（N＝31）   7？．恥  柑ノ鵬  乙軌  0．0l  0．仇  0．仇  0．（h  0．Ol  0．仇  1【I0．仇   

40■代（ト巨lコ）   一 ■  ：時．飢  0．（れ  0．0l  0．仇  8，0l  0．（h  0．0l  吐仇  l00．仇   

罰▲代（l、声52〉   84．6l  】a．5t  0．仇  0．0l  0＿0■  0．肪  1．拓  0．0ヽ  0．仇  tO0．鵬   

∝－∽▲兼礪（N＝胡）   m5ヽ  38．飢  0．仇  0．0l  0．Ol  0．仇  0．仇  乙6l  几仇  11泊，仇   

弱一袖■乗1（N＝ヰ2）   ■  33．3l  乙4l  乙Il  ○、仇  0．仇  0．仇  0．仇  乙1ゝ  1【l）．仇   

TO一丁5▲兼j■（N棚）   85．ヰ1  lt6l  0．仇  0．仇  0．0l  0．仇  0．Ol  0．（れ  n仇  】80．仇   

＝一■        ＝二   ちaa  2，．5l  0．0～  0．仇  ト1ヽ  0．仇  0．仇  0．仇  t，1ゝ  1∝〉．仇   

伽）一防▲」未j■（㈹之）   67．ヰ～  刃．偽  乙2～  0．0■  0．仇  0．仇  0．仇  0．仇  0．仇  100．仇   

85一郭l■乗1（ト巨59〉   78．0l  20．3ヽ  0．0ゝ  0．Ol  0．仇  0．肪  ○，0l  0．仇  1．7ヽ  tO0．0ヽ   

釦暮以上いヒ51）   ¢8．7ヽ  3l，5l  t．9～  0．0t  0．（汽  0．0ヽ  0，0l  0、0l  0．0ヽ  100．肪   

不明（桐）   50．0■  50．0l  0．肪  0．仇  0．（n  0．仇  0．肪  0．仇  且仇  l00．仇   

合計   7】，●l  28．3l  09ヽ  0．a  0．21  0．0ヽ  ○＿2ヽ  0．n  0．払  lα）．肪   

入室から退    室まで期間  

日常生活機能評瘡          合計   1ケ月未満  1～2ケ月 未満  2－3ケ月 未満  3－4ケ月 来演  4～5ケ月 未満  不明   

8点（N三52り   65．6l  24．01  9，4l  0．6ヽ  0＋0ヽ  0．1ヽ  100．Ol   

1－4点（N＝3引）   6l．3ヽ  2ヰ．8～  12．8％  0．9ヽ  0．0ヽ  0．3l  】00．0％   

5－9点（N＝100）   5丁．0ヽ  24．0ヽ  1丁．0～  2，Ot  0，01  0，Ol  100．01   

10－川点（N＝85）   58．8ヽ  25．9ヽ  †l．8兄  1．2％  1．2l  1jヽ  108．Ol   

15・一柑点（N＝5り   88．7㌔  †9、6ヽ  11，8九  2．0ヽ  0．0ヽ  0．Ol  】00．0～   

不明（N＝1．之ヰー）   55．9ヽ  26．7l  12．3％  0．71  0．2l  4．3ヽ  100．Ol   

含l十   59ヱヽ  25．5I  11．，～  0．8，i  0．1％  2．4l  100．仇   

【亜急性期入院医療管領胴2］  
入王から退王まで   調和  

日常生活≠能辞書                    合什   lケ月末1   1～2ケ月  2－3ケ月  ユー4ケ月  ◆－5ケ月  5－8ケ月  8－12ケ月  l‡ケ月  不明     乗1  乗1  兼礪  兼虞  未満  兼；■  以上   

OA（N引●2）   7  lヽ  2t8ヽ  0．仇  0．仇  0．仇  0．0l  0．仇  0．Ol  0．7ヽ  100．（）l   

ー         ■   5  れ  4名．4ヽ  1．8ヽ  0．肪  0．仇  0．0ヽ  1   0，（粍  0．0～  0．0ヽ  100．仇   

5－9■（N＝川）   7  lヽ  之1．4ち  8．0ヽ  0．仇  0．仇  0．肪  0．【汽  0．0ヽ  丁．1ヽ  一別）．仇   

to－川点（N＝23）   73．れ   封．7ヽ  1．訴  0．0l  0．（h  0．仇  0．肪  8．0ヽ  0．0ヽ  100．仇   

lき－1，点（H＝之）   0．肪   100．仇  0．払  0．仇  0．仇  0．仇  0．仇  0．0ヽ  8．C≠  1（帝．仇   

不明（N＝そ引）   乃．，■   2：！．仇  1．仇  0．31  0．3ヽ  0．Ol  ○，3t  0．3ヽ  0．3ヽ  】叩．仇   

舎lナ   71，■ヽ   2S．為  0．粥  0．缶  0．n  0．0l  0．2t  0．n  0．¢ヽ  ■■ －   

（参考）世帯構成用lこみた入室から過重までの期間（図表3－102）  

［亜急性期入院医療管理料1】  

入室から退  圭まで期間  
世帯構成  

合計   1ケ月末満  1－2ケ月 未満  2－3ケ月 末ま  3－4ケ月 未満  4－5ケ月 未満  不明   

．■独世幕（N＝87り   57．8，i  26．5％  †1．6l  0．7ヽ  0．仇  3．3l  100．Ol   

同居橋川世帯（ト声1，6之7）   5g．8，i  24，8l  丁2．2l  0＿9t  0．2ヽ  2」2l  100．01   

不明（N＝5丁）   59．6ヽ  〇5，†l  5．3ヽ  0．Ol  00ヽ  8．0ヽ  100．0ヽ   

合計   59ヱヽ  25．5l  11．汎  0，8l  0．1l  2．1＼  100．0％   

［亜急性期入院医療管理料2］  

人里からil王手で期間  

せ帯♯成            合l十   1ケ月末1  】一2ケ月  2－3ケ月  ユー●ケ月  1－5ケ月  5－1ケ月  ○－ほケ月  12ケ月  不蠣    乗遍  乗1  乗遍  乗濃  貪礪  未1  以上   

■♯せ蕎（l≠＝Iコ丁）   一 ■   3l．1l  1．5l  0．仇  0．0‡  0．仇  0．Tl  0．仇  ○，0l  100．0l   

何層雷り世事（M＝コ8り   73．0～  2t7l  0．仇  0．3ヽ  0．芥  0．仇  0．仇  0．3l  0．h  100．仇   

不明（I■lO）   80．Ol  20．【粍  0．Ol  0．仇  0．（粍  0．仇  ○，仇  ○，0l  nOI  l00．仇   

含什   71．■ヽ  28．3t  0．91i  0．n  0．2l  0．0l  ○＿2ヽ  ○，2l  m仇  I（XI．仇   
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（4）地域連携診療計画管理料及び地域連携診療計画退院時指導料回答病院  

■回答病浣の概況   

○ 診療報酬に係る届出状況【複数回苔］  

・計画管理料暮定病偏（図表4－1）  ・退院時指導料儀雇病院（国表4－2）  

・地域連携診t計画退院時持キ料算定病侯［大槌甘モ読書折】（国表4－4）  

計画t理病院   1施設当たり 施  割 合   
連携投数  

7対1入院基本料（一般病棟）届出病偏   1．45施設   67．7％   

10対1入院基本料（一般病棟）届出病院   0．60施設   27．8％   

13対1入院基本胴（一般病棟）届出病院   0．03絶世   1．4％   

15対1入院基本料（一般病攫）届出病院   0．00施投   0．1％   

■暮病♯入院基本料届出病院   0．00施投   0．1％   

1施設当たり計画管理病院   2．14施投  100．0％   

（N＝279）  0％ 20％ 叫％ 00％ 即％100％  【■  丁 丁【 「  （帖578）  

7対1入院…（一柳）匠這迄国正ヨ証Ⅲ甲餌・9％   7対1入院…ト…）  
■  

10対1入院暮本科（一触病儀）  

その他の入院▲本科  

10対1入院▲本科（一般病榛）  

その他の入1島■本欄  

回t期り／lヒーリテ一泊ン榊人l院鯖1  

叢書触回昔371件で■針  

旬慎傷跡、ヒリテう∃細入院削申14・3％  

回…州テーショ欄入隣ヱト5よ  

重患性期入院医♯讐梱1寧23・7％  

拙性期入監輔抽2I2ヰ  
」 

・地t逢携診■計画書理科暮走病院【騎卒中】（図鼓4－5）  回椚り∧亡1かゎン搬入た料2t8■コ％  

＃   遵樹医棚   1施設当たり 連携集散数  書l合   

7封1入離柵（一般榊）届出病錠   1．01搬   8．9％   

10対1入鎚柵（一般病儀）編出病頼   2．05脆投   1臥0％   

13対1入院基本料（一般病棟）届出病浣   0．67脆投   5．9％   

15対1入院基本料（一般病★）届出病椀   1．14施設   10．0％   

■暮病♯入院基本料届出病院   2．28脆穀   20．1％   

回復期リハビリテーション病棟入院料届出施投   5．63施投   49．6％   

亜急性期入候医■管理料届出施投   0．40施毅   3．5％   

1施設当たり連携長儀医■機関  病  院   11．34施毅  100．0％   

1施毅当たり壬携風土医■棚  有床鯵■所   0．69施毅     ＼  

重患性期入院医■t理事11  

亜急性期入院匿■管専科Z  

ヒ土」⊥＿」  

■計画管理料、退院時指導料に係る状況   

01施設当たりの書十画管理病院、連携保険医★機関の施枚数   

・地域連携診■計画管理料暮雇病院【大槌t頸部甘折］（図表4－3）  濫有効回答169件で集計   

・地t連携診■計画退院時指専料算定病院［脳卒中】（国表4－6）  連携俣♯医■櫨爛   1施設当たり  
－■一▲1－   

7対1入l露基本料（一般病棟）届出病院   0．S9施設   9．3％   

10対1入謎本料（一触病欄）届出病院   1．31総数   20．9％   

13対1入秘本窮（一般病♯）届出病l琵   0．50絶敵   8．0％   

15対1入l象■本鞘（一般貞義）届出病綻   0．93細   14．8％   

■暮病棟入院基本料届出病院   1．2こ完投   20．1％   

回復期リハビリテーション病★入院料届出施設   2．31施設   37．0％   

亜急性欄入院匡■管理料届出旛投   0．17施股   2．7％   

1施設当たり連携保健医療職桝  病   院   6．26施設  100．0％   

1施設当たり連携保t匡♯機関  有床鯵t所   0．72施股  

計画管理病院   1施投当たり 連拡散  割 合   
携七  

7対1人柱墓ヰ胴（一般病儀）届出錦   2．79▲毅   63．2％   

10対1入院基本料（一級病儀）尾出病傾   1．21蝿股   27．3％   

13対1入院基本料（一般病撫）届出鋪   0．04施設   1．0％   

15対1入秘本料（一般病♯）届出病偏   0．03施設   0．6％   

■養病♯入院基本料届出病院   0．01施設   0．1％   

1施設当たり計画書理病院   4．41施設  100．0％   

※有効回答326件で■計  

※有効回書147件で■計  
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・地域連携診療計画管理料算雇眉蘭【脳卒中】（国表4－11）  01施設当たり算定患者数   

・地域連携診療計画官理科算定病院［大腿サ頸部骨折］（図表4－7）  算  定  
1施設当たり   割 合   
患者数  

脳卒中に係る計宵管理料算定患者  32．8人   12．9％  

設定した入院期間内に連携医療機関へ転浣・退院できた患者   22．7人   8．9％  

連扶医療機関から診療情報がフィードバックされた患者   22．2人   8．8％   

1施投当たり脳卒中による入院患者  254．0人  100．0％   

井  定  
1施設当たり   割 合   
患者数  

大良書頸部骨折に係る計音管理料暮定患者  30．2人   36．1％  

設定した入院期間内に連携眉■櫨開へ転院・退院できた患者   21．0人   25．1％  

連携琶■機開から診椚報がフィードバックされた患者   24．2人   28．9％   

1施設当たり大腿骨頸部骨折による入浣患者  83．5人   100．0％   

※有効回答186件で集計   

脳卒中に係る計画書理科を算定している患者の割合（図表4－12）  

… 平均13．之％  
※有効回答156件で集計  

大腿骨頚部甘折に係る計画管理料を算定している患者の割合（国表4－8）  

… 平均之9．5％  ※有効国儀156件で集計   

※有効回答186件で集計  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■19Iも以下  ロ20－49Iも  臼50－79Il  ロ80，l以上  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■19Iも以下  □20－49I●  850－791～  B80鶉以上  

■地域連携診凛射簡退局時指導料井走病院［脳卒中］（国表4－13）  

暮  定  
1施設当たり   由 合   
点者数  

脳卒中に係る退院時指導料算定息  13．5人   8．5％  

設定した入院期間内に退院・転廣できた患者   9．5人   6．0％   

1施設当たり胞卒中による入院患者  159．0人  100．0％   

・地域連携診療計画退院時指導料井走病院【大腿骨頸部甘折］（国表4－9）  

算  定  
1施枚当たり ∴  

＝二．   

大腿骨頚部骨折に係る退院時指導料算定息者  10．8人   21．0％  

設定した入院期間内に退院・も院できた患者   8．0人   15．6％   

1施設当たり大腿骨頸奇骨折による入院患者  51．4人   100．0％   

※有効回答361件で集計  

脳卒中に係る退院時指導料を算定している患者の割合（国表4－14）  
・・・ 平均16．1％  

※有効回答344件で集計  

大腿骨頚部骨折に係る退院時指導胴を算定している患者の割合（図表4－10）  
… 平均26．3％  ※有効回答344件で集計  

丼有効回答361件で集計  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■19Iも以下  ロ20－49％  □50－79％  臼80％以上  

0％  10％  20％  30％  40％  SO％  60％  70％  80％  90％ 180％  

■19†l以下  □20－49†も  q50－79％  ロ80†l以上  
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01施設当たりの算定患者の平均在院日数  （5）診療所調査回答診療所  

・地域連携診♯計画管理料責定病院【大腿書類部サ折】   

［H19］計画管理蓼＝■定員舌…平均26．68  

大腿書類部甘折による入焼鳥書‥・平均3L2日   

［H20】計画書理科暮定患者…平均26．4日  

大腿書類蘭書折による入院点者…平均3L6日  

■地域連携診■計画退院時指導料算定病院［大曝書顎層欄折］   

［H19］退院時指書料暮定点舌…平均61．2日  

大卓㈹t折による入院■右…平均…   

［H20］退院疇指書料暮夏■舌…平闘  

犬鎚t鞍部書折による入院■右t・・平均65j日  

※有効回書82件で■計  

※有効周層118件で■針  

0（鵜  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

t公的巨細開   」㌍ぞ竺J   

O 主たる診徽科（図表5－2）  ※書勤回讐114♯で■針  

※有触回書218件で■針  

全体  地域建換診療計画退院時持場料  
順位  （N＝117）  盲出なし  届出あり  

（N＝92）  （N＝23）   

内科   31．6％  内科   30．4％  内科   34，8％   

2  外科   16＿2％  外科   17．4％  整形外科   21．7％   

3  整形外科   14．5％  隻影外科   13．0％  外科   13．0％   

4  産婦人科   11．1％  産婦人科   12．0％  脳神経外科   8．7％   

5  脇神軽外科   4．3％  消化蕃科   ヰ．3％  産婦人料   8．7％   

・地♯連携診■計画管鮪算定鵬［脳卒中】   

【H20］計画管理料算定患者… 平均31j8  

脳卒中による入院鳥壱 ＝・平均30．0日  

・地域連携診■計画退院時指導料暮定病院【鰐卒中】   

［H20】退院時指導料算定患者・‥平均84．0日  

B卒中による入院上着 …平均89．1日  

※青物回書138杵で集計  

○ 医師触（国表5－3）  

※雷勤回書226件で暮計  

（N＝199）   届出なし  届出あり  
（N＝柑2）  （N＝31〉   全体   地域連携診療計画退席時指導料          医師数  1．7人  1，7人  1．5人   01施設当たりの地t連携診■計顔lこ係る情報交換のための会合の開催国敵  

・地墳墓携診徽計画管理料貫定病餞  

…［大槌甘頸部t折H20】平均2．58回  蘇書勤回昔205件で♯肘  

［騎 卒 中 H20】平均2．84回  ※有効回書236件で集計  

・地域連携鯵■計画退院時指事料暮夏病l浣  

…【大腿書類部書折目20】平均3．11回  ※有効回書492件で集計  

【鹸 卒 中 H20］平均3．70回  ※有効回書497件で集計  

○ キ勤病床数（図表5－4）  

全体  地ヰ連携鯵★計画退院時指事料  
（N＝82）  届出なし  届出あり  

（N＝糾）  （N＝15）   

稼動病床働   10．4床   10．2床   12，0床   

一般病床数   8．5床   8．5床   8．9床   

療養病床数   1．3床   1．1床   2．7床   

後期高齢者医療  
管理料算定病床数   0．5床   0．6床   0．0床   
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0 平均在院日数（図表5－5）  一外来患者延べ数ま化（国表5－8）   

＜全体＞  
全体  地域連携診療計画退院時指導料  

（N＝118）  届出なし  届出あり  
（N＝95）  （N＝19）   

平均在l完日数（平成20年4～6月）   36．5日   29．9日   51．3日   

平均在院日数（平成21年4～6月）   35．5日   30．0日   48．8日   

0％ 1D％  ZO％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  
・平均在旗日数ま化（国表5－6）  

＜全体＞  
1減少  口増加  白文化無し  

＜地域連携診療計画退院時指導料届出なし＞  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

ロ増加  8文化■し  
10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100t池  

■減少  口増加  日動ヒ擁し  
＜地域連携診療計画退院時指導料届出なし＞  

＜地域連携診療計画退院時指導料届出あり＞  

0％  10％  20％  〕0％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100t鵜  

■減少  □増加  8ま化■し  
10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■ま少  口増加  巧ま化無し  
く地域雇携診療計画退院時指導料届出あり＞  

・入院患者延べ数ま化（国表5－9）  

＜全体＞  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 1DO％  

■減少  □増加  田変化■し  

0％  10％  20％  30％  48％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■減少  口増加  日東化ホし  
○ 外来患者延べ数・入院患者延べ数（図表5－7）  

全体  地域連携診療計画退兢時指導料  
（N＝184）  届出なし  届出あり  

（N＝134）  （N＝26）   

外来患者延べ数（平成20年6月）   1，616．4人  1，637．3人  1，530．7人   

（平成21年6月）   1．624．2人  1．621．5人  1，674．1人   

入院患者延べ数（平成之0年6月）   119．0人   112．6人   129．3人   

（平成21年6月）   115．6人   108．8人   127．0人   

＜地域連携診療計画退院時指導料届出なし＞  

○％  10％  之0％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

は少  口増加  8変化ホし  
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く地域連携静止計画退l売時指導料届出あり＞  

0 紹介・遥欄介の実♯がある長峡臣♯機関敷（図表5－13）  

】 地域遵携診療計画退院時指導欄  
（N＝68）   届出なし  届出あり  

（N＝52）  （N＝15）   

ホ院   5．4施設   5．8施設   3．5施設   

三次、二次救急病院   2．7施設   3．0施設   1，8施設   

亜急性期病圭を有する病院   0．8施設   0．8施設   0．7施設   

回復期リハビリ病棟を有するホl屍   0．6施設   0．5施設   0．7施設   

■榔床を需する病院   0．7施設   0．8施設   0．5施設   

一般診t所   8．2施設   8．6施設   5．1施設   

0％  10％   20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％  

▼‾「‾‾、‾＋ 

1 埜与！土】▲」」  ■減少  口嶋加  

0 外集■有責人数一病院からの紹介患者触（図表5－10）  

全体  地墟蓋携診■計画退院時指導料  
（N＝川カ  届出なし  届出あり  

（N＝119）  くN＝2り   

外来患者数   778．9人   798．7人   630．0人   

病荒からの紹介患者数   5．1人   5．2人   4，3人   

0 医★嶋鍵に係る今畿の方針く旦表5－14）   

＜全体＞  

○ 新規入侯患者数・病院からの転院應層、他診■所からの紹介患者（図表5－11）  

全   地域連携診療計画退院時指導料  
（N＝84〉   届出なし  届出あり  

（N＝6丁）  （N＝16）   

新規入院患者数   13．5人   14．2人   8．1人   

病院からの転院患者   0．6人   0．6人   0．6人   

三次、二次救急病院   0，3人   0，2人   0．6人   

亜急性期膿圭を有する病院   0．1人   01人   0．0人   

回復期リハビリ病棟を有する病院   0．1人   0，1人   0．0人  

療暮病床を有する病l完  0，1人  0．1人  0．0人  

他診療所紹介患者  0，8人  1．0人  0．1人   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80（粘  90％  100％   「「－W一－【「 
占特iとi主義軋  「  

＜地域連携診■計旨遇l売時箱書料届出なし＞  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  も0％  70％  80％  90％  100t鵜  

■特化する予定あり  

0 遇院点有数卜他杭へ転院した上苓など（周豪5－12）  く地■t桝計画脚＃脾願出あり＞  

一 地域連携診■計画退院時指導料  
（N＝85）   届出なし  届出あり  

（N＝65）  （N＝1g）   

退院患者数   11，8人   12．1人   8．7人   

他院へ転院   0．5人   0．4人   0．6人   

自院の外来   8．1人   7．9人   6．6人   

他診療所の外来   0．5人   0．6人   0．1人   

死亡退院   0．1人   0．1人   0．1人   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80【‰  90％  100％   

重二ニコ  
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0 他の医療機関との連携に関する意向（国表5－15）  

全体  地壌連携診■肝腎退院時指導料  
（N＝188）  届出なし  届出あり  

rN芸1幻）  【N＝30）   

増やしたい   20．7％   19．6％   28．7％   

：急性期医療機能   94．6％   92．9％   100．0％   

星亜急性期医療機能   64．9％   57．1％   87．5％   

；回復期リハビリ機能   51．4％   42．9％   75．0％   

；正暮丑他   67．6％   64，3％   75．0％   

減らしたい   0．5％   0．7％   0．0％   

現扶のままでよい   78．7％   79．7％   73．3％  

④
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